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　最初にＵＦＯに攫さらわれたとして警察へ駆かけ込んで来たのは、益荒ますら市しに住む当時二十一歳さいの大学生だった。

　彼はラグビー部に所しよ属ぞくしていて、相撲すもう部屋に勧かん誘ゆうされた事もあるという大おお柄がらで筋きん肉にく質しつな体格。町でヤクザや不ふ良りよう連れん中ちゆうとすれ違っても、向こうがコソコソと目を逸そらして逃げていくような大おお男おとこだった。

　本ほん人にんの報告に拠よれば、その晩ばん彼は部ぶ活かつの新しん歓かんコンパでしこたま酒を飲んだ後、部員達たちと別れて帰き宅たくする途と中ちゆう、不ふ意いに夜空に眩まばゆく光る謎なぞの物体を目もく撃げきした。その光は上空からどんどんと急きゆう降こう下かしてきて、彼の真ま上うえに来ると停止した。彼はその余りに強きよう烈れつな光に目が眩くらんで意い識しきを失った。気が付いた時、彼は台の上に手足を拘こう束そくされて、全ぜん裸らで寝かされていた。傍かたわらにぴっちりしたスーツに身を包んだ人物が立っていて、彼の持ち物を一つ一つ何かの検けん査さ器き具ぐにかけた後、彼自じ身しんもその装そう置ちに通された。検査器具はレントゲンやＣＴスキャンのようなものらしく、彼の身体からだに接せつ触しよくするような事も彼に苦く痛つうを与える事も無かった。

　ぴっちりしたスーツに身を包んだ人物は一ひと通とおり検査を終えると、やや落らく胆たんした様よう子すを見せ、その後ご彼に何か薬品のようなものを嗅かがせた。すると彼はたちどころに抗あらがいがたい眠ねむ気けを催もよおし、気が付くと帰宅途中の路ろ上じようで寝ていた。服はちゃんと着ており、荷物も財さい布ふも全て手て元もとに残っていた。

　彼を検査した人物は医い者しやが手しゆ術じゆつをする時のようにマスクと帽ぼう子しを身に着けていたため、顔などはよく分からなかったが、体格や体型などは地球人じんの女性によく似にており、彼は最初、ＵＦＯに攫われたのではなく人間によって誘ゆう拐かいされたと思ったという。

　そのため彼は気が付くと真まっ先さきに警察へ駆け込み、誘拐事じ件けんとして一部始し終じゆうを報告した。

　しかし困ったのは対応した警察である。何かが盗ぬすまれたわけでもない。怪け我がを負わされたわけでもない。彼が誘拐されている間にどこかに脅きよう迫はくの電話がかかってきたわけでもない。力尽ずくで無む理り矢や理り攫われたわけでもなく、気が付いたら拘束されていて再び気が付いたら路上で寝ていたという。

　もちろん何の被ひ害がいも受けていなかったとしても、本ほん人にんの意志に逆らって拉ら致ち、監かん禁きん、拘こう留りゆうをしたとなればそれ自体が犯はん罪ざいではある。しかし彼が言うには、その夜はしこたま酒を飲んだ帰りだったという。どう考えても酔よっぱらって道ばたで眠り込んで夢でも見たとしか思えない。

　結局、警察は彼に「あまり酒を飲み過ぎないように」との注意を与えて帰宅させた。

　彼も、よく考えると上空から変な光が近づいてくるなど現実離ばなれした現げん象しようがあったのを思い出し、あれが実じつ際さいの出で来き事ごとだったと考えるよりは夢と考えた方が辻つじ褄つまが合うと思って大人おとなしく家に帰った。

　その後、彼の体に何らかの不ふ具ぐ合あいが生じる事もなかった。

　再び謎の光に遭そう遇ぐうする事もなく、彼にとってその日の事は、酒の席で笑い話として語られるような、他た愛あいのない失敗談だんとなった。

　翌よく年ねん、彼は就しゆう職しよくと共に引っ越して行き、彼の中ではこの事は忘れ去られていった。




　だが益荒ますら市し警察署しよにとって、話はそれだけでは終わらなかった。

　ラグビー部の彼の報告を皮かわ切きりに、ほとんど一週間おきというペースで類るい似じの事じ例れいが報告されたのだ。

　話は大だい体たい同じパターンである。歩いていると突然眩まばゆい光に包まれてＵＦＯ内へと連れ去られており、そこで拘こう束そくされて持ち物及および全身を徹てつ底てい的に検査をされた後、再び意い識しきを失って気が付くと地上で寝ているというものだ。

　被ひ害がい者しや達は皆、目を醒さますとすぐ警察へ駆かけ込んでくるのだが、持ち物や現げん金きんが奪うばわれたりする事はなく、外がい傷しようなどもない。

　攫さらわれた者に共通する特とく徴ちようはただ一点。体格が良い男性である事。それ以外、年ねん齢れいも職業も交こう友ゆう関係も一いつ切さい関連性せいが無い。

　最初は酔よっぱらいが寝ぼけたのだろうとして適当に処しよ理りしていた警察だったが、報告数すうは日ひ増ましに増えていき、段だん々だんと無む視しするわけには行かなくなってきた。

　もしかしたら宗教団だん体たいのような組織が、何か常じよう人じんには理解不ふ能のうな動どう機きで短たん時間の拉ら致ちを繰り返しているのかもしれない。今は実じつ害がいがないとしても、将来的に何か大きな事件に繫つながる可能性もないわけではない。

　それに、仮に酔っぱらいだとしても、路ろ上じようで寝込む人間が増えるのはそれ自じ体たい問題である。

　取りあえず警察側がわは、警察官かんの夜間巡じゆん回かいを増やすなど一応の対応を取るようになった。また念のため聞き込み調査を行い、誘ゆう拐かい事件のあった当日妖あやしい光を目もく撃げきした者がいないかどうかについても情報を集めた。本当に人ひと一人包つつみ込むような大きさの光が発せられていたのであれば、誘拐された人ひと以外にもきっと目撃者しやがいるはずだからだ。

　その結果、かなりの事じ例れいにおいて、誘拐事件の報告があった同どう日じつ同どう時じ刻こくに、謎なぞの発はつ光こう現げん象しようを目撃した人がいる事が分かった。しかも、その光は音もなく上空に浮かんでおり、しばし停止していたかと思うとどこへともなく飛び去ったという。

　この話が町の人々に伝わった頃から、謎の誘拐事件はＵＦＯによる地球人じんの拉致だと噂うわさされるようになった。

　さすがに警察は表おもてだってＵＦＯの仕し業わざだなどと言う事はしなかったが、夜間に男性が一人で出歩かないよう注意を呼びかけると同時に、深夜のパトロールをこれまで以上に増やした。しかし、謎の光の正しよう体たいは依い然ぜんとして手掛かりすら摑つかめず、誘拐されたと言って駆け込んでくる人の数も減らなかった。




　益荒市で多発するＵＦＯによる誘拐事件は、世せ間けんのＵＦＯマニアの注目を集めた。

　一般に、世間でＵＦＯによる誘拐事件とされるものを詳しく調べても、実際に誘拐されていたというケースはほとんど無い。一番多おおいのは、誘ゆう導どう的な質問による記き憶おくの改かい竄ざんである。アメリカでは「現在の自分が精神的に不安定なのは過去にあった嫌いやな思い出を抑よく圧あつしているせいであり、治すためにはその思い出を甦よみがえらせる必要がある」という精神理り論ろんが一いち時じ期き非常に流りゆう行こうし、患かん者じやの記憶を遡そ行こうするためと称する催さい眠みん誘導がしばしば行われたが、その際カウンセラーが無む意い識しきのうちに患者を誘導するような質問をしてしまい、結果として患者は「抑圧された記憶」ではなく「捏ねつ造ぞうされた記憶」を植え付けられたり自ら作り出してしまうという事じ例れいが多た発はつした。この時とき作られた偽にせの記憶で最も多かったのは「家族による性せい的てき虐ぎやく待たい」で、偽の記憶に基づいて家族を訴そ訟しようするケースが多発して社会問題にまで発展したのだが、それに続いて多かったのがＵＦＯによる誘ゆう拐かいの記憶である。また、ＵＦＯによる誘拐事件の報告者は男性よりも女性がずっと多いが、この偏かたよりはカウンセラーにかかる人が男性よりも女性に多い事と相そう関かん関係にある。

　だが、益荒ますら市しで報告された件では、被ひ害がい者しやは全て健康な男性ばかり。

　しかも、カウンセラーにかかった事のある人物は一人もいなかった。

　また、ＵＦＯに誘拐されたと主張する人の多くが誘拐後ごしばらくしてから「思い出す」という形を取るのに対し、益荒市ではほとんどのケースにおいて、被害者は事件後ごすぐ警察へ直ちよつ行こうしているのである。記憶の改竄が行われた可能性は極めて低い。

　そして何といっても、最初はＵＦＯ疑ぎ惑わくなど存在せず、警察が聞き込み調査をした結果としてＵＦＯに攫さらわれたという疑いが浮ふ上じようしてきたのだ。

　ＵＦＯによる誘拐事件としてここまで信しん憑ぴよう性せいの高い事じ例れいは極めて珍めずらしい。益荒市は、世界でも類るいを見ない信憑性の高い報告例れいの集まる場所としてＵＦＯ研究家かの間で一いち躍やく注目を浴びる事となった。




　益荒市のＵＦＯ事件の噂うわさがオカルト雑誌などに取り上げられるようになった頃ころ、益荒市とＵＦＯを結びつけるもう一つの情報が見つかった。

　自じ衛えい隊たいのレーダーおよび緊きん急きゆう発はつ進しんの記録である。

　日本の領りよう空くうは常に航こう空くう自衛隊の管かん制せい団だんによって監かん視しされており、怪あやしい飛行機などが接近した場合には戦せん闘とう機きが緊急発進して領空に入らないよう警けい告こくを行う。その際、接近してきた機き体たいの映えい像ぞうや航こう跡せきなどは全て記録され、統とう合ごう幕ばく僚りよう監かん部ぶのホームページで誰だれでも閲えつ覧らん可能になっている。一番多いのはロシアからの偵てい察さつ機きで、次が中ちゆう国ごく。東西冷れい戦せんが過去の物となった現在でさえ、毎月十数回という頻ひん度どで日本の領空に接近しており、ロシア機などはまるで挑ちよう発はつするように爆ばく撃げき機きで日本列れつ島とうをぐるりと一周していくような事さえある。そんな状況の中、航空自衛隊は高い士し気きと緊きん張ちよう感かんの下に、二十四時じ間かん三百六十五日にち、一秒たりとも欠かさず日本の空を監かん視しし続けているのである。

　そのレーダーに、ＵＦＯが捉とらえられていたというのだ。

　正しよう体たい不ふ明めいの機き影えいが突とつ如じよとして益荒ますら市し上じよう空くうに出現し、そしてほどなくして消えている。

　移動はあまりしておらず、航こう跡せきはほとんど点。

　そんな現げん象しようが、三年前から断だん続ぞく的に発生しているのである。

　もちろん、軍ぐん事じ用語における「ＵＦＯ」すなわち「Unidentified Flying Object（未み確かく認にん飛ひ行こう物ぶつ体たい）」とはあくまで正体を確かく認にん出来ていない飛行物体全ぜん般ぱんを指すので、国こく籍せき不ふ明めいの偵てい察さつ機きであろうと告こく知ちなしに発はつ射しやされた衛えい星せいや実験用ようミサイルであろうと、正体が判はん明めいしない限りは「未確認飛行物体」すなわちＵＦＯである。件くだんのＵＦＯも当然その類たぐいと考えるのが常じよう識しき的な判はん断だんであり、恐らくは紐ひもの切れたアドバルーンなどがレーダーに捉とらえられただけだろうというのが大おお方かたの見み方かただった。

　だが、この現象が見られるようになった三年前といえばちょうど、最初のＵＦＯによる誘ゆう拐かい事件が報告された時と一いつ致ちする。

　しかも場所も益荒市上空。

　ＵＦＯ研究家か達たちの関心を引かないわけがなかった。

　そして、この未確認飛行物体がレーダーに捉とらえられた日を調べてみると、益荒市上空で謎なぞの光が目もく撃げきされた日とぴったり一致したのである。

　俄が然ぜんＵＦＯ研究家達は盛り上がった。

　超ちよう常じよう現象マニアの間では、益荒市は「自じ衛えい隊たいにもきちんと記録が残っているＵＦＯの出る場所」として注目を集め、オカルト雑誌では「政府は何故なぜＵＦＯの存在を隠かくすのか」といったお決まりの陰いん謀ぼう論ろんが展開された。




　更さらにそれとの関連性せいは不明ながら、深夜の益荒神じん社じやの境けい内だいや宝ほう物もつ館かん周辺に怪あやしい人ひと影かげが徘はい徊かいしている様よう子すが、やはり三年前から時とき折おり目撃されるようになった。

　場所が神社だけに、最初の内はお化ばけや妖よう怪かいの類ではないかと噂うわさされていたが、ＵＦＯの話が広まるにつれて、宇宙人じんではないかという意見が増えてきた。しかも目撃された姿すがたはぴっちりしたスーツの女性という事で、ＵＦＯに拉ら致ちされた人達が見た姿と一致する事から、宇宙人説せつは俄にわかに支し持じを拡大し始めた。

　また、人ひと型がただけでなく、昔の火か星せい人じんの想そう像ぞう図ずのようなタコみたいな姿の目撃例れいまで報告されだした。大きさは肉まんくらいで、その下に無む数すうの細ほそ長ながい触しよく手しゆのような物が生はえていたという。そしてその触手で、宝物館の上に開けられた通つう気き口こうの辺りにへばりついていたというのだ。クラゲか何かを干ほしてたんじゃないかとか、祭さい礼れいの飾りのくす玉だまを見み間ま違ちがえたんじゃないかとかいう人もいるが、神社関係者に聞いたところでは、その種の物を屋おく外がいに保ほ管かんする事はないという話であり、現在に至るまで事の真しん偽ぎは不明のままである。




　そんなこんなで数年に亘わたって益荒市を騒さわがせてきたＵＦＯ騒ぎであったが、さしたる実じつ害がいがなかった事もあり、住民は次し第だいに慣れてきた。その上ここ最近は目もく撃げき例れいも攫さらわれたという人もめっきり減ってきて、何も正しよう体たいの分からないままにＵＦＯ騒そう動どうは過去の話となりつつあった。今でも騒さわいでいるのはあくまでごく一部のＵＦＯマニアだけであり、しかもその大たい半はんは町の住民ではなく外部の人間。市民達たちの間では、ＵＦＯの話は半なかば忘れられた事件となっていた。

　ところが、そのＵＦＯが再び町の注目を集め出した。

　きっかけはつい先日。自じ衛えい隊たいまで出しゆつ動どうし、町存そん亡ぼうの危き機きまで追い詰められた一連の猿さる神がみ騒そう動どうである。

　益荒ますら神じん社じやの託たく宣せんを受けて、選ばれた若者が益荒大だい明みよう神じんまっする様の使い「鼠ねず人びと」となって、人ひと身み御ご供くうの身み代がわりに猿神の元へ乗り込み、戦せん車しやでも勝てなかった猿神をたった一人で見事退たい治じしたという話は、益荒市し民みんであれば知らぬ者はない。

　その猿神退治のあった晩、益荒神社の上じよう空くうに、ここ最近姿すがたを見せていなかった例の光り輝く飛ひ行こう物体が現れたというのである。

　更さらに、退たい治じされた猿神の巨きよ体たいがどこにも見当たらなかった事から、ＵＦＯが回かい収しゆうしていったのではないかとか、猿神の正しよう体たいは宇宙人じんだったのだとか、むしろ逆に猿神を退治したまっする様の使し者しやが宇宙人だったとか、果ては益荒神社の祀まつられているまっする様の正体こそが宇宙人で、神社で目撃された怪あやしい生き物こそがまっする様なのだとか、その技術力りよくによって改かい造ぞう人間にされたのがまっする様の使い「鼠人」なのだというようなものまで、様々な噂うわさが語られ出す始し末まつ。

　だがもちろん、宇宙人やＵＦＯがこの町に潜せん伏ぷくしているなどという荒こう唐とう無む稽けいな話を本気で信じているような住民は、この時点ではまだ誰だれもいなかった。

　益荒市民達たちはただ、猿神がようやく退治された解放感かんと興こう奮ふんから、あくまでも他た愛あいのないお喋しやべりの話題としてのＵＦＯ話に熱中していただけであり、ＵＦＯ研究家達はオカルト雑誌に載のせるために売れそうな記事を書いていただけだった。

　町を荒らした猿神や、それを倒した神の使いの鼠人といった超ちよう常じよう的てき存在を目まの当たりにした後でさえ、人々はなおも「宇宙人など地球に来ているわけがない」と平和に思い込み続けていた。
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　日曜日。午前九時。

　益荒ますら神じん社じやに坐まします益荒大だい明みよう神じんまっする様の使い、「鼠ねず人びと」となって、町を支配していた猿さる神がみを見事退たい治じした英えい雄ゆう・阿あ久く富とみ雄おは、うんざりした表情を浮かべながら駅前のベンチに腰こし掛かけていた。

　富雄の隣となりには、見た目め十歳さいくらいの小さな女の子。外がい見けんこそ子供のようだが、益荒山さんの祠ほこらで千年もの間まっする様さまに仕つかえてきた不ふ老ろう不ふ死しの生き神、艶あで乃の姫ひめである。全身を覆おおい尽くすようなだぶだぶのコートを着て目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶり、更さらにはマスクをしてサングラスまでかけている。これは俗ぞく世せの塵ちりや穢けがれから身を守るためと、生き神の正しよう体たいを迂う闊かつに人ひと目めにさらすわけにはいかないためである。神に仕える彼女は常に自らを清せい浄じように保たねばならず、本来ならば清きよめられた自分の住まいの外に出る事はほとんどない。外に出る時は細さい心しんの注意が必要なのだ。

　そこまでして艶乃姫が外に出ているのは何故なぜか。

　それは、富雄とデートに出かけるためである。

　まっする様の「鼠人」として見み事ごと猿神を退治した御ご褒ほう美びだ。

　富雄は猿神退治を引き受けるにあたって、まっする様とある約束を交わした。それは、猿神を退治した暁あかつきには、褒美として神社の巫女みこさんの誰だれかとデートさせろというものである。そして、頑がん張ばった富雄に是ぜ非ひとも何か褒美をくれてやらねばと思っていた艶乃姫はそれを聞くや否いなや、「富雄への褒美という事ならば是非自分がその役を」と自ら名乗り出たのである。

　艶乃姫は生き神であると同時にまっする様に直じかに仕える事の出来る唯ゆい一いつの巫女である。そして益荒神社の巫女であるという事は、デートの相手としての条件を満たしているという事。それならば他の巫女を宛あてがって済ませるのではなく、主あるじたる自分が直じき々じきに富雄の相手をして喜ばせてやろうと思ったのだ。艶乃姫としては、破は格かくの大サービスのつもりである。

　しかし、富雄が巫女さんとのデートを条件にしたのは、益荒神社の巫女さん達がみんな可愛かわいくておっぱいが大きかったからだ。この可愛くておっぱいの大きな巫女さん達の誰かとデート出来るなら命を懸かける価か値ちは充分あると思ったからこそ、富雄も猿神と戦う決心をしたのだ。そして、猿神を倒せば褒美として必ず巫女さんとデートさせてくれるとまっする様が請うけ負ったからこそ、富雄は鼠人となったのだ。

　だが、艶乃姫は子供の頃に不老不死となって以来一いつ切さい成長しておらず、見た目も中なか身みもガキのまま。もちろんおっぱいもぺったんこ。そんな艶乃姫と出かけたところで、そんなものデートではなくてただの子こ守もりである。命いのち懸がけで猿神と戦った褒美がこれでは、富雄としては騙だまされたも同どう然ぜんだ。

　そんなわけで富雄は朝っぱらからうんざりと不ふ機き嫌げんそうな顔をしているのである。

　一方、千年間かんずっと岩いわ屋やに閉じこもりっぱなしだった艶乃姫にとって、現代の町の様よう子すはどれも初めて見るものばかり。頰ほおを上じよう気きさせながら物もの珍めずらしげにキョロキョロとあちこちを眺ながめては、興こう奮ふんして富雄の袖そでを引っ張る。

「富とみ雄お。さっきから車しや輪りんが四つ付いておる乗り物がたくさん走っておるが、あれは何じゃ」

「何って車だよ」

「車しや輪りんが付いておるのじゃから車なのは分かるが、見たところ牛が牽ひいておるわけでもなければ、人が牽いておるわけでもない様よう子す。あれはどうやって走っておるのじゃ」

「どうって、ガソリンで動いてるんだよ」

「がそりん？　何じゃそれは？」

「燃料だよ。油の一種だ。それを燃やして動かしてるんだ」

「油を燃やして動かす……？　よう分からぬが、西せい欧おうの蒸じよう気き機き関かんと申もうすからくりか？　あれは石の炭すみを燃やすんじゃったかの？」

「まあ、大体似にたようなもんだ」

　適当にうなずく富雄。ガソリンエンジンは内ない燃ねん機関であり、外がい燃ねん機関である蒸気機関とはちょっと仕組みが違うのだが、富雄もちゃんと説明出来るほど詳しい事を知っているわけではないのでいい加か減げんに答えておく。

　一方の艶あで乃の姫ひめも、正しい答えかどうか判はん別べつ出来る知識があるわけでもないので、富雄の答えに満足そうにうなずいた。

「ほほう。あれが蒸気機関車か。黒くろ金がねで出来た体で真まっ黒くろな煙を吐き、怪かい物ぶつのような声で吼ほえる荒々しき乗り物と聞いておったが、意い外がいに大人おとなしいものじゃの」

　大きなサングラスの奥で好こう奇き心しんに満ちた目をキラキラさせながら、ロータリーを行き交う自動車を食い入るように見つめる艶乃姫。

「しかし滑なめらかに動くものじゃの。からくりで動かしておるとは思えぬの。巧たくみに拵こしらえたるものじゃの。いかな乗り心地ごこちであろうかの」

　そう言って、ロータリーで乗客待まちをしているタクシーを指さす。

「どうじゃ富雄。あの者どもに言うて、ちと借りて参まいらんか」

「我が慢まんしろ。遊ゆう園えん地ちに行ったらもっと面白いモンに乗れるから」

　富雄は素そっ気けなく却きやつ下かすると、人ひと待まち顔で携けい帯たい電話の画面を見た。

「遅せーなアイツら……」

　そこへ、富雄と同い年くらいと見られる高校生男だん子しが三人、富雄達たちのベンチに向けて歩いてきた。

「よう、富雄」

　真まん中なかの、一番背せの高いニキビ面づらが声を掛けてくる。

　富雄は顔を上げると携帯を仕し舞まって立ち上がった。

「おう、お前ら。遅かったじゃねえか。何してたんだよ」

　いつも放課後ご一いつ緒しよにつるんでいる、学校の友人達である。

「何してたって、寝てたに決まってるだろう。折せつ角かくの休日の朝だっていうのにいきなり呼び出しやがって」

　不快そうに答えたのは、カツラを被かぶったような坊ぼつちゃん刈がりに眼鏡めがねを掛けた秀しゆう才さい風ふう。

　もじゃもじゃの天てん然ねんパーマが楽しげな声で続けた。

「でも、可愛かわいい子と一いつ緒しよに遊びに行くと聞いちゃ、寝てるわけにはいかないからな」

「で、どこにいるんだ？　その可愛い子ってのは」

　ニキビ面づらがキョロキョロと周囲を見回しながら急せかすように尋たずねる。

　三人を呼んだのは富とみ雄お。

　可愛い子を紹しよう介かいするからと言って、誘い出したのである。

　御ご褒ほう美びのはずのデートがただの子こ守もりに変えられた上、艶あで乃の姫ひめは現代の金を持っていないので遊ぶ金も飯めし代だいも全ぜん部ぶ富雄が奢おごらなければならない。いくら何でもそれではあんまりなので、友人達を呼んで艶乃姫の分は割わり勘かんにしてやろうという計画だ。

　その時、艶乃姫が富雄を見上げて尋たずねた。

「富雄。何じゃ、こやつらは？」

「俺おれの友達だよ。コイツらも一緒に連れていこうかと思ってな」

　艶乃姫に友人達を紹介しようとする富雄。

　だが友人達は、その様よう子すに気付いて怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「ちょっと待て富雄。何だその子供は？」

「俺は確か、凄すごく可愛い子を連れてくるからって聞いたんだが？」

「見たところその子こ以外の連れはいないようだけど、どういう事なんだ？」

　疑わしそうな視線で問い詰めてくる三人。

　富雄は一いつ瞬しゆんたじろいだ。

　しかし、ここで怯ひるむわけにはいかない。

　巨きよ大だいな猿さる神がみ相手にたった一人で立ち向かった勇ゆう敢かんなる英えい雄ゆう・富雄ではあるが、しかし今日きようの彼には友の助けが必要なのだ。

　デートと言えば遊ゆう園えん地ちか映画かショッピング辺りが定てい番ばんだが、映画だと艶乃姫が驚いて場内で騒さわぎそうだから却きやつ下か。またショッピングだと、艶乃姫は金を持っていないので、富雄が買ってやるしかなくなるので論ろん外がい。その点、遊園地なら騒いでも映画館ほどには迷めい惑わくじゃないし、富雄の親がたまたま近ちか場ばの遊園地の入場チケットをもらっていた事もあって、多た少しよう安く上がる。そんなわけで今日の子守りデートは遊園地に決めてある。

　ただし、チケットがあるから入場料はかからないとはいえ、乗り物に乗る時は別べつ料金だ。フリーパス券を買うと一枚三千円。富雄一人ひとりで艶乃姫の分も買えば二枚で合計六千円もの出しゆつ費ぴになってしまう。貧びん乏ぼう高校生の富雄にとってこれは余りにも大きすぎる金額だ。

　そこで友人達の出で番ばんである。

　艶乃姫の分だけでも友人達と四人で割る事が出来れば、一人当たり七五〇円となり、自分の分と合わせても三七五〇円に抑えられる。食事代だって、艶あで乃の姫ひめの分だけでも四人で割れたら相そう当とうに負ふ担たんは軽くなるのである。

　それが友人達を呼びつけた理由。

　何としてもこの三人には一いつ緒しよに来て貰もらう必要がある。

　ここでおめおめと帰らせるわけにはいかないのだ。

　富とみ雄おは肚はらを決めると、さっと艶乃姫の被かぶっていた帽ぼう子しとマスクとサングラスを取り払った。

　そして居い丈たけ高だかな調子で艶乃姫を三人に紹しよう介かいする。

「紹介しよう。これが本ほん日じつの俺おれたちのゲスト、艶乃姫様さまだ！　頭ずが高い！　ひれ伏ふせ下げ郎ろう共ども！」

「は……？」

　ぽかーんと固まる友人三人。

　艶乃姫もわけが分からずきょとんとして固まる。

　しばし、薄ら寒い沈ちん黙もくの時間が流れた。

　ややあって、友人三人は同時にキレた。

「ちょっと待て富雄！」

「話が違うだろ！」

「可愛かわいい子が来るからって聞いてたのにどういうことだよ!?」

　富雄も開き直って言い返す。

「コイツだって見た目はちゃんと可愛いだろうが！　よく見ろ！　外がい見けんだけなら日本中、いや世界中のどの小学生よりも可愛いという自信がある！」

　ガッと艶乃姫の両肩かたを摑つかんで、ぐいっと前へ押し出す富雄。

　しかし友人達はそんな事では騙だまされない。

「うちの子が一いち番ばん可愛いって、親おや馬ば鹿かかお前は！」

「確かに可愛いけど違うだろ？　俺たちに必要なのはそういう可愛さじゃないだろ？　十代の俺たちが父ふ性せいをくすぐられても意味ないだろ？」

「今の俺たちが必要としてるのは、持て余し気ぎ味みの若いエネルギーという名の性せい欲よくをしっかり受け止めてくれる豊ほう満まんな胸なんだよ！　こんな真まっ平たいらな胸じゃ何も受け止められやしないって事は富雄！　誰だれよりもお前が一番分かってるはずじゃないか！」

「ぐ……っ！」

　友人達の正せい論ろんを前に、さすがに押し黙だまる富雄。

　三人はさっさと富雄に背を向ける。

「……悪いが帰らせて貰もらおう」

「朝っぱらから時間を無む駄だに使っちまったな」

「もう一ひと眠ねむりするか」
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　だが、富とみ雄おとて必ひつ死しである。

　彼らに帰られたら、ガキの子こ守もりなんかのために一ヶ月の小こ遣づかいのほとんどが吹っ飛ぶのだ。

　ここで引き下がるわけにはいかないと、必死で食い下がる。

「まっ、待てよお前ら！」

「何だ富雄」

「まだ何か言いたい事でもあるのか？」

「言ってみろ。友の情なさけだ。聞くだけは聞いてやる」

　立ち止まって振り返ると、冷たい視線を容よう赦しやなく突き刺さしてくる三人。その目は最も早はや友人に向けられるものではなく、裏切り者を見る目、冷たい目だ。

　その視線に富雄は一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、意を決すると拳こぶしを握って一歩踏ふみ出した。

「がっ……ガキをだしにして女の子に声かけるって手もあるじゃないかっっ！」

「………っ!!」

　三人は富雄の言葉にハッとした。

「そっ、そんな手が……！」

　戸と惑まどったようなニキビ面づら。

「まさか……！　いや、だが確かに……！」

　青ざめながらうつむき加か減げんで眼鏡めがねを押さえるヅラ眼鏡。

「あ、有り得なくはない……！　というよりもむしろ……！」

　わなわなと拳こぶしを震わせる天パ。

　動どう揺ようしている。

　今がチャンス。

　富とみ雄おはここぞとばかりに攻こう勢せいに出た。

「性せい欲よく剝むき出しのムサくて若い男が集まって女の子に声かけたって警けい戒かいされ避けられるだけだが、小さい子を連れている事によって相手の目には『男』ではなく『保ほ護ご者しや』と映る！　これによってファーストコンタクト時に最大の障しよう害がいとなる『警戒感かん』を一気に削けずる事が出来るのだ！　更さらには予測の付かない子供の行動が必ず会話の糸いと口ぐちを発生させ、自然な形で打ち解とける事が可能になる！　それが、今回俺がお前達に提てい示じする新時代のコンセプト！　『送り狼おおかみ』ならぬ『子こ連づれ狼』作戦だ！　女なんてのは動物か子供で母ぼ性せい本ほん能のうをくすぐってやりゃ、簡単に油ゆ断だんして打ち解ける隙すきを……」

　富雄の必ひつ死しの演えん説ぜつに、三人の目の色が変わった。

　裏切り者に向けられた冷たい眼まな差ざしがみるみる熱を帯びて、崇すう拝はいする指し導どう者を見る目つきになっていく。

　いける！

　この感じなら！

　富雄がそう確かく信しんしたその時。

　艶あで乃の姫ひめが富雄の服をくいくいと引っ張った。

「これ富雄。『でえと』と申もうすは二人切りで遊ぶのではなかったのか？　この者らがおっては『でえと』にならぬではないか」

「へ……？」

　予よ期きせぬ方向からいきなり水を差されて、目をぱちくりさせながら艶乃姫を見る富雄。

　一方、友人達はポカンとして富雄と艶乃姫を見み比くらべた。

「でえと……？」

　続いて互いに顔を見合わせてから、やがておもむろに大だい爆ばく笑しよう。

「だっはっは！　そうか！　お前ら、これからデートだったのか！　邪じや魔まして悪かったな！」

「二人きりじゃ緊きん張ちようするからって俺おれたちを呼んだのか？　情なさけないぞ富雄！」

「まあ、お似に合あいのカップルだよ。それじゃ邪魔者ものは退たい散さんするとするか」

　デートというのを自分達が帰る口こう実じつにして、さっさと踵きびすを返す三人。

　不ふ意いを突かれて調子の狂った富雄は引き留める言葉が咄とつ嗟さに浮かばず、歯は軋ぎしりしながらその背中を見つめるだけ。

　ニキビ面づらがふと何か思い出したように足を止めて振り返った。

「……富雄。他人の趣しゆ味みにとやかく口を出すつもりはないが、一ひと言ことだけ言っておく」

　ヅラ眼鏡めがねと天パも足を止めて富とみ雄おを見る。

「な、なんだよ……」

　いつになく真ま面じ目めな顔の三人にちょっと戸と惑まどう富雄。

「……ロリコンでもいい。だがお前も男なら」

　ニキビ面はピタリと富雄に指を突きつけた。

「おっぱいにだけは背を向けるな」

　富雄は思わずギリッと歯は軋ぎしりする。

「そっ、そんな事、テメエに言われなくたってなぁ……！」

「それだけだ。じゃあな」

　富雄の言葉を遮さえぎるように、ニキビ面は背を向けて手を振った。

　残る二人も後に続く。

　そのまま帰っていく三人。

「………！」

　富雄は拳こぶしを小さく震わせながら、黙だまってその背中を見み送おくるしかなかった。

　艶あで乃の姫ひめはそんな富雄の友人達には興きよう味みなさそうに、走ってきたオートバイを指さしながら、

「おお！　またしても面めん妖ような物が走って来おったぞ！　あれは何じゃ!?」

　と無む邪じや気きに富雄の袖そでを引っ張るのだった。




　その一部始し終じゆうを密ひそかに見つめている者がいた。

「……お友達は来ないみたいね。そのほうが好こう都つ合ごうだわ」

　駅えき舎しやの壁に身を隠かくしながら、小さく安あん堵どするとニヤリと笑う。

　目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しとサングラス、そしてマスク。顔は分からない。ただ、そのほっそりとした腰つきと豊ほう満まんな胸によって、性せい別べつが女性であるらしい事だけは窺うかがい知れる。

「それにしてもまさか、まっする様さまの使いになっても普ふ段だんはあんな貧ひん弱じやくなボウヤのままだなんて……。これまでずっと体格のいい人ばかり狙ねらってたけど、とんだ見けん当とう外はずれだったわね……」

　サングラスの奥で目だけを横に動かして富雄をじっと見つめながら、自じ嘲ちよう気ぎ味みの苦く笑しようを漏もらした。

　やがて富雄と艶乃姫が向かってくると、壁のポスターを見ているふりをしてやり過ごし、二人が切きつ符ぷを買って改かい札さつ口ぐちへ向かうのをこっそりとつけた。富雄も艶乃姫も、自分達をつけてくる者の存在には全く気付かなかった。
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　富とみ雄おは券けん売ばい機きで切きつ符ぷを買うと、子供用の切符を艶あで乃の姫ひめに渡して言い聞かせた。

「いいか？　これが切符だ。コイツがないと、あの入り口の中には入れない。反対に、出る時もこれがないと出られない。絶対になくすなよ？」

「うむ。要するに通つう行こう手て形がたじゃな」

　物もの珍めずらしげにしげしげと切符を眺ながめる艶乃姫。

「んじゃ行くぞ。これをここに入れると、あの通行止どめしてるのが開くからな」

　そう言って自動改かい札さつ機きの切符投とう入にゆう口ぐちへ切符を入れる富雄。そのまま通り抜けて艶乃姫を待つ。

「ほほう。あの中に人にん夫ぷでも入っておるのかの。狭いところに入って大変じゃの」

　艶乃姫は富雄が改札を通り抜ける様よう子すを見ながらふむふむとうなずく。

　そして、自分も真似まねをすべく改札機に近づいた。

「これ、中の者。今から通行札ふだを見せる故ゆえ、門を開けてたもれ」

　そう声を掛けると、見よう見まねで投入口に切符を差し入れる。

　その瞬しゆん間かん、するっと中へ吸い込まれる切符。

「あなや！」

　艶乃姫はビックリすると、血けつ相そうを変えて自じ動どう改札機を叩たたいた。

「なっ、何をしやる無ぶ礼れい者もの！　返さぬか！　それがなければ入った後あと二度と出られぬのじゃぞ！　絶対になくしてはならぬと富雄が申もうしておったに！　返してたもれ！」

　そして泣きそうな顔で、改札の向こうにいる富雄を見る。

「富雄……切符が……」

　富雄はやれやれと溜ため息をついた。そして艶乃姫に向かって手て招まねきをする。

「アホ。こっちだ。お前の切符はちゃんとこっちに出てきてるから」

「んん……？」

　艶乃姫はきょとんとした顔で首を傾かしげると、富雄の所までとことこと歩いていく。そして、富雄の指さす先を見た。

「これは……？」

　切符が顔を出している。

　抜いてみると、間違いなくさっき自分が入れた切符。

　ホッとして笑顔を浮かべる艶乃姫。

「おお！　なるほど、門のあちらで受け取ってこちらで返すという事か！　それならそうと、中の者も説明すれば良いものを。黙だまって引き込む故ゆえ、少し慌あわててしもうたわ」

「中の人なんかいねーよ」

「何と？　ではどうやってあちらで引き込んだ切符をこちらから出しておるのじゃ？」

「どうやってって、そりゃ……要ようするにアレだ。機き械かいだよ。自動的にそういうふうになる仕組みになってんだ」

　よく考えたら自動改かい札さつ機きのメカニズムなど何も知らない事に気付いて、適当に誤ご魔ま化かす富とみ雄お。

「ほほう。ここに札を差し込むと自動的に反対側に出るからくりと申もうすか」

　艶あで乃の姫ひめは感かん心しんしたようにうなずくと、手に持った切きつ符ぷを再び自動改札機に入れた。

　しかし、その瞬しゆん間かんに出口側がわがばたんと塞ふさがれて、エラーを告げるランプと警けい告こく音おんが鳴った。そして「係員のいる改札をお通り下さい」という案内の音おん声せい。

「な、何じゃ……？　何事じゃ……？」

　突とつ然ぜんの事じ態たいに、おろおろとうろたえる艶乃姫。

　慌あわてて富雄が駆かけ寄ると、切符を抜いて艶乃姫を連れ戻した。

「自動改札は入ったのと同じ駅で出ようとしたらエラーになるんだよ。出たかったら駅員さんのいるとこ通るんだ。っつーか何で入ったばっかりでいきなり出ようとするんだお前は」

「いやの、ちょっとの、からくりで自動的に反対側へ出ると申すで、試してみようかと思うただけで、出ようとしたわけではないのじゃがの……」

　それを聞いて、はぁ～っと溜ため息を漏もらす富雄。

「まあとにかく、他の人の迷めい惑わくになるからおかしな事すんなよ」

「機き械かいが自動でやるのであれば人に迷惑はかけぬであろうと思うたのじゃ……」

　決まり悪そうにうつむいて口を尖とがらせる。

「分かった分かった。とにかく、ぐずぐずしてないで行くぞ」

　富雄は艶乃姫の手を引っ張ると、ホームへ降りるエスカレーターへと連れていく。

　ところがそこで再び驚いた声を上げて富雄に縋すがり付く艶乃姫。

「何じゃ？　階段が動いておる！　こは何ぞ？」

「階段上り下りすんのって面めん倒どうだろ？　でも階段が動いてくれたら立ってるだけで上り下り出来るだろ？　そう考えて作った機械だよ」

「また機械か。しかしこれは動かすだけでも一ひと苦労じゃの。何人くらいで動かしておるのじゃ？」

　艶乃姫は結けつ構こう長いエスカレーターを見下ろしながら、呆あきれたように呟つぶやく。

「何でお前は何でもかんでも人じん力りきだと思うんだ……」

「人力ではないのか……？」

　不ふ思し議ぎそうに富雄を見上げる艶乃姫。

　そして、何か閃ひらめいたようにポンと手を打った。

「分かった！　さては水すい車しやであろう！　大きな水車はなかなかに力強きもので、工く夫ふう次し第だいでは脱だつ穀こくやら粉を挽ひくのやらに使う事も出来ると聞くぞ！」

　そう言って、怖おず怖おずとエスカレーターに乗る。

「おお！　手すりも動くんじゃの！　これは面白きものじゃの！　歩かずとも勝かつ手てに下って行きおるぞ！」

　手すりから身を乗り出してはしゃいだ声を上げる艶乃姫。

「こら！　危ねーから普通に乗れって！　落っこちるぞ」

　富とみ雄おが慌あわてて駆かけ下りたが、それを見た艶あで乃の姫ひめは手すりから下りると、エスカレーターの動きに逆らって富雄のほうに向かって上りだした。

「おお！　下る速さと上る速さが同じ故ゆえ、上っても上っても同じ所に留まったままじゃ！　見よや富雄！　ほれ！　分かるか！　儂わしのおる高さが変わっておらぬぞ！」

　艶乃姫は頰ほおを赤く上じよう気きさせながら興こう奮ふんして富雄に語りかける。

　富雄は艶乃姫のいる場所まで辿たどり着くと、その小さな体をひょいと抱き上げた。

「お？」

　急に抱き上げられてきょとんとする艶乃姫。

「下りる人の邪じや魔まになるからそういう事はすんなって。な？」

「ん……左さ様ようか」

　本当はもっとエスカレーターで遊びたかった艶乃姫だが、何だか富雄がちょっと怒ってるっぽい気け配はいを察さつして、大人おとなしく抱きかかえられたまま下まで降りた。

　ホームのベンチに腰こし掛かけて電車を待つ間もずっと未み練れんがましくそわそわとエスカレーターを見る艶乃姫。

　その時、艶乃姫の耳に何かが近づいてくる音が聞こえた。

　そしてホームに響ひびく「電車が参まいります。白はく線せんの内側へお下がり下さい」というアナウンス。

「な、何事じゃ……!?」

　近づいてくる地じ響ひびきに思わず富雄の腕に縋すがると、富雄は艶乃姫を見下ろして立ち上がった。

「来たぞ」

「だから、何が来たのじゃ」

「電車だよ」

「でんしゃ……？」

　そう尋たずねる艶乃姫の目の前に、十二両りよう編へん成せいの電車が走り込んできた。キィーッと大だい質しつ量りようの金属が擦こすれるブレーキ音を立てながら停車する。

　啞あ然ぜんとしてそれを見つめる艶乃姫。

「いっ、家が……！　長なが屋やが走って来おった……！」

　一両当たり長さおよそ二十メートル、高さと奥行きはおよそ三メートル。これだけでも立りつ派ぱに長屋として数すう世せ帯たいが暮らせるサイズである。それがホームの端はしまで見渡す限り長々と龍りゆうの如ごとくに連なったものが、動いて、走って、目の前に止まったのだ。信じがたい光こう景けいである。

「こ、これは夢か……？　一体どうやってこのような物を動かして……」

「驚いてないで乗るぞ。ほら、ちゃんと立て」

　富雄に促うながされて艶乃姫は震える足でベンチから立ち上がると、怖おず怖おずと電車に近づいた。

　プシューッと音がして、ドアが自動的に開く。

「あなやっ!?」

　ビクッとして富とみ雄おにしがみつく艶あで乃の姫ひめ。

「嚙かみつきゃしねえよ。大だい丈じよう夫ぶだから怖こわがんな。ほれ」

　富雄は呆あきれ顔で艶乃姫を車両へと押しやる。

　艶乃姫はこわごわ入り口に近づくと、靴くつを脱いで中へ上がった。

「おい！　何で靴脱ぬいでんだ！」

　富雄が慌あわてて靴を拾い上げると艶乃姫を追いかけて車内に乗り込む。

「んん？　室内へ上がる際に履はき物を脱ぐは当とう然ぜんであろう……？」

　不ふ思し議ぎそうに振り返る艶乃姫。

「室内じゃねえよ。電車だっつったろ。靴脱いで乗ったら靴だけホームに置いてかれるぞ」

「だからそのでんしゃとは一いつ体たい何なのかとさっきも尋たずねたに、そちが答えんのではないか」

　そう言って、むぅっと口を尖とがらせる。

　その時、ピリリリリ……と笛ふえの音がして、ドアが閉じた。

　艶乃姫はハッとして振り返る。

「あなや！　戸が閉まりおったぞ！」

　思わずドアに縋すがり付く。

「富雄！　何とか致せ！　閉じこめられた！」

「落ち着け。閉まって当然だ。走る時にドアが開いたままだと危ないだろ」

「走る……？」

　目をぱちくりさせる艶乃姫。

　そう言えばさっきもこの「でんしゃ」とやらはどこかから走ってきたが……。

　富雄に連れられて座席に腰を下ろしながらそんな事を思った時、ゴトンと音がして車内が揺れた。

「お……？」

　思わず辺りを見回す艶乃姫。

「ほら、動き出したぞ」

　富雄がそう言って窓の外を見る。

　それに釣つられて艶乃姫も顔を上げると、ゆっくりと景け色しきが動きだした。

「おお……？」

　思わずドアのガラスにへばりついて、外の景色に釘くぎ付づけになる艶乃姫。

　その間にもガタンゴトンという音の間かん隔かくが短くなっていき、それに連れて景色の流れる速さがだんだんと増して来る。

「おおお……！」

　艶乃姫の目が驚きに見開かれ、顔中にぱあっと興こう奮ふんが広がった。

　何という速さ。

　この巨きよ大だいな長なが屋やのような物が、早はや馬うま以上の勢いで走っている。

　しかも、それにもかかわらず、揺れの小さい事。

　室内に設けられた腰こし掛かけに座っていれば、何かに摑つかまらずとも全ぜん然ぜん平へい気き。こんなに速いのに、籠かごや輿こしや牛ぎつ車しやより遥かに乗り心地ごこちが良いのだ。信じられない。まるで魔ま法ほうか何かのようである。

　上じよう気きした顔で、隣となりに座った富とみ雄おを見上げる艶あで乃の姫ひめ。

「富雄！　先せん刻こくその方、もっと面白き物に乗せると豪ごう語ごしておったが、確かにこれは凄すごいものじゃの！　まさか此これ程ほどの物を用意しておったとは思いもせなんだわ！　見事じゃ！　褒ほめて遣つかわすぞ！」

　思わず小さい拳こぶしをギュッと握りしめながら、艶乃姫は輝かんばかりの笑顔を弾はじけさせた。

「えっ？」

　富雄は驚いたように目をぱちくりさせて、しばし艶乃姫の顔を見る。

　そのまま何か考え込む事こと数秒。

　富雄は不ふ意いにニヤリと得とく意い気げな表情を浮かべると、腕を組んだ。

「ま、まあな。すげえだろ！　俺おれはやる時ゃやる男だからな！」

「うむ！　まっことこれは天晴あつぱれじゃ！」

　艶乃姫は目を輝かせながら窓の外の流れる景け色しきをじっと見つめる。

　富雄はそんな艶乃姫を眺ながめながら、この分だと遊ゆう園えん地ちなんか行かなくても電車に乗って帰るだけで誤ご魔ま化かせそうだと、満足げに微笑ほほえむのだった。




　三十分後。

　益荒ますら駅えき前の商店街にあるベンチ。

　富雄と艶乃姫は、和わ菓が子し屋やで買ってきた袋ふくろを脇わきに置くと並んで腰掛けた。

「いやはや、今日きようは凄いものに乗ったものよ。こればっかりは、実物を見ぬ事には、人に話しても信じまいて。千せん年ねん生きてきたこの儂わしじゃが、さすがに此程の物は初めてじゃ。いや参まいった」

　艶乃姫が、未いまだに興こう奮ふん醒さめやらぬ状態で言う。

「はっはっは。そうだろうそうだろう」

　話を合わせて得意そうにうなずく富雄。

　時間はまだお昼前。

　艶乃姫が電車を遊園地のアトラクションか何かと勘かん違ちがいしたらしいのをいい事に、そのまま電車に乗って行って帰ってきただけで切り上げたのである。結けつ局きよく遊園地には行かずじまい。出しゆつ費ぴも電車の運うん賃ちんだけと予想外がいに安く済んで、上じよう機き嫌げんの富雄である。

「んじゃ、乗り物に乗って遊んだし、後はこれ食ったら帰るか」

　一個六十円の草くさ餅もちが二個入はいったプラスチックの容よう器きを開ける富雄。

「うむ。この間のおはぎは大たい層そう美味うまかったが、これはどんなものかの」

　艶あで乃の姫ひめも楽しみな様よう子すでそう言うと、やおらポケットから袋ふくろ入いりの塩を取りだした。そして草くさ餅もちに向かって一ひと摑つかみぶっかける。

「………？」

　びっくりして見ている富とみ雄おの目の前で、艶乃姫は塩まみれになった草餅にぱくりとかぶりついた。

　そして泣きそうな顔。

「……しょっぱい」

「当たり前だ！」

　思わず富雄はツッコんだ。

「塩なんかぶっかけたらしょっぱいに決まってんじゃねーか。何なに考えてんだお前は」

　艶乃姫は口を尖とがらせて言い返す。

「しかし、ちゃんと清きよめてからでなければ食えぬであろうが」

「別に清めなくたって汚きたなくねえよ。店のおばちゃん汚お物ぶつ扱いかお前は」

「そうではのうて、どれだけ清せい潔けつにしていようとも、外がい界かいの物である以上は俗ぞく世せの穢けがれを帯びておるであろうが。神に仕つかえる身としては、そういった穢れは極きよく力りよく避けねばならぬ」

「外の穢れなんか、家に帰ってからひとっ風ぷ呂ろ浴びて洗い流しゃいいじゃねーか。どっちみち家の外に出た時点で穢れは付いちまうんだろ？」

「体に付いた穢れは洗い流せば祓はらえるが、食してしまえば腹の中まで穢れが入ってしまうであろうが。湯ゆ浴あみをしても腹の中までは清められぬ。そうすると、丸まる一日はまっする様さまにご奉ほう仕し出来ぬようになってしまうのじゃ。そちはまっする様に直接お供そなえ物をしたり幣帛みてぐらを扱ったりする事はないから構わぬが、この儂わしはそうはいかん」

　神様というのは「清い」状態である事が大切らしく、まっする様さまも艶乃姫も神しん経けい質しつなまでにこだわるのだ。しかもその清さというのは世せ間けん一般の清潔とか無む菌きん状態というのとは重なるようでいて微び妙みように違っていたりして、富雄にはイマイチよく分からない基準である。

「じゃあ、外で物は食えねえって事か？　それなら最初っから言っとけよ……」

　呆あきれ顔の富雄。

　艶乃姫は口を尖らせたまま言う。

「そちが無む造ぞう作さに包みを開けるからいかんのじゃ。包みの上から清めてしまえば餅に塩が付く事もなかったであろうに」

「分かった。じゃあちょっと待ってろ。ったくしょうがねえ」

　席を立つと、改めて一個ずつ包ほう装そうしてある大だい福ふくを二個ほど買って戻る。予定より遥かに出しゆつ費ぴが抑えられたので、これくらいは買ってやっても余よ裕ゆうである。

「ほれ」

　テーブルの上に放り出すと、さっきまで口を尖とがらせていた艶あで乃の姫ひめはパッと目を輝かせた。

「おお！　新たに買い直してきおったか！　何もそこまでせんでも良かったものを！」

「そこまでって言う程ほどの値ね段だんでもねえから気にすんな」

「左さ様ようか。一いち文もんも出せば買えるかの」

「一個八十円だ」

「ほほう？　円と申もうすは確かそれまで両りようと呼んでおったのを明めい治じのご一いつ新しんで改めたのじゃったか……するとこの大だい福ふくは……」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいてから、艶乃姫は真まっ青さおになって目を剝むいた。

「はっ……八十両……!?」

　江え戸ど時代にも相そう場ばの変へん動どうはあるので一いち概がいには言えないが、十両あれば最低でも人ひと一人が一年暮らせる額。十両盗ぬすめば打うち首くびになるというくらいの大たい金きんである。

　この大福一つでその八倍の値段。

　しかも二つあるから、更さらに倍ばい。

　滅め茶ちや苦く茶ちやな金の使い方である。

　艶乃姫は余りの金額に青ざめながら言った。

「……富とみ雄およ。以前にも申したが、そちが精せい一いつ杯ぱい儂わしをもてなそうというその気持ちは、よう分かっておる。儂にはその真ま心ごころだけで充分じゃ。そちは儂に遠えん慮りよするなと申もうすがの。いくら何でも、ここまでせんでも良いのじゃぞ」

「お前が草くさ餅もちに塩ぶっかけて食えなくするから仕方なく買い直してきてやったんじゃねーか」

「そ、そうじゃったーっ！」

　ハッとして頭を抱える艶乃姫。

「……して、あの草餅の値ねはいかほど……？」

　恐おそる恐る尋たずねる。

「二つで百二十円」

「ひゃっ！　百二十両……！」

　艶乃姫の心しん臓ぞうがびくーんともの凄すごい勢いで飛び跳ねた。

「そ、それほどの物を用意してくれたというに、それを儂は食えぬようにしてしまったと申すか……！」

　ダラダラと冷ひや汗あせを流す艶乃姫。

　艶乃姫だって姫であり生き神だ。本来なら百二十両くらいの事で慌あわてるような身み分ぶんではない。

　だが、相手は大だい名みようや富ふ農のう、豪ごう商しようではなく、物もの置おき小ご屋やのような狭い家で身を寄せ合って慎つつましく暮らしている平へい民みんの富雄だ。その富雄にとって、百二十両という大金の価か値ちはいかなるものか。

　更さらに、ここ数十年来らいずっと月つき次なみ祭さいのお供そなえ物を一ヶ月細ほそ々ぼそと食いつなぐという超ちよう極ごく貧ひん生活を続けてきた艶あで乃の姫ひめには、貧びん乏ぼうの辛つらさ苦しさも食べ物の大切さありがたさも、充分すぎるほど骨ほね身みに染しみている。

　それなのに、貧乏な富とみ雄おが無む理りをして大たい枚まいはたいて買ってくれた高価な菓か子しを、自らの手で食べられないようにしてしまったのだ。

　その罪の余りの重さに、艶乃姫は顔面蒼そう白はくになる。

　しばしそうやって艶乃姫はガクガクとおののいていたが、突とつ然ぜんガバッと地面に手を突くと富雄に向かって頭を下げた。

「すまぬ！　確かに不ふ用意に封ふうを開けたはそちの不ふ手て際ぎわじゃが、外の穢けがれが付いて儂わしには食えぬならそちにくれてやれば良かったものを……！　何も考えずに塩を振った儂が悪かった……！　許してたもれ……！」

「んな……っ!?」

　富雄は思わずビクッと後ずさった。

　普ふ段だん、生き神だの姫だのと偉えらそうな事を言って富雄の事は家け来らい扱いの艶乃姫が、まさかの土ど下げ座ざ。予想外がいの行動過すぎる。

　富雄は慌あわてて艶乃姫を抱き起こした。

「よせって！　周囲が変な目で見てるじゃねえか！」

「しかし……儂は……儂は……」

　あうあうとみっともない半はん泣なき顔の艶乃姫。

　富雄は困った表情を浮かべながら、取りあえずハンカチを渡す。

「泣くなよ。俺おれがいじめてるみてーじゃねーか。とにかくこれで顔かお拭ふけ。あと手も。地べたに突いて汚よごれちまっただろ」

「うぅ……」

　艶乃姫は言われた通り顔と手を拭いた。

　富雄はやれやれと溜ため息をつくと、大だい福ふくを艶乃姫のほうに押しやる。

「まあとにかくだ。お前のために買ってきたんだから、申もうし訳わけないと思うんなら無む駄だにしないでちゃんと食えよ。包みの上から塩かけられるように、わざわざ一個ずつ包んである奴やつにしたんだから」

「うむ……」

　艶乃姫はうなずいて大福に手を伸ばし掛けたが、ふとその手を止めると何か考え込むようにじっと手ての平ひらを見つめた。そのまま何か悩んでいるように、自分の手と大福を交こう互ごに見る。

「何だよ？　また何かあんのか？」

「いや、先さき程ほど地面に直接手てを突いてしもうたであろう……。きちんと流りゆう水すいで洗い流してから塩で清きよめねば、大福に穢れが移ってしまうでの……」

　小さくなりながら言う艶乃姫。

「ああもう、めんどくせえ……！」

　富とみ雄おはイライラしながらボリボリと頭を搔かいた。

　ちょっと離れたところに公こう衆しゆう便べん所じよはあるが、艶あで乃の姫ひめ一人で行かせるとまた何か問題を起こしそうだし、かといって自分が一いつ緒しよに女子便所に入るわけにもいかない。

「分かった！　それじゃ俺おれが食わせてやるから取りあえずさっきの塩寄よこせ！」

　塩を入れた袋ふくろを受け取ってビニール包ほう装そうの上から大だい福ふくを清きよめると、包装をはがして艶乃姫の口に突っ込む富雄。

「どうだ？　美味うまいか？」

　艶乃姫は大福を口に突っ込まれて一いつ瞬しゆんビックリした顔をしたが、やがて一ひと口くち嚙かみ切ると、もぐもぐと顎あごを動かしてごくんと吞み込んだ。

　その途と端たん、半はん泣なきの曇り顔がたちどころにぱぁぁっと晴れる。

「おお！　これはまた美味いものじゃの！　先日のおはぎにも勝るとも劣らぬ！　げに美び味みなるものじゃの！　この世にこれほどの物があったとはの！」

　泣いていた事などすっかり忘れて、大福の甘さに喜き色しよく満まん面めんの艶乃姫。

「そうだろう。ほれ、残さず食え」

　残りも全ぜん部ぶ艶乃姫の口に押し込む富雄。

　艶乃姫はすっかりご機き嫌げんな様よう子すで口いっぱいに頰ほお張ばる。

　あっという間に二つペロリと平らげると、艶乃姫は完全に機嫌を直してニコニコと幸せそうな顔になった。

　子供に泣かれるのが苦にが手てな富雄は、その様子を見てやれやれと安あん堵どすると、残っていた草くさ餅もちに手を伸ばして一口囓かじってから、

「しょっぱ！」

　と慌あわてて吐き出した。




「……今いま吐き出したあの草餅……！　欲しい……！」

　物もの陰かげから富雄の様よう子すを観察していた人ひと影かげは、思わず身を乗り出して呟つぶやいた。

　駅前で富雄達を尾び行こうしていたのと同じ人物。

　帽ぼう子しで髪かみを隠かくし、サングラスとマスクで顔を覆おおっている。

　あれからずっと二人の後をつけているのである。

「彼の唾だ液えきが付いた草餅の欠片かけら……。どうすれば確実に手に入れられるかしら……」

　恐らく商店街のゴミ箱に捨てていくだろうから、それを後で拾えば簡単だが、余よ計けいなゴミがくっつく恐れがある。それは避けたい。なるべく不ふ純じゆん物ぶつのない状態で、富雄の体たい液えきが欲しいのだ。出来れば空気中の埃ほこりや砂すな塵ぼこりの付着も少ない今の内に回かい収しゆうしてしまいたい。

「でも、いくら変へん装そうしているからといって、彼の前に姿すがたを現すのはマズいわよね……。こちらの顔は知られているんだし……」

　逸はやる気持ちを抑えるように、胸に手を当てて自分に言い聞かせる。

　だが、そこでふと何か閃ひらめいたように顔を上げた。

「待って。むしろ顔が知られている事を逆さか手てに取れば、割と自然に接せつ触しよくする事も可能なんじゃ……？」

　互いの顔を知っている者同どう士しなら、偶ぐう然ぜん出会った振りをして声を掛けたとしても、そこまで怪あやしまれる事はあるまい。

「……よし！」

　やがて怪しい人ひと影かげは意を決したように小さく一つうなずくと、服を着替えるべく商店街の公こう衆しゆうトイレに向かった。




「……それにしても、相変わらずめんどくせーなぁお前ら。そんな神しん経けい質しつな事言いってたら、外で飯めしなんかとても食えねえな」

　美味おいしそうに大だい福ふくを平らげた艶あで乃の姫ひめを眺ながめながら、富とみ雄おは頰ほお杖づえを突いて溜ため息混まじりにボヤいた。

　すっかり機き嫌げんを直した艶乃姫は涼すずしい表情で諭さとすように言い返す。

「そちが無む頓とん着ちやくすぎるのじゃ。まっする様さまの鼠ねず人びとを続けるという事は、常にまっする様のお側そばに居るという事。うっかり穢けがれを移さぬよう、そちも常に気を付けねばならぬのじゃぞ」

「別に続けたくて続けてるわけじゃねーし。そもそも、本当なら猿さる神がみ倒したらお役やく御ご免めんだったはずだしな」

　本来は、まっする様から与えられた神しん宝ぽうを返せばそれでお役御免のはずだった。富雄だって、そう聞いていたからこそ鼠人となる事を引き受けたのだ。それなのに、神宝を授じゆ与よされる代わりにまっする様の肉を食わされて、その肉が自分の体と完全に同どう化かしてしまったせいで、返すに返せなくて未いまだに神の使いのまま。このままでは、死ぬまでまっする様の使いで艶乃姫の家け来らいという立場を続けなければならなくなる。

「つーか、マジでやめる方法ねえのか？　あのブタ、適当な噓うそ吐ついて騙だましてんじゃねーだろうな」

「まっする様は神様じゃ。神というものは、真まっ直すぐ正直な事を最も好まれる。人を騙したりするはずがなかろうが」

　艶乃姫は呆あきれ顔で富雄を見る。

　しかし富雄も言い返す。

「いや、でもな。そもそも俺おれはアイツに、猿神倒せばやめていいって言われたから引き受けたんだぞ？　なのにやめる方法がないって事になったら、これはもうすでに騙されてんじゃねえか。どっちにしろ、あのブタは噓つき野や郎ろうって事だぞ？」

　その時、突然富とみ雄おの腹の中から声がした。

〔いや、ちゃうんよ富雄ちゃん。おっちゃん別に騙だます気ぃなんかなかったんよ〕

　まっする様さまの声だ。

　まっする様は貸し与えた神しん宝ぽうを通じて鼠ねず人びとと会話が出来るらしいが、富雄の場合は消しよう化か吸きゆう収しゆうしたまっする様の肉によって全身が神宝と化しているため、体の中から直接声こえが聞こえるのである。以前、消化中のまっする様の肉から声がした時は腸ちようの辺りから聞こえていたが、今は腹ふつ筋きんから聞こえてくる。

「違うって、じゃあどういう事だよ？　お前の肉食わせた時には、それが俺おれの体と同どう化かするって分かってたんだよな？」

　富雄が問い質ただすと、まっする様さまは歯は切ぎれの悪い返事を返した。

〔うん。まあそうなんやけど……〕

「って事はその時点で返せなくなる事は分かってたはずだろーが！」

〔いや、今からやったらそういう事なんぼでも言えるけど、あん時は与える神宝の類たぐいが全ぜん然ぜんなくて焦あせってたからうっかりしても仕方ないやん。富雄ちゃんかて言われてたのに気付かへんで食べとったやん〕

「そりゃまあそーだけどな……」

　ふてくされた顔で黙だまる富雄。やめる時は授さずかった神宝を返すという話は事じ前ぜんに聞かされていたのにうっかりしていたという点では、確かに富雄も同じである。

「んで、本当にもうやめる方法はねえのか？　人の部分と神の部分を分ぶん離りするとか、お前の肉を消化吸収する前の状態に戻すとか」

〔う～ん、どうなんやろ。昔そういう事こと出来そうな神宝誰だれかに貰もろたような気もするけど、おっちゃん記き憶おく力りよく悪いからあんまし覚えてへんのよね。結けつ局きよく一度も使った事もないし……〕

「神宝か……。確かお前、全部売うっ払っちまったんだよな……」

　富雄はがっくりと肩を落として頭を抱える。

　脇わきで聞いていた艶あで乃の姫ひめが慰なぐさめるように割って入った。

「まあ良いではないか。本来ならばとうにただの人に戻ってしまわねばならぬところを、いつまでもずっとまっする様の使いでいられるなど、考えてみれば名めい誉よな事ぞ。それに鼠人のままでいたからといって何か不ふ都つ合ごうがあるわけでもなかろうに」

「二十四時間ずっとあのブタと繫つながってていつでも見られてる状態ってだけで充分過すぎる程ほど不ふ都つ合ごうなんだよ！　ガキのお前にゃ分からんかもしれんが、年とし頃ごろの男には完全に孤こ独どくになれる時間とティッシュが絶対に必要なんだ！」

　熱ねつ弁べんする富雄。

「てぃっしゅ……？」

　艶乃姫は意味が分からない様よう子すで小こ首くびを傾かしげる。

　そしてそのまま興きよう味みなさそうに肩を竦すくめた。

「……何やらよう分からんが、しかしどのみち神しん宝ぽうの類たぐいは今はもう何も残っておらんのじゃから諦あきらめるしかなかろうが」

「そりゃそうなんだけど……！」

　ぐぬぬ……と歯は軋ぎしりをする富とみ雄お。

　だが、その時ふと閃ひらめいて艶あで乃の姫ひめを見た。

「そうだ！　お前が神しん託たく出して市長とかに探させりゃいいんじゃねえか？　猿さる神がみ退たい治じの時だってそんな事こと言ってたろ？」

　しかし艶乃姫は素そっ気けなく首を横に振る。

「あの時は町の存そん亡ぼうの危き機きであったからそういう手段もあり得たが、お主ぬしを鼠ねず人びとの役から解とくためだけにそんな大おお袈げ裟さな真似まねは出来ぬ」

「何だよ、ノリ悪ぃなぁ。ブタの神宝が戻ってくりゃそんだけブタの力も取り戻せるんだろ？　お前もブタに仕つかえる身なんだし、もうちょっと積極的に取り組んでもいいんじゃねえのか？　ブタの御ご利り益やくが増えて参さん拝ぱい者しやが増えりゃ、お前の暮らしだって良くなるんだろーに」

「それはそちの申もうす通りじゃが、どの神宝が目当ての物か分からぬ以上、全ての神宝を探し出して買い戻さねばならぬ。そのために下しも々じもの民たみが負わされる労ろう苦くと出しゆつ費ぴを思えば、軽けい々けいに託たく宣せんは出せぬわ。そもそも猿神退治の時と違ちごうて、此こ度たびはあくまでそち自らの都つ合ごう。ならばそちが自じ力りきで探して取り戻すのが筋すじじゃ」

「ガキの癖くせに筋の通った事こと言いやがって……」

　言い返す言葉が見つからず、ふてくされて頰ほお杖づえを突く富雄。

　艶乃姫は澄すまし顔で答える。

「まっする様さまはその名の通り真まっ直すぐ筋の通りたるを喜ばれる故ゆえの。言げん動どうに筋すじ目めを通すは直なお毘びの心の第一じゃ」

　そこへまっする様が言葉を添える。

〔それにまあぶっちゃけた話、富雄ちゃんが鼠人でなくなってもうたら、快適な今の家に居い続つづける理由も無くなってまうしね。こっちとしては出来るだけ長い間富雄ちゃんには鼠人でいて欲しいんよ〕

　正直なまっする様の言葉に艶乃姫は思わず赤くなってうろたえる。

「ちょ、ちょっとまっする様！　そういう事は内ない緒しよに……！」

〔それに富雄ちゃんとお別れになったら艶乃ちゃん寂しいやろしね〕

「まっする様！」

　赤くなって立ち上がる艶乃姫。

「はぁ……。ったくしょうがねえな……」

　富雄は二人のやりとりを聞きながら、頰杖を突いてうんざり溜ため息を漏もらした。この様よう子すでは当とう分ぶん一人きりの時間など持てそうもない。

　その時。

　後ろから不ふ意いに声を掛けられた。

「あら？　もしかして……」

「ん……？」

　聞き覚えのある声に、富とみ雄おが振り返る。

　そこに立っていたのは見み覚おぼえのあるセミロングで可愛かわいくておっぱいの大きな女の子の姿すがた。

「あれ？　カラオケ屋の……？」

「やっぱりー！　阿あ久く富雄さん！」

　カラオケ屋のバイトの子だ。学校の帰りに彼女のおっぱいを鑑かん賞しようするため友人達としょっちゅうカラオケ屋へ足を運んでいるため、常じよう連れん客きやくとしてすっかり名前を覚えられている。

　バイトの子は富雄だと確かく認にんすると、何やら興こう奮ふん気ぎ味みに近づいてきた。

「商店街の人から聞きましたよー富雄さん！　まっする様に選ばれて猿さる神がみ退たい治じしたのって、富雄さんなんだって！　びっくりしました！　ウチの店の常連さんがこの町を救った英雄だなんて、私も鼻が高いです！　これから富雄さんはもうずっと無料にしなくっちゃ、って店長とも話してたんですよー！」

　有名人じんを見つけてはしゃいでいるようなテンションでまくしたてるバイトの子。
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　富とみ雄おは咄とつ嗟さにかっこいいつもりの顔を作ってキザに答える。

「いや何、この町を守るため、そしてキミの笑顔を守るために、当然の事をしたまでですよフフフ」

　昨日きのうの今日きようではあるが、商店街ではすでに噂うわさになっているらしい。富雄をまっする様のところへ拉ら致ちしに来た連れん中ちゆうの半分くらいは商店街の人間だったから、話が広まるのも早いのだろう。

「立ち話も何だし、座ったら？　ここ空あいてるから」

　さりげなく自分の隣となりの椅い子すを勧める富雄。

「いいんですか？　それじゃちょっとお邪じや魔まして……」

　バイトの子は素直に腰を下ろす。そしてテーブルの上にふと目を留めた。

「あ、ここ何かゴミが……」

　そう言うと、緑色の柔らかい欠片かけらをティッシュで取った。

　さっき富雄が吐き出した草くさ餅もちの欠片だ。

　吐き出した後ほったらかしにしていた富雄は、ちょっと後ろめたい気持ちでとぼけるように一いつ瞬しゆん視線を逸そらす。

　バイトの子はそんな富雄の態度には気付かない様よう子すで、再びミーハーなテンションで尋たずねてきた。

「それであの、富雄さんの事とかまっする様の事とか猿さる神がみ退たい治じの事とか、色々聞きいちゃってもいいですか？」

　そう言ってぐっと上じよう半はん身しんを乗り出してくる。

　大きいにもかかわらずツンと上を向いた美しいおっぱいの先っちょが、富雄の体に触れてしまいそうになった。

　富雄の座っている位置は、もうすでに完全におっぱいの制せい空くう権けん内である。この距離でおっぱいの言う事に逆さからえる者はこの地上には存在しない。

「もちろんいいさ。何でも聞いてくれたまへ」

　ドンと胸を叩たたく富雄。

「それじゃ、えっと、何から聞こうかな……」

　好こう奇き心しんで目を輝かせながら一いつ瞬しゆん考え込むバイト娘むすめ。

「……それじゃ、神様の使いの『鼠ねず人びと』に任にん命めいされるとまっする様さまから不ふ思し議ぎな力の宿った神しん宝ぽうを授さずかるって話ですけど、富雄さんもまっする様に会ってそういうの授かってきたんですか？」

「ん。授かったというか、まあ……授かったかな」

　まっする様の肉を食わされたというのは気持ち悪がられそうで何となく言いたくない富雄。

　バイト娘は一いつ層そう乗り出してくる。

「ってことは、直接まっする様に会ったんですか？」

「ああ。あの山の上の岩いわ屋やの中で」

「あの中まで入ったんですか！　あそこって確か、神じん社じやの人でもほとんど入る事を許されないとかって聞きますけど……」

「まあね。俺おれは神に直接指し名めいされた男だから」

　富とみ雄おはそう言って少し得とく意い気げに胸を張る。

　バイト娘むすめは憧あこがれの眼まな差ざしで富雄を見つめた。

「じゃあ富雄さんだけ特別なんですね！　すごい！」

「いやぁ、それほどでもあるけど。はっはっは」

　富雄は頭を搔かきながらだらしのない顔で笑った。

　バイト娘は話を仕切り直して別の質問をする。

「それじゃあ、あの岩屋でまっする様さまから神しん宝ぽうを授さずかったってことは、神様の力が宿った物は全部あの岩屋の中で管理されてるんですか？」

　富雄は即そく座ざに首を横に振った。

「いやいや、全ぜん然ぜん管理なんか出来てない。つーか管理以い前ぜんに神宝なんか一つも残ってないし」

「え？　それってどういう……？」

「どういう事だかこっちが聞きたいくらいだけど、とにかくあのブタは神宝どころか自分の体すら管理出来てない奴やつだから……」

　思い出してうんざりと溜ため息を漏もらす富雄。

「ブタ……？」

　バイト娘は戸と惑まどったように首を傾かしげた。

「……ええと、でも、富雄さんは神宝を授じゆ与よされて鼠ねず人びとになって猿さる神がみを倒したんですよね……？」

「んー、まあ一応はそうなんだけど、ちょっと普通と違う形になったせいで未いまだに鼠人やめらんねーし、俺が鼠人続けてるのをいい事に俺の部屋に住み着くつもりだしな、アイツ……」

　その時、艶あで乃の姫ひめが不ふ審しんそうな顔をしながら富雄の袖そでを引っ張った。

「富雄。こやつは何じゃ？」

　バイト娘を見ながら富雄に問い質ただす。

「ん？　すぐそこのカラオケ屋の看かん板ばん娘だ」

「大おお津つ松まつ子こといいます。初めまして」

　にこやかに艶乃姫に話しかけるバイトの子。

　艶乃姫は松子と名乗った娘を人ひと見み知しりするようにちらっと見てから、再び富雄に尋たずねた。

「からおけ？　何じゃそれは？」

「伴ばん奏そうが流れてくるからそれに合わせて歌を歌うんだよ。そういう遊びだ」

「ほほう。謡うたいか。今いま様ようのような物かの。催さい馬ば楽らのような物かの」

　よく分からない様よう子すで首を傾かしげつつも、勝かつ手てに一人で納なつ得とくする艶乃姫。

　カラオケ屋のバイトの松まつ子こがその様よう子すを見ながら少し可笑おかしそうに微笑する。

「何だか随ずい分ぶん古こ風ふうな話し方をする子ですね」

「え？　あ、ああえっと、方ほう言げんなんだ。ほら、田舎いなかの方へ行く程ほど古い言葉が残ってるとかで」

　咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かす富とみ雄お。

　神じん社じやの若わか巫み女こさんから、艶あで乃の姫ひめの正しよう体たいは伏せて富雄の親しん戚せきという事にしておいてくれと言われている。

　それに艶乃姫が本ほん物ものの生き神だと言ったところでどうせ信じないだろうし、説明するのが面めん倒ど臭くさい。神の力を使って見せれば誰だれでも信じざるを得なくなるとは思うが、艶乃姫は清きよめられた状態でないと力は使えない。外がい界かいの空気に触ふれただけでも洗って清め直さないと駄だ目めなのだ。そんな面倒な事、いちいちやっていられない。

　富雄の言葉に艶乃姫が不満そうに口を尖とがらせた。

「何が方言じゃ。儂わしから見ればそなたらの言葉の方がよっぽど……」

　富雄は慌あわてて艶乃姫の口を塞ふさぐと、ヒソヒソと小さな声で諭さとす。

「馬ば鹿か！　正体がバレるような事こと言ってんじゃねえよ。生き神様さまったって外そと出でたら何の力も使えねえんだろ。悪い奴やつに狙ねらわれたらどうすんだ」

「そういう輩やからはそちが排はい除じよすれば良かろうが。何のための鼠ねず人びとじゃ」

「そりゃそうだけど、こんなところに生き神様がいると思ったらみんな畏おそれ多くてのんびり遊べなくなるだろ？　それにお前だって、お参まいりに来る人やら何やらでゆっくり遊んでなんかいられなくなるぞ？　いいのか？」

「むぅ……。それはいかんの……」

「だろ？　分かったら、田舎住まいで方言の残ってる俺おれの親しん戚せきって事にしとくんだ」

「ぬぅ……。やむを得まい」

　艶乃姫は渋しぶ々しぶ納なつ得とくすると、松子に向き直った。

　そしていつもの偉えらそうな態度でツンと鼻を高く上げる。

「富雄の親戚じゃ。その方ほう、直じかに言葉を交わす事を許す。艶乃姫と呼べ」

「アホか！」

　反射的に割って入る富雄。正体を伏せるために親戚って事にしたのに、艶乃姫だと名乗ったら何の意味もない。

　富雄は艶乃姫の口を塞ぎながら松子に向かって言い訳わけした。

「艶乃でいいから。コイツ今ちょっと時代劇げきに凝こってて。みんなもそれに合わせて姫様扱あつかいしてるもんだから」

　松子はしばしキョトンとした顔をしてから、やがて艶乃姫に向かってにっこりと微笑ほほえみかけた。

「艶乃ちゃん、ね。初めまして。よろしくー」

　軽く会え釈しやくしたその弾はずみに、形の良い乳ちちがぷるんと揺れた。

　その時。

　富とみ雄おの腹の中で突とつ然ぜん神の声が響ひびいた。

〔富雄ちゃん！　富雄ちゃん！〕

　不ふ意いに大おお声ごえを出されてビクッとする富雄。

「何だよブタ？　急にデカい声で？」

　富雄の声に松まつ子こと艶あで乃の姫ひめが振り返る。

「どうしたんですか？」

「まっする様さまがどうかなさったか？」

「ああ、いやちょっと……トイレ！　トイレ行ってくる！」

　富雄は立ち上がると駐ちゆう輪りん場じよう脇わきの公こう衆しゆう便所へ駆かけ込んだ。

　そこへ再びまっする様の声。

〔声こえ出したらアカンやん富雄ちゃん。せっかく艶乃ちゃんには聞こえへんように話しかけてんのに、富雄ちゃんが声出して返事したからバレてしもたやん！〕

「じゃあ黙だまって無む視ししてりゃ良かったのかよ？　話しかけて無視されたらヘコむから返事してくれって前に言ってたろーが！」

〔そうやなくて、声に出さんでも胸の内で考えてくれたらそれだけで聞こえるんよ〕

「何だと？　だったら最初っから言っとけよ！　いきなり大声出だして変な人と思われちまったじゃねえか！」

　思わず大声で文もん句くを言ってから、改めて胸の内で尋たずねる。

〔んで、用件は何だよ？〕

　そう聞いた途と端たん、もの凄すごい勢いでまっする様の声が返ってきた。

〔あの子のおっぱい触らせてくれるよう頼んで！〕

〔は？　何だお前いきなり？〕

　緊きん急きゆう事じ態たいでも起きたのかと思ったら、いきなり何を言い出すんだこのブタは。

　富雄が呆あきれ返っているのを他所よそに、まっする様は息せき切って説明する。

〔おっちゃん、貸した神しん宝ぽうを通じて外の様よう子す分かるって言うたやろ？　ほんで、富雄ちゃんの体は今おっちゃんの肉と完全に同どう化かして全身が神宝になってるやん？　って事は、富雄ちゃんが触ったらその感かん触しよくはおっちゃんにダイレクトで伝わるんよ！〕

〔俺おれだって触りたいのは山やま々やまだけど、いきなりそんな事言ったら痴ち漢かん扱あつかいじゃねえか！　折せつ角かく町を救った英えい雄ゆうとしてちやほやしてくれてんのに台だい無なしだろ！〕

〔痴漢扱いされるのは富雄ちゃんやからおっちゃん関係ないし！　絶対的に安全な立場からおっぱいの感触だけを堪たん能のうしたいんよ！　富雄ちゃん、おっちゃんの使いなんやからおっちゃんの言う事ちゃんと聞いて！〕

〔駄だ々だっ子こかテメエは！　俺おれはテメエの使いなんだから、俺の悪あく評ひようはそのままダイレクトにテメエの悪評だぞ！　いいのかよ！〕

〔おっちゃん、おっぱいのためやったらそんなん全ぜん然ぜん怖こわないで！　富とみ雄おちゃんかておっぱい好きなんちゃうの？〕

〔当たり前だろ！　おっぱいが嫌きらいな哺ほ乳にゆう類るいなんてこの地球上に存在しねーよ！〕

　即そく答とうする富雄。

　まっする様は不満そうな声を出す。

〔それやったら……〕

　だが、それを遮さえぎって富雄は静かに言って聞かせた。

〔いいか、よく聞けブタ。これまで俺は弱かった。今のテメエ同どう様よう、おっぱいに触さわりたいという衝しよう動どうに負けてすぐ手を出しては痴ち漢かん変へん態たい扱あつかいされてきた。だが今の俺は違う。俺には、守るべき物が出来た〕

〔は？　いきなり何なに言い出すん……？〕

〔そう！　町を救った英雄という立場だ！　この立場さえあれば、俺はモテモテでいられるんだ！　人間は、何かを守ろうとする時にこそ本当に強くなれる。今の俺は、英雄としてモテモテの立場を守るためなら、おっぱいに手を出したい衝動に打ち勝つ事だって出来る！〕

　グッと拳こぶしを握り、晴れやかな顔で空を仰あおぎ見る富雄。その眼まな差ざしには、これまでの富雄には無かった意志の強さが宿り、大きく一いつ歩ぽ成長した男としての表情が浮かんだ。

　だがまっする様さまは、そんな富雄の成長など興きよう味みなさげに言い返す。

〔そんなん言うてたらいつまで経たってもおっぱい触れへんで。モテモテ状態維い持じしたって意味あらへんやん〕

　富雄は鼻で笑う。

〔フッ。だからテメエは脳のう味み噌そ筋きん肉にくのブタ野や郎ろうだってんだ。いいか？　今の俺はモテモテなんだ。モテモテだって事は当然、相手の合ごう意いの上で堂どう々どうとおっぱいを触れる関係にだってすぐなれるって事。そうなってからゆっくりと好きなだけ揉もめばいい。目め先さきの一ひと揉みより将来の百ひやく揉みだ。モテる男にゃ、焦あせる必要なんてねえんだよ〕

　まっする様の呆あきれたような溜ため息が聞こえた。

〔またアホな事こと言うて……。そんな上手うまい事行くわけあらへんやん。ちょっと冷静になってそこの手洗い場の鏡かがみで自分の顔見みてみ？〕

〔テメエにだけは言われたくねえよブタ野郎……！〕

　まっする様のたるみ切った顔を思い浮かべながら、富雄はギリッと歯は軋ぎしりをする。

〔とにかく、そういうわけで、俺のこの手がおっぱいを揉むべき時は、この俺自じ身しんが決める。テメエの指さし図ずは受けねえ〕

　雄お々おしく気け高だかくそう言い切ると、公こう衆しゆう便所を出る富雄。

　腹の中でまっする様さまがまだ未み練れんがましく何か言っていたが全て黙もく殺さつして、艶あで乃の姫ひめと松まつ子このいるベンチまで戻った。

　ところが。

「おお、戻ったか富とみ雄お」

「あれ？　おっぱ……大おお津つさんは？」

　見ると艶乃姫一人だけ。松子の姿すがたが見当たらない。

　艶乃姫が言った。

「仕事があるとか申もうして帰ったぞ」

「んなっ！　マジか！」

　思わず大おお声ごえを上げる富雄。

　仕事時じ間かん外がいに話が出来る貴き重ちようなチャンスだったというのに、まっする様の相手なんかしている間に帰ってしまうとは。

　富雄は余りのショックにその場に固まった。

　そんな富雄には気付かない様よう子すで艶乃姫は続ける。

「本当は余りのんびり話し込んでいる暇ひまはなかったそうじゃが、ついつい話が弾はずんでしもうての。まだ話したりぬ故ゆえ、明日あしたまた語らおうということで、儂わしの家へ来るよう申しつけておいたが」

「何ぃっ！」

　富雄はガバッともの凄すごい勢いで艶乃姫のほうを振り返った。

「マジかお前！」

　思わずビクッとする艶乃姫。

「む……。い、いや……、さ、さすがにあのような平へい民みんを軽かる々がるしく招いたは軽けい率そつじゃったかの……」

　おどおどと独ひとり言ごとのように呟つぶやく。

　そんな艶乃姫を富雄は突とつ然ぜん抱き上げた。

「ばっきゃろう！　んなわけねえだろ！　お手て柄がらだ！」

　大喜びで艶乃姫の体を高々と持ち上げる。

「さっすが生き神・艶乃神様さまだ！　俺おれにとっちゃまっする様なんかよりお前の方が何なん百びやく倍ばいも御ご利り益やくのある神様だぜ！」

「お、おお……？　左さ様ようか……？　じゃがしかし、儂の力はあくまでまっする様からお預かりしているものに過ぎぬ故ゆえ……」

　何でいきなり褒ほめられたのかよく分からないながらも、珍めずらしく富雄に褒められて思わず頰ほおを赤く上じよう気きさせながら、一応謙けん遜そんしてまっする様を立てる艶乃姫。

　富雄は艶乃姫を下ろすと時計を見た。

　ちょうど正しよう午ごだ。昼ひる飯めしは家で食べた方が安く上がる。

「よーし、それじゃ今日きようはそろそろ帰るとするか。お前もあんまり長い事外そとにいると、俗ぞく世せの穢けがれがお肌はだに良くないだろうしな」

「うむ、そうじゃの。それにしても今日は珍めずらしき事楽たのしき事の多い日じゃったの。でえとと申もうすは初めてじゃったが、なかなかに面白きものじゃの。そちの親しん戚せきと偽いつわって平へい民みんの振りをして語らうのも、思いの外ほか楽しきものじゃったの」

「はっはっは。そうだろうそうだろう」

　満足げな艶あで乃の姫ひめに、したり顔でうなずく富とみ雄お。

　そしてそのまま二人は仲良く上じよう機き嫌げんのまま家いえ路じに就つくのだった。




　その頃。

「……まさかこんな簡単にお家うちに招いてもらえるなんて。思い切って声を掛けて大だい正解だったわ」

　カラオケ屋のビルの地下二階。

　従じゆう業ぎよう員いんですら立ち入り出来ない、否いな、それどころか存在すら知らない特別フロア。

「将しようを射いんと欲すればまず馬から射よ、ね。無む防備な子供と仲良くなったのが正解だったわ」

　大おお津つ松まつ子こはモニターを眺ながめながらそっとほくそ笑えんだ。

　映っているのは今日一日の富雄の姿すがた。艶乃姫を伴って玄げん関かんを出た所、駅前で友人達と口こう論ろんしている所、艶乃姫を連れて駅で電車を待っている所、一いつ緒しよに電車に乗っている所、トイレで小しよう用ようを足たしている所。今日一日の富雄の姿が次々と映し出されていく。

　全て、松子が隠かくしカメラで撮さつ影えいしたもの。

「……神に選ばれし男、か。この映えい像ぞうじゃ、とてもそんなふうには見えないけど」

　そう呟つぶやきながら、部屋の隅すみに置いた大おお掛がかりな検査機き械かいに目をやる。

　中に入っているのは、今日入にゆう手しゆしてきた富雄の囓かじり掛けの草くさ餅もち。

　そこに付いたわずかな唾だ液えきを分ぶん析せきにかけた結果が、もう一枚のモニターに表ひよう示じされている。

「この数すう値ち……。試し料りようが少なすぎて何とも言えないけど、一応反はん応のうアリよね……」

　そう呟つぶやくと、立ち上がって壁を見上げる。

　そこには、隙すき間まなくびっしりと貼はり付けられた写真。それぞれの写真には氏し名めい、年ねん齢れい、身長、体重、体たい脂し肪ぼう率りつ、骨こつ格かく筋きん量りようといったデータが事こと細こまかに書き記しるされた紙がクリップで一いつ緒しよに挟んである。写真に写っている顔はどれも、過去にＵＦＯに攫さらわれたと警察に駆かけ込んだ男達のものだ。そして、その全てに×印が付けられている。

　それらの男達に並んで一番最さい後ごに貼られている写真群ぐんの前で、松子の足が留まった。

　唯ゆい一いつ、×印が付いていない写真群。

　全て富雄の写真だ。

　猿さる神がみ退たい治じの時の様よう子す。

　どれも上空から撮さつ影えいされた物ばかりである。

　大おお猿ざると一対たい一で向かい合っている所。

　丸まる太たのような腕で大猿の胴どう体たいを締め上げている所。

　気き絶ぜつした大猿を見下ろしている所。

　どれも今日きようの富とみ雄おとは大おお違ちがいの、筋きん肉にくの鎧よろいを纏まとったかのような姿すがただ。

　この姿を見れば、富雄が神に選ばれた鼠ねず人びとである事は疑いようがない。

　今日の富雄や艶あで乃のという娘むすめの話ではちょっとよく分からないところもあったが、少なくとも富雄が神の力を授さずかった事は確か。

　そして富雄は今も神の使いのままであり、神は今いま現在、神じん社じやの山の岩いわ屋やではなく富雄の部屋に祀まつられているという。

　その富雄の部屋に、明日あしたは直接足あしを踏み入れる事が出来る。

　なるべく富雄がいない時間帯たいに訪たずねていって、本人のいない間に富雄についてあの小こ娘むすめに聞けるだけの事を聞き出し、部屋の中も調べられるだけ調べてこよう。

　神に選ばれた男、阿あ久く富雄。

　彼の全てが知りたい。

　彼の全てが欲しいのだ。

　松まつ子こは富雄の写真を一枚手てに取ると、豊ほう満まんな胸むな元もとを疼うずくように揺らした。

「なんて素晴らしい体……」

　熱っぽい息と共にうっとりと呟つぶやく。

「……必ず、私の物にしてみせるわ……」

　松子はほっそりとした指を伸ばすと、写真に写る富雄の胸きよう鎖さ乳にゆう突とつ筋きんをそっとなぞった。
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　翌よく朝あさ。

　富とみ雄おが学校へ行く支し度たくを済ませて出かけようとしていると、パジャマ姿すがたの艶あで乃の姫ひめが玄げん関かん先さきまで出てきて呼び止めた。

「これ富雄。ちいと待て」

「んだよ？　出かける直前に」

　面めん倒ど臭くさそうに振り返る富雄。

　艶乃姫は扇おうぎで富雄を指す。

「それじゃ。昨日きのうのあの娘むすめが遊びに来る約束があろうに、それを迎える支度もせず、こんな朝からどこへ行く？」

「どこって学校に決まってんだろ」

　富雄が靴くつを履はきながら素そっ気けなく答えると、艶乃姫は意い外がいそうに目をぱちくりさせた。

「学校？　藩はん校こうか郷ごう学がくへでも通うておるのか。見かけによらず優ゆう秀しゆうなんじゃの……」

　藩校とは江え戸ど時代に藩が藩はん士しの子供を学ばせるために作ったいわば公こう立りつの学校であり、幕ばく末まつの激げき動どう期きになると広く有ゆう能のうな人材を集める必要から庶しよ民みんも入学出来るところも現れた。郷学とは準じゆん藩校的てき存在で、藩校の分ぶん校こうだったり、藩に認にん可かを受けた庶民向むけの公立学校だったりする。普通の庶民は寺てら子こ屋やで読み書きそろばんを習えばそれでお終しまいであり、十二、三歳さい程てい度どで修しゆう了りようして奉ほう公こうに出るのが当とう然ぜんだ。富雄ほどの年ねん齢れいになってもわざわざ「学校」と呼ばれるところへ通って勉べん学がくを続けているとなると、よっぽど優秀な者に限られてくる。

　艶乃姫は感心したように富雄を見ると、再び扇で富雄を指した。

「よかろう。ならば儂わしも連れてゆけ。家け来らいが日ひ頃ごろ勉学に励はげむ様よう子すを知っておくのも主あるじの務めじゃ」

　自分の家来である富雄が優秀だという事になれば、主人たる艶乃姫にとっても自じ慢まんである。学校へ通う富雄の姿すがたを直じかにこの目で見て、ちょっといい気分に浸ひたってみるのも悪くない。

　だがしかし。

「駄だ目めに決まってんだろ」

　即そく答とうで断る富雄。

　艶乃姫は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「何故なぜいかん？」

「学校は部ぶ外がい者しや立ち入り禁止だ」

　富雄は素そっ気なく言いながら、靴くつ紐ひもを結び終えて立ち上がる。

　艶乃姫は富雄の言葉を聞いて、そんな事かとばかりにふふんと鼻で笑った。

「安心致いたせ。儂は富雄の主人であり、更さらには生き神と崇あがめられる艶乃姫じゃ。よもや追い返されたりする事はあるまい」

　しかし富雄はくるりと振り返ると、びたっと艶乃姫の目の前に指を突きつけた。

「それだから駄だ目めだっつってんだ。生き神様なんかが来たら、専用の御ご座ざ所しよを用意したりもてなしの支し度たくをしたり、何だかんだで余よ計けいな事に手を煩わずらわしちまうだろうが」

　実際はついてきたところで生き神だなんて信じる人はいないだろうし、子供が一人ついてきた程てい度どで手を煩わせるような事などほとんどないに決まっているが、しかし生き神様として扱われるのが当とう然ぜんだと思っている艶あで乃の姫ひめは、こう言われてしまうと言い返せない。

「む……。言われてみれば確かにの……」

　ここぞとばかりに畳たたみ掛ける富とみ雄お。

「それにお前まで外がい出しゆつしたら誰だれがブタの世せ話わしてやるんだよ。昨日きのうだって半はん日にちほったらかしだったのに、今日きようもまた放ほう置ちってわけにゃいかんだろ」

「ぐぬ……。富雄の癖くせに真まっ当とうな事をぬかしおる……」

　黙だまり込む艶乃姫。

　富雄は鞄かばんを持つと、玄げん関かんのドアを開けた。

「じゃあな。行ってくる」

　艶乃姫は家を出ようとする富雄に向かって言いつける。

「そちの申もうす事いちいち尤もつとも故ゆえ、儂わしも強しいてついてゆきはせぬが、しかしその方とて儂の家け来らいとして本ほん来らい儂の側そばを離れてはならぬ身。昨日のあの娘むすめが遊びに来た時のもてなしの支度もある。学校が終われば寄り道などせず、すぐに帰ってくるのじゃぞ！」

「へいへい、分かった分かった。お前も大人おとなしく留る守す番ばんしてろよ」

　上手うまく艶乃姫をあしらう事に成功して、ちょっとご機き嫌げんな気分で家を出て行く富雄。

　その後ろ姿すがたを見送って奥へ引っ込みながら、艶乃姫は艶乃姫で、富雄が意い外がいと優ゆう秀しゆうらしいと勘かん違ちがいして、ホクホクとご機き嫌げんになるのだった。




「……ふぅ。一ひと仕事終おえた後は気持ちが良いの」

　パジャマから富雄のトレーナーに着替えた艶乃姫は、縁えん側がわに座って美味おいしそうに煎せん茶ちやを啜すすっていた。

　富雄は学校へ行き、富雄の父も仕事に出かけ、富雄の母もパートに出て、現在家いえの中には艶乃姫とまっする様さまだけ。

　独ひとりぼっちで特にする事もないので、せっかくだから昨日の大おお津つ松まつ子こという娘を迎える準備がてら家の中を掃そう除じし、それが終わってひなたぼっこをしながら一いつ服ぷくしているところである。

　生き神であり姫である艶乃姫がまるで下げ女じよか何かのように自ら掃除をしたなどと聞けば世せ間けんは驚くだろうが、しかしこの家は現在まっする様のおわす神しん聖せいなる社やしろ。そしてまっする様に直接お仕つかえ出来るのは、生き神である艶乃姫だけ。ならばこの家の中を清せい浄じように保つのは艶乃姫の義ぎ務む。益荒ますら山さんの岩いわ屋やに籠こもっている時も、中の掃除はいつも艶乃姫が自らの手で行ってきた。端はたから見れば子供が家のお手伝いをしている図でしかないが、これは艶乃姫にしか出来ない神しん聖せいな務めなのである。

　家いえ中じゆうすっかり綺き麗れいになって、ほっこりと心地ここちよい満足感かんに浸ひたる艶あで乃の姫ひめ。

　姿すがたを顕あらわしたまっする様さまが、ぼよんとたるんだ体を晒さらしながらふんどし一いつ丁ちようの格かつ好こうでのっそりと寝そべる。

「ええ気持ちやねぇ。何かこう、家の中が綺き麗れいになると心まで清きよめられるような気ぃするわぁ」

「そうですねぇ」

　富とみ雄おの母がおやつにと用意しておいてくれた大だい福ふくを頰ほお張ばりながら、まったりとうなずく艶乃姫。

「こんだけ綺麗になっとったら、昨日きのうのあの子が遊びに来ても、迎える支し度たくはばっちしやね」

　まっする様が、たるんだ腹の肉を床の上に溢あふれさせるように寝そべりながら、だらしない声で言った。

　ところが、艶乃姫はそれを聞いた途と端たんハッと顔を上げた。

「そういえばまっする様！　うっかりしてましたけど、あの娘むすめが来たらどの部屋へ通せばよいのでしょう？　まさか富雄の部屋へ上げるわけにはいきませんし」

　富雄の部屋はまっする様の御ご座ざ所しよになっている。神のおわす清せい浄じような部屋へ足を踏み入れても良いのは、神に選ばれた者だけだ。ましてやまっする様は、たとえ神じん社じやの神しん職しよくであろうとも、その御座所へ足を踏み入れる事は許されないほど貴とうとい神。そのまっする様を祀まつる部屋に立ち入りが許されるのは、生き神である艶乃姫と鼠ねず人びとの富雄だけ。神しん職しよくでさえ入れないのに、部ぶ外がい者しやであり俗ぞく人じんである松まつ子こを入れていいはずがない。

　かといって所ところ狭せましとテーブルや椅い子すに占せん拠きよされた狭いリビングは艶乃姫にとっては物もの置おき小ご屋や。客を招くような場所ではない。そうすると残るは富雄の両親の寝室くらいだが、まさか客をもてなすのに家け来らいの親の私的な寝しん所じよを使うなんて失礼な真似まねは出来まい。

「いっそ庭に毛もう氈せんでも敷しいてそこでもてなすか……？　しかしこの狭い庭……。洗せん濯たく物ものを干ほしておるすぐその下に座らせる事になっては、客をもてなすには余りに無ぶ礼れい……」

　ぐぬぬ……と頭を抱える艶乃姫。

　だが、まっする様はその様よう子すを見ながらきょとんとした顔で言った。

「別に、部屋に入れてもええんちゃう？」

「えっ？　でも……」

　艶乃姫は驚いて振り返る。

　まっする様はだらしなく寝そべったまま、鷹おう揚ように手を振った。

「大だい丈じよう夫ぶやって。別にあの子がおっちゃんに直接供そなえ物したり御ご幣へいとかに触れたりするわけちゃうんやから、机に置いた神かみ棚だなの周辺だけきっちりガードしといたらおっちゃん平へい気きやで」

「しかし部屋に外がい界かいの穢けがれが残っては……」

「そんなん、家に上がる前にあの子清きよめといたら大したことないし、気になるようやったら帰ってから清め直したらええやん。大した手て間まやあらへんて」

「それはまあ確かにそうですけど、でも室内を清め直すまでまっする様は神かみ棚だなから下に降りられなくなってしまいますし……。私の都つ合ごうでご不ふ便べんをかけるわけには……」

「机の上におったらええんやから構かまへん構へん。それにおっちゃんかて艶あで乃のちゃんや富とみ雄おちゃん通さず直じかにあの松まつ子こて子のおっぱい見てみたいもん」

「まっする様がそう仰おつしやるのでしたら……」

　艶あで乃の姫ひめがそう言った時、ピンポンと玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　耳みみ慣なれない音ね色いろにビクッとして立ち上がる艶乃姫。

「あなや？　なっ？　何ぞ？　何の音ぞ？」

　キョロキョロと見回していると、まっする様が寝そべったまま言う。

「誰だれか来たみたいやで」

「あ、ああ……呼び鈴りんの音でしたか。噂うわさをしていれば早さつ速そく松子めが来ましたか」

　大おお袈げ裟さに驚いた自分がちょっと恥はずかしくて、照れ隠かくしに早はや足あしで玄げん関かんへ出で向むく艶乃姫。

　そのまま無む防ぼう備びにドアを開ける。

「誰じゃ」

　そして、パッと顔を輝かせる艶乃姫。

「おお！　やはりそなたか！」

　ドアの向こうには、大人おとなしくて気だての良さそうな顔をした大おお津つ松子が紙かみ袋ぶくろを手に提さげて立っていた。

「艶乃ちゃん、おはよう」

　朗ほがらかな笑顔を浮かべて手を振る松子。

「午後からバイト先の片づけがあるから、ちょっと早めにきちゃった。艶乃ちゃん、一いち日にち中じゆう家にいるって聞いてたから。ちょっと早すぎるかなって思ったけど、大だい丈じよう夫ぶかな？　迷めい惑わくじゃなかった？」

「かような気き遣づかいは無む用ようじゃ！　むしろ待ちわびておったぞ！　ようこそ参まいった！　ささ、早はよう中へ入るがよい！　ああ、その前に身を清めねばの！　ちいとそこで待っておれ！」

　艶乃姫はそう言うと、清めのための水や塩や大おお幣ぬさを取りに大急ぎで奥へ引っ込んだ。　そしてドタドタと慌あわただしい足音を立てながら、いそいそと戻ってくる。

「いや、待たせたの！　ささ、まずはこれで手を清め口を漱すすいでたもれ！　その間に儂わしが清めておいてやるでの！」

　松子が口を開く間も与えずまくし立てる艶乃姫。

「ちょ、ちょっと艶乃ちゃん、もう少し落ち着こうよ……」

　松子は艶乃姫のテンションに圧おされて、困ったように苦く笑しようする。

「お、おお？　いや、べ、別に取り乱してはおらぬぞ？」

　艶あで乃の姫ひめはハッとして赤くなりながら、誤ご魔ま化かすようにコホンと咳せき払ばらいをした。

　千年間かんずっと岩いわ屋やに一人で引き籠こもっていた艶乃姫にとって、家に友人を招き入れるなどというのは初めての経験だ。山で遊ぶ子供にこっそり交じって一いつ緒しよに遊んだり、また遊ぼうと約束したりした事はないわけではなかったが、約束した者もの達が次にやってくる時はいつも決まって艶乃姫に仕つかえる巫女みことして。それでは一緒に遊ぶなんて出来やしない。

　しかし今回は富とみ雄おの親しん戚せきだという事にしてあるため、本当にただの友達としての招しよう待たいである。初めての友達であり、初めてのお家うちへの招待。千年生いきた艶乃姫から見れば、松まつ子こなど孫まご以上に歳としの離れた赤あか子ごのようなものとはいえ、ついつい興こう奮ふんして浮かれ気ぎ味みになるのは仕方がない。今の艶乃姫の気持ちを例たとえるならば、初めて友達を誕生日パーティに招いた小学生と、孫が老人ホームへ遊びに来てくれたお婆ばあちゃんを足たしたようなものである。これで落ち着けと言うほうが無む理りというものだ。

「それじゃ、お邪じや魔ましま～す」

　手を洗い口を漱すすいで、艶乃姫から塩を振られ大おお幣ぬさで祓はらわれて、ようやく中に足を踏み入れる松子。

「……それにしても、お家に入るだけでこんなに清めなくちゃいけないなんて大変だね～。やっぱり富雄さんが神様の使いだからなの？」

　やれやれと息をつきながら尋たずねる。

　艶乃姫もようやく少し落ち着きを取り戻しながら答えた。

「富雄だけならここまでせずともよいが、今この家にはまっする様さまがおわすでの」

「そう言えば昨日きのう富雄さんもちらっと言ってたね。今は富雄さんのお部屋にまっする様が一いつ緒しよにいるって」

「うむ。外から持ち込まれた穢けがれがまっする様に付けば、この土地に生きる人や鳥ちよう獣じゆうから山さん川せん草そう木もくまで全ての魂たましいに濁にごりが生ずる。神はその土地の全ての命の源みなもと故ゆえ、穢れが移らぬよう気を付けねばならぬのじゃ。汚よごれた桶おけで井い戸どの水を汲くめば井戸そのものが濁ってしまい、その井戸を使う者全すべてが迷めい惑わくするであろう？　要ようはそれと同じ事じゃ」

「なるほど……。それは気を付けないと、うっかり穢れを移しちゃったら責せき任にん重大だね……」

　松子は神しん妙みような顔でゴクリと唾つばを飲み込むと、手に持っていた紙かみ袋ぶくろを見た。

「実は艶乃ちゃんにプレゼント持ってきたんだけど、こういうのも外から持ち込んじゃマズいのかな……？」

「ぷれぜんと……？　何じゃ？」

　耳みみ慣なれない外がい来らい語ごに首を傾かしげる艶乃姫。

　松子は何をプレゼントに持ってきたのか聞かれたのだと思って答える。

「ぬいぐるみなんだけどね。艶乃ちゃんにあげようと思って、この中に入れてきたんだけど」

　そう言って、リボンをかけた紙かみ袋ぶくろを示す松まつ子こ。

　艶あで乃の姫ひめはその様よう子すから、どうやら自分に献けん上じようの品を持ってきたらしいと理解してうなずいた。

「おお、それなら心配要いらぬ。袋の上から清きよめてやれば済む事よ」

　そう言って、松子に紙袋を持たせたまま塩を振って清める。

　それが終わるのを待って尋たずねる松子。

「……もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「うむ。もうよいぞ」

「それじゃ、はいこれ。どうぞ」

　松子はその場で袋を開けると、にっこり笑って中身を差し出した。

「お？　おお」

　受け取ったその場で開かい封ふうするのははしたないという昔ながらの価か値ち観かんの艶乃姫は、この場でいきなり開封した松子の行動に意い表ひようを突かれながらも、慌あわてて両手を差し出して受け取る。

「おお。犬いぬかの」

「熊くまだよー」

「く、熊か。確かにの。言われてみれば熊かの」

　間違えて赤くなる艶乃姫。

　松子はそれを見ておかしそうに苦く笑しようする。

「バイト先の待まち合あい室しつに置いてあるクレーンゲームの景けい品ひんなんだけど、結けつ構こう人気なんだよ。可愛かわいいでしょ」

「左さ様ようか。熊と申もうすはこの日ひの本もとの国においては最も猛たけき獣けものなれど、幼き頃より飼かえばその性さが丸く穏おだやかになりてよく人に懐なつくと申すの。獣として生まれ持ちたる本ほん性しようは変わらねど、育ちによってその気き性しようを和やわらげ振る舞いを正せるという事、人においても教きよう訓くんとすべき事じゃろうかの」

　本当は熊くらいちゃんと知ってるのだと一生懸けん命めいアピールしながら抱き上げる艶乃姫。

「おお、愛らしげじゃの。ろうたげなるものじゃの」

「気に入ってくれた？　良かった」

　はしゃぐ艶乃姫を見て松子も微笑ほほえむ。

　艶乃姫は熊のぬいぐるみを両手でぎゅっと抱っこしたまま、松子のほうを見た。

「まあ、こんなところで立ち話も何じゃ。部屋へ案内致いたす故ゆえついてまいれ。腰を落ち着けてゆるゆると語らおうぞ」

　そう言って階段に足をかける。

「はーい。それじゃ、お邪じや魔ましまーす」

　松子も靴くつを脱ぐと素直に艶乃姫の後に従った。




「なあ富とみ雄お、聞いたか？」

　学校の放課後ご。

　富雄が帰り支じ度たくをしていると、友人のニキビ面づらが話しかけてきた。

「聞いたって何を？」

「こないだの猿さる神がみ。あれ、宇宙人じんに連れ去られたらしいぜ」

「は……？」

　思わずぽかーんとして固まる富雄。

　我に返ると同時に凄すごい勢いで聞き返す。

「いや、ちょっと待て！　宇宙人？　どういうこっちゃ？」

　そこへ天パがやってきて説明した。

「猿神退たい治じのあったとされる晩、益荒ますら山さん上空に怪あやしく光る飛ひ行こう物体が現れたんだ。そしてその夜を境さかいに猿神は姿すがたを消した」

「いや、猿神が姿を消したのは退治されたからだろ？　謎なぞの飛行物体がホントに現れたかどうか知らねーけど、んなもんただ見物してただけじゃねーのかよ」

　釈しやく然ぜんとしない富雄。

　そこへヅラ眼鏡めがねが登場して話を引き継いだ。

「確かに街の人達は神様の使いが退治したとか言っているが、それなら猿神の死し体たいが残ってるはずだろう？　なのにそれがどこにも見当たらない。あれだけ大きな図ずう体たいだ。例え埋めたとしたって、埋めた跡は目立つはずだが、そんな痕こん跡せきもどこにもない。つまり、誰だれかが回かい収しゆうしたんだ。警察や保健所が回収したのならその発表があるはず。誰もが知ってる猿神の存在を今いま更さら隠かくしたって意味ないしな。だが、どこも回収したという話は出てこない」

「となると、怪しいのはあの晩ばん上空を飛んでた謎の飛行物体って事になる。実はあの猿神は宇宙人の送り込んだ実じつ験けん動物で、地球人じんの手に渡る前に回収したって考えるのが道どう理りだろ」

　ニキビ面がそう結けつ論ろん付づける。

「道理じゃねえよ！　大だい体たい宇宙人なんかいるわけねえだろーが！」

　富雄は思わず立ち上がってツッコんだ。

　しかしヅラ眼鏡が冷静に言い返す。

「いや、猿神なんてものがいたんだ。ＵＦＯや宇宙人がいたとしても不ふ思し議ぎじゃない」

「以前からこの近所でＵＦＯに攫さらわれた話はあったし、実際あの晩に猿がＵＦＯに回収されるとこを目もく撃げきしたって話もあるしな」

　とニキビ面。

「大体、ＵＦＯじゃないってんならどうしてあんなデカい猿神の死体がどこにも残ってないんだよ？」

　天パも問い詰めてきた。

「お前らなぁ……」

　富とみ雄おは呆あきれ顔で溜ため息をついた。

「別に消えたわけじゃねえよ。倒したら力を失って普通の猿さるに戻っただけだっての」

　しかし友人達たちは信じない。

「あのデカい猿さる神がみが普通の猿に戻った？」

「さも見てきたように言いやがって」

「何で富雄がそんな事こと分かるんだ」

　三人揃そろって胡う散さん臭くさそうな目つきで富雄を見る。

　ムッとして言い返す富雄。

「何でもクソも、俺おれが戦った張ちよう本ほん人にんだよ」

　だが、富雄がそう言った瞬しゆん間かん、三人はポカンとした顔で富雄を見た。

　商店街がいの連れん中ちゆうなんかは富雄を神じん社じやまで攫さらっていった張本人がいっぱいいるから富雄が神の使いである事も知っているが、それ以外の家庭では知らない人のほうが多い。そして知らない人達へ話が広まるには、事件からまだ日が浅すぎる。

　ニキビ面づらが諭さとすような目で富雄の肩を叩たたいた。

「……富雄。お前な、目もく撃げき者しやがいないからってそういう噓うそをつくのは良くないぞ」

　何か恥はずかしい事を口くち走ばしってしまった子供みたいな扱いをされて、富雄は真まっ赤かになってニキビ面の手を振り払う。

「噓じゃねえよ！　神社の人に聞いてみろ！　そういえばあそこの神社は素す敵てきなおっぱいの巫女みこさん揃ぞろいで、新たなおっぱいスポットとしてもオススメなんだぜ！　今からみんなで押しかけよう！　そしておっぱいを見ながら真しん相そうを聞こうじゃねえか！」

　富雄の剣けん幕まくに、ニキビ面は天パやヅラ眼鏡めがねと顔を見合わせて肩を竦すくめた。

　ヅラ眼鏡が眼鏡の位置を直しながら意見を述べる。

「まあ、ここで言い争っていても水みず掛かけ論ろんにしかならないしな。実際に関係者に話を聞くってのは悪くない提案だ」

　それを聞いてニヤリと笑う富雄。

「よーし。それじゃ行こうぜ。もし俺の言う通りだったらお前ら疑ったお詫わびに一週間放ほう課か後ごおごれよな」

「いいけど、逆にお前は関係ないって話になったらどうするんだよ？」

「そん時は俺がおごってやらあ！」

　富雄はグッと三人の襟えり首くびを摑つかまえると、半なかば強ごう引いんに教室の外へ引きずっていった。




　再び富雄の部屋の艶あで乃の姫ひめと松まつ子こである。

「……そっかー。富雄さん、見かけによらず、いざって時はやる人なんだねー」

「うむ。富とみ雄おの奴やつめは物も礼れい儀ぎも知らぬただの阿あ呆ほうなのは確かじゃがの。しかし口で申もうす事は軽けい薄はくな上に無ぶ礼れい極まりないようでいて、実際の振る舞いを見るとあれでなかなか捨てたものでもなくての。口くち先さきばかり上手うまくて中身が伴わん者は世に多かれど、その逆というのはそうおいそれとおるものでもない。さすがはまっする様さまが鼠ねず人びととしてお選びになった男と、儂わしも胸きよう中ちゆう密ひそかに感ずるところなきにしもあらずなのじゃ」

　艶あで乃の姫ひめはムフーと興こう奮ふん気ぎ味みに鼻はな息いきを荒くしながら胸を張った。

　松まつ子こに問われるままに、猿さる神がみ退たい治じの一部始し終じゆうを語って聞かせ終えたところである。

　家け来らいの手て柄がらは主人の手柄。ましてや一千年も生きてきた艶乃姫から見れば、富雄など孫まごの孫のそのまた孫といった感覚である。あまり身み贔屓びいきにならぬようにと気を付けてはいるものの、気分は完全に孫自じ慢まんのお祖母ばあちゃんだ。松子が時とき折おり富雄について感心した素そ振ぶりを見せるたびに、艶乃姫はまるで自分が褒ほめられたかのように嬉うれしくなる。

　一方の松子はといえば、小学生みたいな外がい見けんの艶乃姫が子供みたいに身み振ぶり手て振ぶり混じりで語る話にも、じっと真ま面じ目めに耳を傾けている。松子がまるで一いち言ごん一いつ句くたりとも聞き漏もらすまいとするかのような勢いで、真剣に聞き入ってくれている事もあって、艶乃姫の語り口く調ちようにもますます熱が入る。

　まっする様さまはそんな和なごやかな二人の様よう子すを机の上の神かみ棚だなから眺ながめながら、「いっそこのままずっと富雄ちゃん帰ってこんと、松子ちゃんと艶乃ちゃんの二人がこの部屋に住んだらええんちゃうかな」などと居い候そうろうの立場も忘れて図ずう々ずうしい事を考えるのだった。




　一方、神じん社じやへ向かった富雄と友人達たちである。

「なんてこった………！」

　学校を出て神社に着いた富雄は、張り巡らされたロープの前で啞あ然ぜんとして立ち尽くしていた。

　猿神退治の際に壊こわされまくった石いし灯どう籠ろうや社しや殿でん、石いし畳だたみ等々の瓦が礫れきを撤てつ去きよ中で、神社の中には立ち入り禁止。

　当とう然ぜん巫女みこさん達の姿すがたも見えない。

　後ろからニキビ面づらが声を掛けた。

「……で、誰だれに何を確かめるって？」

「いや、その……」

　口ごもる富雄。

　だが、すぐ気を取り直す。

「神社が駄だ目めなら市長だ！　市長に聞いてみろ！　そもそも最初に俺おれに頼んだのは市長なんだから！　市役所へ行こうぜ！」

　しかし、それを聞いた天パが肩を竦すくめた。

「一いつ介かいの高校生がそんな事で市長のとこに押しかけたって、会えるわけないだろ」

「ま、取りあえず今日きようのところは解散しようぜ」

　やる気のない顔でニキビ面づらが欠伸あくびをする。

　うなずくヅラ眼鏡めがね。

「そうだな。確かく認にん出来なかったって事は、噓うそかホントかの判はん断だんも一応保ほ留りゆうって事にしといてやるから」

　そう言って慰なぐさめるように富とみ雄おの肩を叩たたく。

「んじゃ帰るか」

「じゃ、また明日あした」

「おう。じゃあな」

　口くち々ぐちに別れの挨あい拶さつを交わすと、それぞれの家に向かって去っていく三人。

　結けつ局きよく富雄は神の使いである事など全く信じてもらえないまま解散となった。

「くっそ～アイツら、この町の救きゆう世せい主しゆたる俺おれ様さまを噓うそつき扱いしやがって……！」

　一人で屈くつ辱じよく感かんにまみれながら地面の石ころを蹴けっ飛ばす富雄。そりゃこっちとしたって別にアイツらの為ためを思って戦ったわけじゃないが、しかしこの町を救ってやったって事はアイツらもついでに救ってやったって事なんだから、アイツらだってもっと尊そん敬けいと感謝の念を持って足あし元もとにひれ伏して靴くつを舐なめるくらいの態度は取ってもいいはずだ。それなのに何なんだ。お礼に秘ひ蔵ぞうのエロ本を献けん上じようするような事すらせず、それどころか人を噓つき扱い。挙あげ句くの果てに、猿さる神がみを退たい治じしたのはＵＦＯだとか言い出しやがって。昨日きのうのカラオケ屋のバイトの子なんか、憧あこがれの有名人じんを見るような態度でちやほやしてくれたっていうのに……。

　そこで富雄はハッとした。

「そういや、今日はあの子が家に来るはずだったじゃねえか！　しまった！　こんなとこでグズグズしてる暇ひまはねえ！」

　富雄が命いのち懸がけで戦ったのは、ああいうおっぱいの大きな子が安心して町中に溢あふれていられる世の中を守りたかったからだ。そしてその守りたかったおっぱいが自分の活かつ躍やくをちゃんと知っててちやほやしてくれる。だったらあんなニキビ面づらやヅラ眼鏡や天パ野や郎ろうが何を言おうが知った事ではない。何も知らない馬ば鹿かどもには好きなように言わせておけばいいのだ。この俺の言う事を信じてついてくれば、もしかしたらおっぱいのおこぼれくらいはありつけたかもしれないのに。自じ業ごう自じ得とくとはいえ全く可哀かわい想そうな連れん中ちゆうだ。

　富雄はあっという間に立ち直ると、友人達を憐あわれむ心の余よ裕ゆうまで取り戻して、大おお急いそぎで家に向かって走っていった。




　その頃の富雄の家。

　松まつ子こは携けい帯たい電話で現在時じ刻こくを確かく認にんしながら言った。

「それじゃ、そろそろバイト先に行かないといけないから今日は失礼するね。ホントは富雄さんにも一ひと言ことご挨あい拶さつしてから帰ろうかと思ってたんだけど、時間が……」

「左さ様ようか。すまんの。富とみ雄おめには早く帰るよう言いつけておったのじゃが、あやつはなかなか言う事を聞かんでの。困ったものじゃが」

　溜ため息いきをつく艶あで乃の姫ひめ。

　松まつ子こは笑って首を横に振る。

「ううん、気にしないで。時間が合わなかったのはこっちの勝かつ手てな都つ合ごうだもん」

「左様か」

　そう言われてしまうと、艶乃姫としてはかえって申もうし訳わけない気持ちが募つのる。

「そうじゃ。なんなら明日あしたも来るがよい。明日こそは早く帰るよう、富雄めには確しかと言いつけておく故ゆえ」

「明日も来ていいの？　お邪じや魔まだったりしない？」

「構わぬ。どうせ儂わしはすることもなく暇ひまじゃしの。そちが話し相手になってくれれば儂わしとしても嬉うれしいぞ」

「ホントに？　じゃあ、お言葉に甘えてまた来るね」

　松子は嬉しそうにそう言うと、鞄かばんから掃そう除じ用粘ねん着ちやくローラーを取りだして自分が座っていた周囲の床を綺き麗れいにする。

　それを見て興きよう味み深ぶかそうに目を見開く艶乃姫。

「何じゃそれは？」

「これはこうやって床をコロコロしてゴミを取る道具だよ。この富雄さんのお部屋はまっする様さまの御ご座ざ所しよでもあるのに、私なんかがお邪じや魔ましたせいで汚よごしちゃったから、ちゃんと綺き麗れいにしていかないと」

「ほほう。埃ほこりを直接その巻まき紙がみにくっつけるか。その巻紙には糊のりでも付けてあるのかの。そちもなかなか面白き事を考えるの」

　艶乃姫は感心してうなずく。

「私が考えたんじゃないよ～。お店で売ってるの」

　松子は苦く笑しようしながら汚れた粘着紙しを剝はがすと、ゴミ箱に捨てた。

　それからハッとする。

「あっ。私の出したゴミをこのお部屋のゴミ箱に残してくんじゃ、綺麗にしてった事にならないね。ちゃんと持って帰らなきゃ」

　慌あわてて持じ参さんしたビニール袋ぶくろを取り出すと、ゴミ箱の中身を全て移し替えた。

「これでよし、っと。それじゃ、改めて失礼します。まっする様さま、お邪魔しました」

　神かみ棚だなへ向かってぺこりと一いち礼れいする松子。もちろん松子にまっする様の姿すがたが見えているわけではないが、そこにいるのと同じようにきちんと挨拶をしてから部屋を出る。

　艶乃姫は松子を玄げん関かんまで見送ってから、室内に戻って塩を撒まいた。

　松まつ子こ自身が掃そう除じをしていったので、儀ぎ礼れい的に仕上げの塩を撒まくだけでお清きよめは完了だ。

　さっと部屋全ぜん体たいを清め直すと、それまで神かみ棚だなでじっと小さくなっていたまっする様さまが部屋へ降りてきた。

「いや～、今いま時どき珍めずらしいええ子やね。まさか自分で掃除の準備までしてくるとは思わへんかったわ」

　う～んと伸びをしながら呟つぶやくまっする様。

　艶あで乃の姫ひめもうなずく。

「はい。全く、感心な娘むすめで。富とみ雄おめとは大おお違ちがいです」

「そやねぇ。何ちゅうても、あの子おっぱい大きいけど、富雄ちゃん男やからおっぱい無いもんね。やっぱ全ぜん然ぜんちゃうなぁ」

　まっする様も、ただでさえたるんだ顔を一いつ層そうたるませた。

　そこへ、階下で乱らん暴ぼうに玄げん関かんのドアを開ける音がした。

　そしてドタドタと足音を響ひびかせて階段を上がってくる富雄。

　外がい界かいの穢けがれを纏まとったまま部屋に飛び込んでくる。

「ただいま！　おい！　大おお津つさん来てるか？」

「これ富雄！　部屋に入る前に身を清め穢けがれを祓はらわぬか！」

　塩の固まりを手に取って、思いっ切りぶっつける艶乃姫。

「ぐわっ！　しょっぺえ！　何しやがる！」

「それはこちらの言う事じゃ！　まっする様がおわすのじゃぞ！　このうつけめが！」

　艶乃姫はそう言いながら、富雄の侵しん入にゆうを阻はばむように更さらに塩を投げつける。

　その後ろでまっする様は汚きたないものでも見たかのように、慌あわてて机の上の神かみ棚だなへ緊きん急きゆう避ひ難なん。

　富雄は仕方なく一いつ旦たん退たい却きやくすると、服を脱いで風ふ呂ろ場ばで水を浴びてから着替えて再び二階に上がる。

「おら、これでいいんだろ？」

「うむ。入ってよいぞ」

　富雄の全身をチェックして許きよ可かを出す艶乃姫。

「ったく、めんどくせえブタとガキだぜ……」

　やれやれと溜ため息をつきながら部屋に入る富雄。

　そしてキョロキョロと室内を見回してからホッと安あん堵どした。

「どうやらまだ大津さんは来てねえようだな。間に合った」

「阿あ呆ほう。とっくに来て今さっき帰ったわ」

　艶乃姫はまだちょっとご機き嫌げん斜めな様よう子すで冷たく告げる。

「なっ！　マジでか！」

　富雄はガーンと大ショック。頭を抱えてよろめくと、がっくりと床に両手をついた。

「何てこった……！　あんな奴やつらと神じん社じやなんかに寄ってたばっかりに……！」

　その落ち込む様よう子すを見て、艶あで乃の姫ひめは少しキツく言い過ぎたかと反省する。

「まあ、明日あしたも来ると申もうしておった故ゆえ、そう気を落とすでない」

「何！　明日も来るのか！」

　ガバっと顔を上げる富とみ雄お。

「うむ。とりあえず今日きようのところは儂わしが遊んでやる故ゆえ、それで機き嫌げんを直せ。ささ、何でも好きな玩がん具ぐを出すがよい。或あるいは戯げ作さく本ぼんでも読むかの？　当とう世せい風ふうの物でも構わぬぞ」

　艶乃姫はそう言うと、目をキラキラさせながら急せかすように両手を差し出した。

「お前が遊んで欲しいだけだろーが」

　冷たい目でツッコむ富雄。

　だがすぐ気を取り直して軽く肩を竦すくめた。

「……でもま、落ち込んでても仕方ないしな。気分転てん換かんに漫まん画がでも読むか」

「うむ。それがよかろうて」

　艶乃姫もうなずく。

　そして富雄は昨日きのうの晩ばん読もうと思っていたのに艶乃姫に邪じや魔まされて半分も読み進められなかった漫画を手に取ると、腰を下ろしてあぐらをかいた。

　艶乃姫がその足の上にちょこんと腰こし掛かけ、二人仲なか良よく漫画の続きを読み始めるのだった。




　一方その頃、カラオケボックスの地下にある特別フロア。

　大おお津つ松まつ子こは富雄の部屋から取ってきたゴミ箱の中身を分ぶん別べつしていた。

　鼻をかんだティッシュ、切った後の爪つめ、髪かみの毛、フケ、垢あか、皮ひ脂しや角かく栓せん。

　粘ねん着ちやくローラーで取ってきた物も含めて、どんな微び細さいな物までも全て残さず小こ分わけして透とう明めいな袋ふくろに入れてある。

　それらを一つずつ、壁かべ際ぎわに設置した巨きよ大だいな検査機き械かいに掛けては分ぶん類るいしていく松子。

「……室内を清せい浄じように保っているせいか、粘着ローラーで取ってこれた物はほとんどないわね。この髪や剝はがれた角かく質しつ層そうの破は片へんも全ぜん部ぶ富雄さんの物じゃないわ」

　松子ははぁ～っと溜ため息を漏もらした。

「……収しゆう穫かくと言えそうなのは、この鼻はな水みず付つきのティッシュくらいかしら」

　落らく胆たん気ぎ味みに呟つぶやくと、検査済ずみのものを無む造ぞう作さにゴミ箱へ突っ込む。

　そして、富雄の鼻水が付着したティッシュをつまみ上げた。

　まるで貴き重ちような宝ほう石せきか何かでも眺ながめるように、しげしげとティッシュについた鼻水を見つめる。

　その口くち元もとに微笑が浮かんだ。

「これが彼の体から分ぶん泌ぴされたもの……。素晴らしいわ……。昨日きのうの草くさ餅もちの唾だ液えきとは比べ物にならない量……。こうして眺めているだけで力が湧わいてくるみたい……」

　うっとりと呟つぶやく松まつ子こ。

　鼻はな水みずを指ですくい取ると、艶つややかな唇くちびるの間からそっと舌したを出してペロリと舐なめた。

　そのまましばし陶とう酔すいしたように目を閉じる。

　だが、ややあって松子は物もの憂うげに瞼まぶたを開いた。

「でも……」

　その口くち元もとから微笑ほほえみが消える。

「これじゃ、まだ全ぜん然ぜん足りないわ……」

　悩ましげな溜ため息が漏もれた。

「やっぱりこんな老ろう廃はい物ぶつじゃなくて、彼自じ身しんが必要……。彼そのものを丸ごと手に入れてしまわなきゃ……」

　そして、机に置かれたモニターに目をやった。

　そこに映っているのは富とみ雄おの部屋の映えい像ぞう。

　艶あで乃のという小こ娘むすめにプレゼントした熊くまのぬいぐるみには、カメラが仕掛けてあったのだ。これさえあれば、富雄が部屋にいる間の行動は全てお見通しである。

「相手はあの猿さる神がみですら倒した英えい雄ゆう。力尽ずくで捕つかまえて暴あばれられると危険だし、余よ計けいな争いは避けて、なるべく合ごう意いの上で事を運びたいわ。そのためにも、性格や趣しゆ味みは何でも知っておかないと……」

　じっと見ていると、ちょうど富雄が帰ってきたところ。一いつ旦たん風ふ呂ろ場ばで水を浴び、着替えてから部屋へ入ってくる。自分が遊びに行った時も玄げん関かん先さきで祓はらい清きよめられたが、確かにあの部屋へ立ち入る際は厳げん重じゆうに穢けがれを落としているらしい。

　やがて富雄はあぐらをかいた上に艶あで乃のを座らせて、一いつ緒しよに漫まん画がを読み出した。

「随ずい分ぶんと仲良しなのね……」

　今日きよう一日、富雄の情報を得るため根ね掘ほり葉は掘ほりあれこれ尋たずねてきたのだが、その際の艶乃のいちいち嬉うれしげな様よう子すから、富雄に相当懐なついている事は分かっていた。艶乃が言うには、富雄は口くち先さきでは一見邪じや険けんにしているようでも、実際の行動を見ればとても艶乃の事を大切にしているのだという。

　確かに、こうして隠かくしカメラからの映像を見ていても、富雄が本を持つ位置にしろページをめくる速さにしろ、全て艶乃が読みやすいように合わせてやっている。そして艶乃が途と中ちゆうで何か聞くたびに、いちいち読むのをやめて説明してやっている。艶乃から聞かされていた通り、随ずい分ぶんといいお兄にいさんっぷりである。友人達とカラオケ屋に来る時の軟なん派ぱな馬ば鹿か学生っぷりからはちょっと以外な程ほどだ。

「だったら……」

　松子の唇くちびるにニヤリと笑えみが浮かんだ。

「艶乃ちゃんをここへ誘えば、富雄さんも保ほ護ご者としてついてくるって事じゃない……？」

　そう。

　何も隙すきを見て捕とらえる必要など無い。

　艶あで乃のをここへ招しよう待たいすれば、富とみ雄おも自らの足でここへやってくるはずだ。

「もし彼の同どう意いを得る事に失敗しても、そのまま閉じこめてしまえば、彼は丸ごと私の手の中……。確実に私の物に出来る……」

　虚こ空くうに浮かぶ富雄の幻まぼろしを抱きしめるかのように、両手でギュッと自分の肩を抱く松子。

　そしてチラリと上うわ目め遣づかいにカレンダーへ目をやった。

「そうと決まれば急がなきゃ……。残された時間はそんなにないわ……」

　少し焦あせりの漂う呟つぶやきが、暗い室内に響ひびいた。
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　翌よく日じつ。

「え～？　艶あで乃のちゃん、カラオケ見た事こと無いの？」

　カラオケ屋のバイト娘むすめ、大おお津つ松まつ子こは驚いた声を上げた。

　場所は富とみ雄おの部屋。

　昨日きのうに引き続いて、家に艶乃姫ひめ一人しかいない時間帯たいに遊びに来ているところである。

「うむ。富雄めは、曲に合わせて歌を歌う遊びと申もうしておったが……」

　キョトンと小こ首くびを傾かしげながら答える艶乃姫。

「そっかー。ま、でも艶乃ちゃんまだ小学生くらいだし、お友達と一いつ緒しよに行く年ねん齢れいじゃないもんね。親が好きで連れてったりするようなお家うちじゃなかったら、行ったことなくても当とう然ぜんか～」

　松子は一人でうんうんと納なつ得とくすると、不ふ意いに何か思いついた様よう子すでピッと人ひと差さし指ゆびを立てた。

「そうだ！」

「何じゃ？」

「それじゃあ、富雄さんが帰ってきたら一いつ緒しよに来てみない？　きっと面白いよ」

「ほう。行っても構わぬか」

　艶乃姫はパッと目を輝かせた。

　現代の珍めずらしい物は何でも見てみたい年とし頃ごろである。

　だが、すぐに思い返したように難しい顔をする艶乃姫。

「……しかし、外の空気にむやみに触れては穢けがれてしもうて、沐もく浴よくして身を清きよめ直さねばまっする様さまをお祀まつり出来ぬようになる故ゆえの……。ここ数日続つづけて富雄めには湯ゆ浴あみの支し度たくで苦労をかけてしもうておる故、今日きようはちと遠えん慮りよしておこう。富雄の奴やつめ、湯浴み沐浴というと必ずこーんな大きな湯ゆ桶おけにたっぷりの湯を用意しおるでの。さすがに、こう毎まい日にち毎日あのように大量の湯を用意させるは忍しのびない」

　両手を精せい一いつ杯ぱい広げて風ふ呂ろ桶の大きさを表しながら、残念そうに断る。水道もガスもよく分かっていない艶乃姫の感覚では、あんな大量の水を汲くみ上げるのも、あんな大量の湯を沸わかすのも、どちらも大変な重じゆう労働だ。下しも々じもの民たみまで大切に慈いつくしむ心こころ優やさしい生き神・艶乃姫としては、とても連れん日じつやらせて平へい気きではいられない。

　それを聞いて、艶乃姫の事を田舎いなかの訛なまりがあるだけの現代っ子だと思っている松子はキョトンと不ふ思し議ぎそうな顔。

「富雄さんはお風呂の支度くらいきっと気にしないと思うけど……」

　しかし艶乃姫はその言葉にうなずきつつも、難しい顔で腕を組む。

「うむ。あやつの気き性しようを考えれば、『余よ計けいな気き遣づかいは無む用よう』と申もうすであろう事は、この儂わしとて分かっておる。しかしの。だからといって本当に何も気を遣わず無ぶ遠えん慮りよな振る舞いに及べば、それは痴ち人じん狂きよう人じんの類たぐいではないか。行くにしても、せめて富雄めの意見を聞いてからにせねば」

「じゃあ、富雄さんが帰ったら聞いてみよっか。それで富雄さんがいいって言ったら一緒に来るって事でどうかな？」

「む……。それならまあ……」

　艶あで乃の姫ひめはまだ気き遣づかわしげな様よう子すを拭ぬぐえないままうなずく。

　そこへ、玄げん関かんの開く音がしてドタドタと階段を上がってくる足音。

　そして部屋の戸が乱らん暴ぼうに開け放たれた。

「よっしゃ！　今日きようは間に合った！」

　飛び込んできたのはもちろん富とみ雄お。

「昨日きのうはボクの帰りが遅かったばっかりに寂さびしい思いをさせて済まなかったハニー！　今日はその分も存ぞん分ぶんにこの腕の中で甘えていってくれたまへ！」

　そう言いながら、両腕を広げて松まつ子こへ向かってダイブする。

　その富雄の顔面に、艶乃姫がばしゃっと塩を叩たたきつけた。

「部屋へ入る前に穢けがれを祓はらってまいれと何なん度ど言ったら分かる！　この大うつけめが！」

「ぐあぁっ！　目が！　目が……！」

　塩が目に入って悶もだえる富雄。慌あわてて階下へと駆かけ下りていく。

　服の中にまで塩が入り込んでいるので、一度全ぜん部ぶ脱いでシャワーで洗い流してから、着替えて二階へ戻る富雄。

　それを見て艶乃姫は扇おうぎで軽く手て招まねきをする。

「清きよめてまいったか。入って良いぞ」

「……ったくこのガキは毎まい度ど毎度……」

　まだ目を真まっ赤かにしたまま、富雄は舌した打うちをしつつ部屋に入った。

　そして松子の超ちよう至し近きん距離に腰を下ろす。

　だが、富雄が口を開く前に艶乃姫が切り出した。

「それよりちょうど良いところへ帰ってまいった。たった今そこの松子めから、そちと二人でカラオケとやらを見に来ぬかと誘われたのじゃが……」

「何ぃっ!?」

　ガバッと顔を上げる富雄。

「だったら今すぐ行こうぜ！」

　座ったばかりですぐ立ち上がると、有う無むを言わせず艶乃姫を肩かた車ぐるまする富雄。

　艶乃姫は慌あわてて富雄を止める。

「まっ、待たぬか！　まだ話は終わっておらぬ！」

「何だよ話って？　ダラダラしてたらあっという間に晩ばん飯めしの時間だぞ」

「いや、じゃからの、外に出たらまた全身を清めるために沐もく浴よくが必要になるわけじゃが、こうも毎まい日にち毎日湯ゆ浴あみの支し度たくをするというのも、そちにとっては苦であろうから……」

「風ふ呂ろなんかどうせ毎日炊たくんだから気にすんな！　第一俺おれだって毎日学校行いくのに外に出てんだから、風ふ呂ろ入らねえと部屋入いれてくれねえんだろ！」

　富とみ雄おは艶あで乃の姫ひめの懸け念ねんを笑い飛ばすと、この間出でかけた時に使ったコートを引っ張り出して艶乃姫に羽は織おらせる。

「ほら、これでも被かぶっとけ」

　そして、まだ座ったままの松まつ子このほうを振り返ると、白い歯をキラキラさせながら微笑ほほえんだ。

「お待たせしました。さあ行きましょう、ボクたちの愛の巣へ」

　そう言ってスッと手を差し伸べる。

「は、はあ……」

　松子は富雄のテンションに圧おされ気ぎ味みでたじろぎながらも、おずおずとその手を取った。




　歩く事十じつ分ぷん少々。

　着いたのは駅前の小さいビル。

　建物丸まるごとカラオケボックスになっている。

　そして入り口には「改かい装そう中ちゆう」の看かん板ばん。

「ん？　これ……」

　艶乃姫を肩かた車ぐるました富雄は思わず足を止めると、松子の顔を見た。

　松子は肩を竦すくめて苦く笑しようする。

「この間猿さるに荒らされてしまって、全室改装中なんです」

　先日の猿さる神がみ騒そう動どうで町中を猿の群が暴あばれ回った時に、このカラオケ屋も襲おそわれて占せん拠きよされてしまい、内ない装そうなどが滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまったのだ。今もまだ片付けはすんでいない様よう子すである。

「ああ、そうなんだ。でも、それじゃ入っちゃ駄だ目めなんじゃ？」

　富雄が心配そうに尋たずねると、松子はにっこりと笑顔を返した。

「大だい丈じよう夫ぶですよー。地下の特別ルームは無ぶ事じでしたから。こちらへどうぞ」

　そう言って松子は先に立って下へ降りる階段へと案内する。

　富雄は入り口で艶乃姫が頭をぶつけないよう肩から下ろすと、その手を引いて松子の後に従った。

「特別ルーム？　そんなのあったのか」

「普通のお客さんはご存ぞんじないんですけどね。従じゆう業ぎよう員いんでも知ってるのは極ごく一いち部ぶだけで」

　松子は地下一階のスタッフルームに降りると、壁に向かって手をかざした。

　すると、何もない壁に突とつ然ぜん暗あん証しよう番号入力ボタンが浮き上がる。

　素す早ばやく十数桁けたの番号を入力してから目の前の壁をそっと押すと、音もなく内側へ開いた。

　艶乃姫が目を見開いて興こう奮ふん気ぎ味みに声を上げる。

「おお！　かような仕掛けが！　全く以もつて壁にしか見えなんだぞ！」

「すげえな。忍にん者じや屋や敷しきみてえだ……」

　富とみ雄おも思わず一いつ緒しよに呟つぶやいた。

「どうぞ」

　松まつ子こは振り返って静かに微笑すると、中へ誘う。

　富雄と艶あで乃の姫ひめがついていくと、壁の奥に更さらに階段。

　そこを下りきると、目の前に分ぶ厚あつそうな金属製せいの戸があった。

　松子は再び壁に手を当てて暗あん証しよう番号入にゆう力りよく用ようのキーボードを浮かび上がらせると、十数桁けたの番号を素す早ばやく入力してからゆっくりと扉とびらを横に牽ひく。

　ゴンゴンと重そうな音を立てて、分ぶ厚あつい引き戸が開いた。

「すげえ扉だな。これなら猿さるにも荒らされなかったわけだ……」

　銀行の金庫みたいな戸を見つめて思わず呆あきれる富雄。この分厚さでは、あの猿さる神がみの力でもそう簡単には壊こわせまい。

「思い切り音量を上げても外に漏もれないように、特別仕し様ようの防ぼう音おん扉になってるんです。荒らされずに済んだのはここだけですけどね。さ、どうぞ。こっちです」

　そう言って案内された小こ部屋は、一見普ふ通つうのカラオケルームと変わりない。ただ入り口のドアだけは、さっきの引き戸に負けないくらい分厚くて頑がん丈じようだ。

　艶乃姫が中に入り込んできょろきょろと見回す。

「ここで歌うのかの？」

　不ふ思し議ぎそうな顔をして富雄を見上げる。

「ああ。どうかしたか？」

　怪け訝げんそうな様よう子すの艶乃姫を見て首を傾かしげる富雄。

　艶乃姫は再び室内を見回した。

「楽がく人じんがおらぬようじゃがいかがした？　伴ばん奏そうをするのが商あきないじゃと聞いたと思うたが」

　富雄はそれを聞いて、そういう事かと溜ため息をつく。

「いちいち人を用意して生なま演えん奏そうって、どんだけ金かかる遊びだよ。そうじゃなくて、この機き械かいで伴奏流ながすんだよ」

　そう言ってモニターの下にあるカラオケ機き器きを指さした。

「ほほう？　この機械が音を出すと申もうすか。さてはこれが『自じ鳴めい琴きん』とやらか。南なん蛮ばん人じんはヲルゲルだかオルゴオルだかと呼ぶらしいの」

　最新の外の世界の情報にも通じているところを見せびらかそうと、腕うで組ぐみをしながら得とく意い気げな顔でふむふむとうなずく艶乃姫。

「いや、これはオルゴールじゃ……まあ、それでいいや」

　富雄は一いつ瞬しゆんツッコみそうになったが、じゃあどういう仕組みの機械なのかと聞かれたら答えられないので、面めん倒どうだからそのまま流す。

「まあとにかくこの機械にいっぱい曲が入ってるから、好きな曲を選んで流して歌うんだ。分かったか」

「なるほど相あい分わかった。では特別に儂わしが一曲歌うたって進ぜよう。一つ今いま様ようを謡うたう故ゆえ、越え天てん楽らくを奏そうせ」

　艶あで乃の姫ひめはうなずくと、ぴしっと扇おうぎで富とみ雄おを指す。

「は？　えてん……？」

　目をぱちくりさせて聞き返す富雄。

　艶乃姫はじれったそうな顔で繰り返した。

「越天楽じゃ。今様を謡うに越天楽は定てい番ばんじゃろうが」

「知らねえよ。んなモン入ってるかな……」

　取りあえず手元のリモコン選せん曲きよく機きで言われるままに検けん索さくしてみると、結婚式用ようＢＧＭという括くくりで一曲入はいっている。

「おお、ありやがった……！　すげえなこの店……！」

　ちょっと驚きつつ選曲して送信する富雄。

「ウチの店、パーティー会場も兼ねてますから。結婚式の二次会用に結けつ構こう色々入ってるんですよ」

　松まつ子こがそう言って得とく意い気げに胸を反そらすと、丸いおっぱいがぽよんと弾はずんだ。

　やがて曲再さい生せいが始まり、モニターには花はな盛ざかりの野の山やまの風景映えい像ぞうが映し出される。

「おお、窓の外は花盛りじゃの」

　モニターを見て、窓と勘かん違ちがいする艶乃姫。

　しかしすぐに首を傾かしげた。

「はて？　儂らは先さき程ほど、階段を下って地下へ降りて参まいったはずじゃと思うたが……。この下は崖がけにでもなっておるのかの……？」

　だが、艶乃姫に考える暇ひまを与えず、今度はスピーカーから笙しようや篳ひち篥りきの音が流れ出す。

「おお!?　何じゃこれは！　この小さな箱の中に誰だれぞ隠かくれてでもおるのか!?」

　ソファの上に立ち上がって、天てん井じようの隅すみに設置されたスピーカーを覗のぞき込もうとする艶乃姫。

「こら！　危ないから椅い子すの上に立つんじゃねえ」

　柔らかくて不ふ安定なソファの上で背伸びする艶乃姫を見て、富雄は慌あわてて抱き下ろした。

　しかし艶乃姫はそんな富雄の態度にはお構いなしに、頰ほおを上じよう気きさせながら天井のスピーカーを指さす。

「見よや富雄！　あのように小さき箱から音が出てきよるぞ！　いかなる仕掛けじゃろうかの？　天井に楽がく人じんが潜ひそんでおって、あの箱に通じる管くだから音が伝わってくるのかの？」

「いや、あの箱は音を出すための機械でアレが直接鳴なってんだって」

「ほほう？　ではあの箱の中に楽がつ器きが納められておるわけかの。一体いかなるカラクリであろうかの。げに不ふ思し議ぎなるものじゃの」

　目をまん丸くしてスピーカーを見上げる艶あで乃の姫ひめ。

　その時、モニターの風景映えい像ぞうが切り替わった。

「あなや！　窓の外の景け色しきが一いつ変ぺんしおったぞ！　富とみ雄お！　何事ぞ！」

　艶乃姫は大おお慌あわてで富雄の腕を引っ張る。

「窓じゃねえよ。モニターにビデオ流してるだけだ」

　富雄は艶乃姫の手を振り払って説明する。

　意味が分からずきょとんとする艶乃姫。

「もにたあ……？　びでお……？」

　家では食事中ちゆうは艶乃姫というお客様が居るのでテレビは点つけないし、日につ中ちゆう艶乃姫が一人の時も自分でテレビを点けたりしない。この手のディスプレイが点いているのを見るのは、艶乃姫にとってはこれが初めてだ。

　混乱している艶乃姫を見て、富雄が説明し直した。

「要ようするに、電気紙かみ芝しば居いだよ。予あらかじめ用意した映像を映してるだけだ」

「ほほう？　電気紙芝居？」

　艶乃姫はまだ不ふ思し議ぎそうな顔をする。

　しかし富雄としてもこれ以上詳くわしく説せつ明めい出来るわけでもないので、逃げるようにマイクを差し出した。

「まあ、そんな事はいいから歌え。曲始はじまってんぞ」

「ま、まあ、今日きようは謡うたいに来たわけじゃからの。この電気紙芝居の事はまた今度にすると致そう」

　艶乃姫もそううなずくと、コホンと軽く咳せき払ばらいをして背せ筋すじを伸ばした。

　そして、富雄が差し出したマイクは受け取らずにそのまま謡い出す。

「万ばん劫ごう年とし経ふる亀かめ山やまの、下は泉いずみの深ければ、苔こけ生ふす岩いわ屋やに松まつ生おひて、梢こずえに鶴つるこそ遊ぶなれ……」

　得とく意い気げに朗ろう々ろうと謡う艶乃姫を見ながら微び妙みような顔の富雄。

　正月に神じん社じやへ初はつ詣もうでに行くと流れているような感じの曲だが、随ずい分ぶんと間ま延のびした旋せん律りつで、リズムも何だか微び妙みようにずれているような感じがする。スピーカーから流れてくる音とは一いつ致ちしているので一応ちゃんとこれで合っているらしいし、元から声は綺き麗れいで良く通るのだが、しかし音おん痴ちなのか上手うまいのかすら分からない。

　富雄は胸の内でまっする様さまに呼びかけた。

〔おいブタ、ちょっと〕

〔ん？　何やの？　今せっかく艶乃ちゃんが謡うとてるとこやのに邪じや魔ませんといてや〕

　腹の中からまっする様の声が返ってくる。

　邪じや魔まするなという事は、まっする様は楽しんでいるらしい。ってことは一応上じよう手ずな部ぶ類るいに入るのだろうか。

　富とみ雄おが首を傾かしげていると、艶あで乃の姫ひめが歌い終わった。

〔いや～、やっぱ艶乃ちゃんの謡うたいは絶ぜつ品ぴんやねぇ〕

　まっする様さまのしみじみした呟つぶやきが腹から響ひびく。

　艶乃姫は富雄の方を見ると、得とく意い気げに胸を張った。

「どうじゃ！　我が美び声せい、まさに梁うつばりの塵ちりも立ちて三日は居らざらんばかりであろう！」

　その顔を見て、富雄は返答に困った。

　軽く頰ほおを上じよう気きさせながら、ものすごい褒ほめ待ち顔。

　これは何か褒めてやらないと可哀かわい想そうな気がするが、どこを褒めればいいのかさっぱり分からない。しかし艶乃姫は変にプライドが高いところがあるから、トンチンカンな褒め方をしてはかえって機き嫌げんを損そこねてしまう気がする。どうしたものか。

「うん、まぁ何て言うか、ブタは満足っぽいし、いいんじゃねえの……？」

　曖あい昧まいに返事を濁にごす富雄。

「むぅ……。松まつ子こ。そちはどうじゃ」

　今度は松子に尋たずねる艶乃姫。

　しかし松子も誤ご魔ま化かすように苦く笑しようしながら首を傾かしげる。

「ごめんなさい。私にはちょっと難しくて……」

　イマイチ反応の良くない二人に、艶乃姫は不満げに腕を組む。

「むぅ。若い者には新しいほうが馴な染じみがあるかと思うたが、今いま様ようでは新しすぎて、そち達には分からんかの。ならば久く米め歌うたはどうじゃ」

「くめうた……？　それは入ってねえな」

「むぅ。左さ様ようか……」

　富雄が検けん索さくして首を横に振ると、艶乃姫は残念そうに肩を落とした。

　そこへ話題を変えるように松子が言う。

「歌ってると喉のどが渇かわくだろうから、飲み物持ってくるね。艶乃ちゃん何がいい？」

「ん。では紅こう茶ちやをもて。えげれすより伝でん来らいの茶での。今朝けさ、富雄の母めに振る舞われたが、牛の乳と砂糖を入れて甘くすると実に美び味みなるものじゃ。知っておるかの？」

「ミルクティーね。大だい丈じよう夫ぶ。用よう意い出来るよ。温かいのがいい？　それとも冷たいの？」

「温かいのが良いの」

　そこへ富雄がハッとして口を挟んだ。

「あ、ちょっと待った。そのミルクティー、缶かんに入ってる奴やつにしてくれる？」

「え？」

　キョトンとして富雄を見る松子。

　富とみ雄おは苦く笑しようしつつ艶乃姫の頭をポンと叩たたく。

「いや、コイツその、神様にお供そなえ物とかする係してて、ちゃんと清きよめた物じゃないと食べちゃ駄だ目めでさ。清きよめてない物が出ると、考え無しにすぐ塩ぶっかけちまうんだ。ミルクティーに塩ぶち込んだらしょっぱくて飲めないだろ？　でも缶かんに入ってれば、缶の外から清めれば大だい丈じよう夫ぶだからさ」

「はぁ、なるほど。大変なんですねー。じゃあ、富とみ雄おさんも缶入いりのほうがいいですか？」

「んー、俺おれはそこまでしなくてもいいんだけど、まあどうせだから同じのでいいや」

「はい、分かりました。じゃあ缶のミルクティー二つ、ホットで。少しお待ち下さいね」

　松まつ子こはそう言ってお辞じ儀ぎすると、全身の体重を掛けるように重いドアを開けて部屋を出て行った。

　それを見送ってから、艶あで乃の姫ひめが富雄の顔を見上げる。

「よし、それでは松子めが戻ってくるまで謡うたっておるとするかの。富雄。今いま一度越え天てん楽らくを奏そうせ。こう見えても儂わしは流行には聡さとい方で、今いま様ようは色々知しっておるでの。一ひと晩ばんでも謡い明かせるぞ」

　再び越天楽に合わせて謡い出す艶乃姫。さっきとはちょっと歌か詞しが違うようだが、間ま延のびしすぎて富雄には聞き取れないのでよく分からない。

〔よっしゃ。ほなおっちゃんも一いつ緒しよに謡ったろ〕

　まっする様さまもそう言って、声を合わせて歌い出す。

　富雄は一人だけ取り残されて間まが持たない。

　そもそも富雄の目当ては松子であって、艶乃姫と二人きりになってもしょうがないのだ。

「早く戻ってきてくれねーかなー……」

　ノリノリな様よう子すで謡う艶乃姫とまっする様の声を聞き流しながら、富雄はそわそわと松子の帰りを待つのだった。




　松子は一いつ旦たん上うえに上がって紅こう茶ちやの缶を二つ取ってくると、富雄達たちのいる部屋へは戻らず別べつ室しつに足を運んだ。

　正面のモニターには富雄と謡っている艶乃姫の姿すがたが映し出されている。

　松子はその様よう子すをチラリと眺ながめてから、部屋の隅すみに据すえ付けられた大きな機き械かいのスイッチを入れた。

　ゴォンと低い音がして、何かが作動し始める。

　モニター上の富雄の映えい像ぞうが赤い太おお枠わくで囲まれ、そこに重なるようにして文字のような図ず形けいのような不ふ思し議ぎな記号の列が連続的に表ひよう示じされた。富雄が少し姿し勢せいを変えたり体を動かすたびに、記号の列は大きくその表示を変える。

　その様子を見ながら驚いたように目を見み張はる松子。

「すごい……！」

　やがてその表情が歓かん喜きに変わる。

「やっぱり実じつ物ぶつは桁けた違ちがいだわ……。囓かじりかけの草くさ餅もちやティッシュについた鼻はな水みずなんかとはわけが違う……！　彼こそが求めていた存在！　もう彼はここから帰せないわ……！」

　机の引き出しから粉ふん末まつ状じようの薬やく物ぶつの包みを取り出す松まつ子こ。

　だが、そこで手て元もとの缶かんを見てハッとする。

「これじゃ睡すい眠みん薬やくを入れるわけにはいかないわね……。もちろん、どっちみちこういうのは最後の手段のつもりだったけど……」

　松子は考え直すように包みを戻した。

　それからふとモニターに視線を戻して、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。

「あれ……？　どういう事……？」

　富雄の周囲を囲むように表ひよう示じされた新たな記号の列を凝ぎよう視しして呟つぶやく。

「彼の中ではこんな桁けた違ちがいなのに、外への作用がちっとも検けん出しゆつされないなんて……。これじゃ、昨日きのうの鼻水のほうがまだマシなレベルじゃない……」

　口くち元もとに手を当てたまま考え込む松子。

「……どうする？　これじゃ連れて帰っても意味がないんじゃ……」

　しばらく自じ問もん自じ答とうするかのように黙だまり込んでいたが、やがて何か決心したように顔を上げた。

「……まあいいわ。力が外に漏もれていない理由なんて、本ほん人にんに直接聞きいてみれば済む事だし」

　松子は自分に言い聞かせるように呟くと、着ていた服を脱ぎ去った。その下から、テカテカと光こう沢たくのあるぴっちりしたボディスーツ姿すがたが現れる。

「元々、出来るだけ同どう意いの上で連れていくつもりだったんだし、こちらとしても正しよう体たいを明かしてお願いすべきよね」

　体のラインが顕あらわになった松子の胸むな元もとで、大きく開いた襟えり元もとから覗のぞくこれみよがしな二つの膨ふくらみが妖あやしく跳ねた。
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「……遅いな」

　艶あで乃の姫ひめの謡うたう今いま様ようを聞きながら、富とみ雄おはちらちらとドアを眺ながめては、飲み物を取りに行った松まつ子この戻りを待っていた。

　一曲謡い終えた艶乃姫が富雄の言葉にうなずく。

「確かに、ちと帰りが遅いようじゃの。少し喉のどが渇かわいた故ゆえ、早はよう何か飲みたいところじゃが」

　そこへ、ちょうどタイミングを見み計はからったかのようにドアが開いた。

　そして松子が姿すがたを現す。

「お待たせしました」

「おお、待ちわびたぞ！」

　艶乃姫がぱぁっと顔を輝かせてから、松子の姿すがたを見てびっくり仰ぎよう天てんした。

「なっ、何じゃその方、人ひと前まえでその格かつ好こうは！　気でも狂うたか？」

　さっきまでの地じ味みな格好と打って変わって、金きん属ぞく的な光こう沢たくの生き地じに全身のラインがはっきり見えるぴっちりとしたボディスーツ姿。まるで一ひと昔むかし前まえのＳＦに出てくる未来人じんだ。しかし、薄くてぴっちりしていておっぱいの形までくっきり見えるこの格好。二本に分かれた両足が見えるズボンですらはしたなくて穿はきたくないという艶乃姫の感覚からすれば、こんな格好で人ひと前まえに出てくるなど発はつ狂きようしたか悪いモノに憑つかれたかのどちらかだ。どちらにせよ、今すぐ土ど蔵ぞうか座ざ敷しき牢ろうに放り込むべきレベルである。

　だが、富雄が大おお慌あわてで艶乃姫の言葉を遮さえぎった。

「馬ば鹿か！　俺おれへのサービスに決まってるだろ！　変な事こと言って元の格好に戻ったらどうすんだ！」

〔そやで艶乃ちゃん！　富雄ちゃんの言う通りや！　滅めつ多たな事言うたらアカン！〕

　まっする様さまも富雄に加か勢せいした。

　それを受けて、釈しやく然ぜんとしないながらも大人おとなしく黙だまる艶乃姫。

　だが松子は落ち着き払った様よう子すで、首を横に振った。

「いえ、サービスではありません。これからするお話の前に、私の正しよう体たいを明かしておくべきだと思いましたので」

「正体？」

　怪け訝げんそうに聞き返す富雄。

　艶乃姫も目をぱちくりさせる。

　松子はさっきまでとは雰ふん囲い気きを一いつ変ぺんさせ、床に膝ひざを突くと改まった調子で唐とう突とつに切り出した。

「私は遥か銀ぎん河がの果てからやってきた宇宙人じん、パイン・オーツ。あなたを私の故こ郷きようの惑わく星せい[image: ν]ニユー一〇〇〇へ連れ帰るのが、私に託された使し命めい。お願いです富雄さん。私達を救って下さい」

「はい？」

　余りに唐とう突とつすぎる申もうし出に、富雄の思し考こうは一いつ瞬しゆん停止した。

　一方、艶あで乃の姫ひめは何やら納なつ得とくしたようにポンと手を打った。

「ほほう。外とつ国くに人びとであったか。その見み慣なれぬ格かつ好こうは蛮ばん夷いの風ふうかの。昨さつ今こんは切キリ支シ丹タンのご禁きん制せいも解とかれて伴天連バテレンの船が大おお勢ぜいやってきておるそうじゃが、そちもその一いつ派ぱかの？　わくせいにゅーせんとやらはいずこにあるのかの？　ルソンよりも遠いかの？　阿蘭陀オランダの近くかの？」

「えっと……さすがにオランダよりはもうちょっと遠いかな……」

　パイン・オーツは困ったように誤ご魔ま化かし笑いを浮かべる。

「左さ様ようか。そんな遠くからよく参まいったものよ。まあよい、安心致いたせ。外つ国人であろうが何であろうが、そちと儂わしとはもう友じゃ。友が助けを請こうならば、手を貸すのが当とう然ぜん。儂の富とみ雄おめがそちの役に立てるというなら遠えん慮りよは要いらぬ。何に困っておるかは知らぬが、何なりと申もうし付けるが良い」

　頰ほおを上じよう気きさせながら、えへんと得とく意い気げな顔で言う艶乃姫。背伸びをしたい年とし頃ごろのまま成長が止まっている艶乃姫にとって、人に頼られているという事じ態たいほど嬉うれしい物はないし、生き神として千年生いきてきた間に身に付いた習しゆう性せいとしても、人に頼られ縋すがられたらいいところを見せてやらないわけにはいかないのだ。

「勝かつ手てに承しよう諾だくしてんじゃねえよ」

　艶乃姫の言葉に我に返って一応ツッコむ富雄。

　そして、まだ半はん信しん半はん疑ぎのまま改めてパイン・オーツに問い返す。

「けど救えって言われても、何すりゃいいんだ？」

　パインは顔を上げて富雄の顔を見た。

「実は、私の星はおよそ一九〇の国に分かれているのですが、地球時じ間かんで四年に一度、世界中の国の代表が集まって、スポーツの大会を行うんです」

「オリンピックみたいだな……」

「はい。まさにその通りで、我が母ぼ星せい[image: ν]ニユー一〇〇〇でも、代表選手はそれぞれの国の威い信しんをかけて熾し烈れつな戦いを繰り広げます。ですが我が星ではこれは一種の代だい理り戦争であり、単純なスポーツの祭さい典てんというわけではありません。種目ごとに土地と面積が割り当てられていて、金メダルを取った国がそこの使用権けんを得る事になっているのです」

「土地が？　スポーツで領りよう土ど争いしてんのか」

「いわゆる領土とは少々違うのですが……」

　パインはどう説明しようかと少し考える素そ振ぶりを見せてから口を開いた。

「……実は私の故郷の星では有ゆう史し以前よりずっとエネルギーの大たい半はんを太陽光こうでまかなっているのですが……」

「ははあ。そりゃまたエコで結けつ構こうな話ですなぁ」

「エコ？　地球の人は太陽光こうをメインに使ってないからそんな吞のん気きな事が言えるんですよ……」

　富とみ雄おの適当な相あい槌づちに、パインは遠い目をすると鼻で笑った。

「エネルギーを全て太陽光こうでまかなうという事は日につ照しよう面積と利用可か能のうなエネルギーが直じかに比ひ例れいするという事で、国こく土ど面積イコール国こく力りよくとなります。しかし有ゆう史し以前より太陽光エネルギーを利用してきた我が星ではすでに太陽光プラントのエネルギー変へん換かん効こう率りつもプラントの設せつ置ち可能面めん積せきも限界に達しており、新たな経けい済ざい活動のために新しん規きにプラントを設置しようと思えば、他た国こくの領りよう土どを奪うばう以外にありませんでした。太陽光プラントは面積と出力が比例しますが、農業や林りん業ぎようのための土地だって必要ですし、それにむやみに太陽光プラントを立てると山や森林が失われたり、極きよく端たんな場合には地ち表ひようの温度が変わって気き流りゆうに影えい響きようを与え、異常気き象しようが頻ひん発ぱつしますし……。お陰で私の星では何千年もの間ずっと血ち生なま臭ぐさい領土争あらそいが絶えませんでした。地球人じんがテレビや何かで太陽光発はつ電でんをエコだのクリーンだの言うたびに、何のブラックジョークかと思って聞いてますよ」

「はぁ……。適当こいてすんませんでした……」

　何となく小さくなって謝る富雄。

　パインは話を続ける。

「しかし数千年に亘わたる悲ひ惨さんな戦争にどの国も疲れ果て、とうとう星ほし中じゆうの国の代表が集まって一つの決定をしました。それが、戦争の代わりに各国の代表がスポーツによって競い合い、その成績に応じて太陽光プラントを設置する土地を手に入れるという協きよう定ていです。さっきも言いましたが、全エネルギーを太陽光に頼る我わが星では、太陽光プラントの面積がそのまま国の利用可か能のうエネルギー上じよう限げんを決め、直ちよく接せつ国力と国こく民みん生活に結びつきます。面積が減ればエネルギー供きよう給きゆう量りようが下がり、停電が起きて工場は止まり交通網もうは麻ま痺ひし産業は低てい迷めいし国民生活は困こん窮きゆうして自殺者や餓が死し者しやが増加してしまう。国の命めい運うんを左右するという事は国民一人ひとり一人の人生を、命を左さ右ゆうするという事。決して負けられない戦いです。そして私は母ぼ国こくにおいて、その大会の代表選手達の強きよう化か委員会の一いち員いんを務めているのです」

「なるほど。話は分かった」

　何だか堅かた苦くるしい話で八はち割わり方がた聞き流していた富雄だが、そんな事はおくびにも出さず、真ま面じ目めな顔をしてもっともらしくうなずく。

「要ようするに、猿さる神がみを素す手でで倒した俺おれのパワーを見込んで、代表の代わりとして出てくれってわけだな？　任せてくれ！」

　普ふ段だんのままのどちらかと言えば貧ひん弱じやくな二にの腕うでをグッと曲げて力こぶを作ろうとする富雄。

　しかしパインは即そく座ざに首を横に振る。

「いえ、そうではありません。私達の星の人間はこの私のように、地球人で言うところの女性と同じような姿すがたの者ばかりですから、そんな中に富雄さんが混じったら一発で余所よそ者ものだとバレてしまいます」

「それじゃあ俺は何をすれば？　練習相あい手てとかか？」

「いえ、富とみ雄おさんはただいてくれるだけでいいんです」

「は？」

　富雄はよく分からず首を傾かしげた。何もしなくていいってんなら楽でいいが、しかしそれじゃあ一いつ体たい何のために自分を星へ連れていこうというんだろうか。

　パインは新たな話を始めた。

「実は、我わが国には数百年前まえより伝わる国こく宝ほうがありまして……」

「国宝？」

「はい。一いつ見けんただの布なのですが、その側そばにいるだけで見る間に筋きん力りよくが増し、その布を振ればますますパワーアップ、その布を身に纏まとえばそれこそ怪かい力りき並ぶもの無しという不ふ思し議ぎな力を宿した布でして。しかも薬やく物ぶつなどとは違ってドーピング検けん査さでは異常は出ないのです。この布のお陰で我が国は常にメダル獲かく得とく数すうでトップを独どく走そうしていました」

「そりゃまた便利なモンが」

「ところが五年前、この大事な布を保ほ管かんしてあった建物で火事があり、この布も焼けてしまうという事件が起こったのです。ほんの端は切ぎれ程てい度どは残ったのですが、以前のような劇げき的てきな効果はもうありませんでした。表おもて向むきは失しつ火かという事で済ませましたが、ライバル国のスパイの仕し業わざである事は明めい白はく。我が国の代表選手の力を削そぐ事が狙ねらいでした。それ以来、我が国の選手達たちはどの競技でも成績が奮ふるわず、四年前の前ぜん回かい大会ではメダル獲得数は半はん減げん。スポーツというのは一度弱よわくなり出すと初しよ戦せん敗はい退たいを繰り返して出場試し合あい数すうも減り、試合経けい験けんも減って一いつ層そうの弱じやく体たい化かを招きます。今のままでは次の大会でのメダル獲得数も目標を遥かに下回る事になるのは確実。そうなれば国こく力りよくは落ち込んで選手強きよう化かのための予算も更さらに減り、負のスパイラルに落ち込んでいってしまいます。そうなれば私の給きゆう料りようも当とう然ぜん減って、場合によってはボーナスカットもあり得ます……。そのような最悪の事じ態たいを避けるため、私達はあの布についてあらゆる調査を行いました」

　そう言って、部屋にあるカラオケ用のモニターを指さした。

　そこには無む数すうの映えい像ぞうがスライドショーのように表ひよう示じされていく。

　パインの母ぼ星せいの様よう子すと思われる写真や焼けこげた布、代々保ほ管かんしてきた建物や保管記き録ろくの文ぶん献けん、そして数百年前まえにその布を母ぼ国こくへもたらしたという宇宙飛ひ行こう士しと宇宙船せん。

　更に映像が進むうちに、画面には富雄も衛えい星せい写真などでよく見み慣なれた星の姿すがたが映し出された。

　青き水の惑わく星せい、地球。

　映像は地球にクローズアップしていき、日本列れつ島とうのとある地点に降りたったところでカメラが停まった。

　見み覚おぼえのある建物と山が映し出される。

「こっ、これは……？」

　富雄は思わず声を上げた。

　パインは静かにうなずいた。

「そう。数百年前まえに祖そ先せんの宇宙飛ひ行こう士しが訪れたのは地球。そして持ち帰った謎なぞの布とは、この益荒ますら山さんに鎮ちん座ざする筋きん肉にくの神まっする様さまの御ご神しん宝ぽうだったのです！」

　モニターに映った益荒神じん社じやをバーンと指すパイン。

「な、何ぃーっ！」

「何と、大切な御神宝が外とつ国こくに盗ぬすみ出された挙あげ句く、焼かれてしもうたとは……！」

　驚く富とみ雄おとショックの艶あで乃の姫ひめ。

「じゃあつまり、地球へ来たのは新たな神宝を手に入れようと……？」

「その通り。私は新たな神宝を手に入れるため、今から三年ほど前にこの地球にやってきたのです。幸いにして我々の外がい見けんは地球人じんとよく似ていますから、潜せん入にゆう捜そう査さは簡単でした。ＵＦＯを格かく納のうするための建物を手に入れ、怪あやしまれないようカラオケボックスにして、店長も雇やとい、私はバイトの振りをして、神宝を持つ人間が来店しないか密ひそかにチェックしていたんです。まっする様は地元の氏うじ子こから使いの『鼠ねず人びと』を選び、神宝を授さずけて、何かある時はこれを遣つかわしめるという事は、布を持ち帰った飛行士の記録から分かっていましたから」

「来店者しやのチェックって、そんな事された記き憶おくねえぞ……？」

「もちろん気付かれないようにしてましたから。焼け残った布を調査して、まっする様の力を検けん出しゆつするための装そう置ちを作って店内全すべての個室をチェックしていたんです。もちろん、カラオケが嫌きらいな人もいますし、益荒市しと言っても広いですから、全ての住民がチェック出来るわけではないので、時々ＵＦＯで出かけては、体たい格かくが良さそうな人を捕ほ獲かくして検査にかけるという事も続けてきました。また益荒神社に忍しのび込んで、神宝らしき物を見つけてはこっそり持ち帰って検査したりもしました。しかし、成果は全く上がらず、オリンピックの開かい催さい日びは刻こく一いつ刻こくと近づいてくるばかり……。このままでは私は故こ郷きようの星に帰る事も出来ないところでした」

「まあ、力の宿った神宝の類たぐいは一つ残らず売っちまったらしいからな……」

「鼠人も先せん日じつ富雄を任にん命めいするまでおらんかったしの」

　富雄と艶乃姫は顔を見合わせて肩を竦すくめた。

　パインはまだまだ話を続ける。

「ところが先日、謎なぞの猿さる神がみが出現した事で事じ態たいは急きゆう変へんしました。あの猿の強化された肉体の様よう子すに、私はまっする様の力の影えい響きようを疑いました。そして、危険を冒おかしてあの猿神を店までおびき寄せ、検出装そう置ちでチェックしてみると、確かにまっする様の力が見られたのです。私は喜びました。やっと念ねん願がんの神宝を所しよ持じした者を見つけたと。ところが、入り口を潜くぐらせ検査したまでは良かったのですが、その後大おお暴あばれされて店内は滅め茶ちや苦く茶ちや。護ご身しん用ように星から持ってきてあった武ぶ器きの類たぐいも全く通用せず、雇った店長は怪け我がをして入院、店は荒らされて猿の遊び場になるという、大変な事じ態たいになってしまいました。もちろんそんな状態では猿神を捕とらえて神宝を奪うばうなんて事は夢のまた夢。ＵＦＯが壊こわされないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいでした。何たって、地球くらい簡単に破は壊かい出来るはずの惑わく星せい破壊ビーム砲ほうですらまるで通用しませんでしたからね、あの猿さる神がみは。ホント参まいりましたよ。富とみ雄おさんが退たい治じしてくれなかったら今いま頃ごろどうなっていた事やら……」

　それを聞いた富雄は思わずツッコんだ。

「地球くらい簡単に破壊って、なんちゅう物ぶつ騒そうな武ぶ器き持って来てんだよ！　戦争でもおっ始める気か！」

「いえ、あくまでそれは宇宙航こう行こう中ちゆうに隕いん石せきや小しよう惑わく星せいとの衝しよう突とつを避ける目的でですね……」

「大体、そんなモンがもしあの猿に通用してたら、そのまま地球ごと木こっ端ぱ微み塵じんじゃねえか！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ちゃんとＵＦＯに乗った状態で発はつ射しやしましたから、もし地球が壊こわれたとしても私は無ぶ事じなはずでした」

「問題はそこじゃねえ！　……っていうか、この店が猿に襲おそわれたのって自じ業ごう自じ得とくだったのか」

　意い外がいな事実に呆あきれる富雄。

「とにかくそういうわけで猿神捕ほ獲かくは一いつ旦たん諦あきらめたんですけど、その後でまっする様さまの鼠ねず人びとに任にん命めいされた人が現れたっていう話を商店街がいの人から聞いて、しかもその人が人ひと身み御ご供くうになりすまして神じん社じやで猿神を退治するっていうんで、一体誰だれが鼠人に選ばれたのかチェックしておかないとと思って、ＵＦＯで上空から見てたら富雄さんだったんです。力をなくした猿神のほうも一いち応おう捕獲して検けん査さしてみたんですけど、神しん宝ぽうらしき物も見当たらず、もうまっする様さまの力の反応も出なくて」

「そうか……。あの晩ＵＦＯが現れたとか猿神を回かい収しゆうしたとかって噂うわさは一応本当だったんだな……」

　富雄は、学校で友人達たちから聞いた話を思い出して呟つぶやいた。

「それで、猿神の奴やつは諦あきらめて、俺おれから神宝を譲ゆずってもらおうと思って近づいたってわけか」

「そういう事です」

　うなずいて富雄を見つめるパイン。

　富雄は困ったように頭を搔かいた。

「でも、俺の場合は神宝授さずかったっていうんじゃなくて、ブタの肉食わされて同どう化かしただけだからなぁ」

「それは昨日きのうお家うちへ伺うかがった時に艶あで乃のちゃんからも聞きましたが、大丈夫です。富雄さんの体それ自体が神宝になってるんですから、富雄さんが来てくれればそれだけできっと効果は現れるはず」

「なるほど……」

　富雄は真剣な顔で腕を組んだ。

　今の話をまとめると、つまり女の子しかいない星で女の子に囲まれて神しん宝ぽうとして大事にされながら、時とき々どき代表選手にすりすりしてやってりゃいいって事らしい。なかなかいい話だ。こんな美味おいしい話は滅めつ多たにあるもんじゃない。断る理由を探す方が難しい。

　だがそこでパインは少し表情を曇くもらせた。

「ですが、実は一つ問題が……」

「問題？」

「実はさっき富とみ雄おさんを検けん査ささせてもらったのですが……。確かに富雄さんの体内で働いているまっする様さまの力は桁けた違ちがいなのですが、それが外部に一いつ切さい作用してないんです。これでは富雄さんを連れ帰っても、ちゃんと選手の強化が出来るかどうか……」

　部屋のモニターに、分ぶん析せき装そう置ちからの映えい像ぞうが映し出される。

「これが富雄さんをスキャンして筋きん量りようを測定した数すう値ち。そしてこの周囲にあるのは、まっする様の力の検けん出しゆつ用ように壁かべや床ゆか下したなどに配置した人じん工こう筋きん繊せん維いの数値です。これらの人工筋繊維には常に一定の負ふ荷かをかけてありますから、本当なら神宝が近づいた瞬しゆん間かんに筋量が急きゆう増ぞうするはずなのですが……」

　富雄の体内では、富雄が少し体を動かすたびに筋きん肉にくの最小単たん位いである筋きん原げん繊維の数が激しく増大し、しばらく休むと元に戻るという事を繰り返しているが、まっする様の力の検出用に部屋の周囲に配置された人工筋繊維では、富雄との距離に関係なく反応は一切ない。

「へえ。何でだろうな？」

　富雄も首を傾かしげた。

　そこへまっする様の声が腹から響ひびく。

〔そら当たり前やで。持ち主決まってない状態やったら誰だれ彼かれ構わず作用するかもしらんけど、富雄ちゃんに与えた力は富雄ちゃん専用やもん。富雄ちゃんが生きてる限り、富雄ちゃん以外に作用なんかするわけあらへんよ〕

「マジか。それじゃあ駄だ目めじゃねえか！」

　思わず声を上げる富雄。

「畜ちく生しよう！　女の子にすりすりしてやるだけの簡単なお仕事で一生うはうは状態で過ごせるはずが……！」

　ガックリ落ち込むと、這はい蹲つくばって床を叩たたく富雄。

「と、富雄さん？　どうしたんですか？」

　富雄の様よう子すを見て驚いて声を掛けるパイン。神であるまっする様の声を聞く事が出来るのは富雄と艶あで乃の姫ひめだけだ。突とつ然ぜん落ち込んだ富雄に、一いつ体たい何事かと目をぱちくりさせる。

　富雄と一いつ緒しよにまっする様の話を聞いていた艶乃姫が説明した。

「今まっする様からお告げがあった。それによると、富雄に与えた力は富雄だけのもの故ゆえ、他の者がその恩おん恵けいに与あずかる事は叶かなわぬそうじゃ」

「そ、そんな……！」

　今度はパインが愕がく然ぜんとして床に崩くずれ落ちた。

「やっと……やっと見つけたのに……。これでやっと故こ郷きように帰れる、国のみんなも救えると……そう思ったのに……」

　目め元もとにうっすらと涙が浮かぶ。

　床に手をつきうなだれたパインの胸むな元もとの二つの膨ふくらみが、沈んだ胸の内を表すように重たげに揺れた。

　それを見た富とみ雄おは思わずハッとした。

　おっぱいが……！

　おっぱいが悲しんでいる……！

　次の瞬しゆん間かん、富雄は目が醒さめたようにカッと目を見開いた。

　彼女の話がどこまで本当なのかは分からない。

　宇宙人じんだなんていきなり言われても、そうあっさりと信じられる物ではない。

　だがしかし、今の話が本当だろうとデタラメだろうと、今いま目の前で揺れているおっぱいは紛まぎれもなく本ほん物もののはずだ。悲しむおっぱいを目の前にして何もしないなんて、そんな奴やつは男じゃない。

　富雄の拳こぶしがグッと固く握られた。

　そして力強く立ち上がる。

「いや、待つんだ松まつ子こさん、改め宇宙人パイン・オーツ！　ブタの力を俺おれが独どく占せんしてしまうのは、あくまで俺が生きている間だけだとブタは言っていた！　だったら俺が死ねば、後には力の所しよ有ゆう者しやを失った神しん宝ぽうとしての俺の体だけが残る！　そうなれば、キミの国の人達も力を得る事が出来るし、キミの目的も果たせるはずだ！　そうだよな、ブタ？」

　まっする様さまに確かく認にんを取る。

〔えっ？　そらまあ、多た分ぶんそうなるやろけど……〕

　まっする様の返事が戸と惑まどい気ぎ味みに腹の中で響ひびいた。

　富雄の顔に静かな微笑が浮かんだ。そして、床にくずおれたパインの肩を両手でそっと抱き起こす。

　パインは思わずハッと顔を上げた。

　富雄はその潤うるんだ瞳ひとみをじっと見つめる。

「……キミの星へ行こう。そして、キミの国の人達全すべてのおっぱいを揉もませてくれ。しかる後、俺はキミのために死のう」

　どこまでも優しく、しかし断だん固こたる決意を込めた声。

　艶あで乃の姫ひめが驚いて富雄の腕を引っ張った。

「ちょ、ちょっと待たぬか富雄！　何を言い出す！　そちは儂わしの家け来らい！　そちの命は儂の物ぞ！　そちが死ぬなど、儂わしは断じて許さぬぞ！」

　富とみ雄おは取り合わず、そっとその手を振りほどいた。

　そしてパインに向かって頼む。

「コイツはまだガキだ。故こ郷きようを離れて遠い星へ連れていくには幼すぎる。それにコイツには、ブタを祀まつる大事な務めがある。家に帰してやってくれ。行くのは俺おれ一人でいい」

「何を申もうすか富雄！　そちは儂の家け来らいぞ！　常に儂の側そばに侍じして仕つかえるべきそちが、勝かつ手てに儂の元を離れて何とする！」

　再び富雄に縋すがり付く艶あで乃の姫ひめ。

　一方パインは、富雄の信じがたい申し出にしばし言葉を無くしていた。

　前の日に採さい集しゆうした富雄の体から出た老ろう廃はい物ぶつは、確かに神しん宝ぽうとして周囲に影えい響きよう力りよくを発はつ揮きしていた。ならば、富雄が死ねばその遺い体たいそのものが神宝としての効果を発揮するのは間違いないだろう。

　富雄が死んでくれれば、パインは目的を果たせる。そうすればきっと次の大会では目標のメダル数に届く。パインや国のみんなの都つ合ごうだけを考えれば、そうしてくれるのが確かに最さい善ぜん。

　最初から、いざとなったら強ごう引いんに閉じこめて連れ去る事だって避けられないかもしれないとは考えていたのだ。それと比べれば、本ほん人にんの合ごう意いの上で死んで貰もらうほうがずっと話は簡単に済む。

　パインの中の合理的で冷れい徹てつな部分は、富雄の申し出を素直に喜んだ。「ありがとうございます」「よろしくお願いします」。その言葉が喉のど元もとまで出かかった。

　だがしかし、パインの中の別の部分がそれを拒きよ絶ぜつした。

「そんな……駄だ目めです……！　私達のために死ぬだなんて、いくら何でもそれは……！」

　葛かつ藤とうを振り払うように大きく首を横に振る。

　それに連れて、胸のおっぱいもたゆんたゆんと揺れた。

　動どう揺ようするおっぱいを、富雄は静かな微笑と共に優しくそっと手で止める。

「男の命ってのは、後ご生しよう大事に取っておくモンじゃない。何かに捧ささげるためにあるんだ。長なが生いきは男の幸せじゃない。死に場所を得る事こそが幸せなのさ。おっぱいのために命を捧ささげて死ぬ。男にとって、これ以上の喜びはない」

「富雄さん……」

　パインは富雄を見つめた。

　その目に思わず涙が浮かぶ。

　何故なぜ泣いているのか、パイン自身にも分からなかった。

　悲しみとも喜びとも感謝とも違う何か。

　今まで経験した事のない感情。

　自分のために命を捨ててくれる人がいる。

　その事実が、パインの胸を直じかに揺さぶった。

　富とみ雄おの手が胸むな元もとから滑り込み、そっとパインの胸の膨ふくらみを包み込んだ。

　そして、ゆっくりと大だい胆たんに揉もみしだく。

　パインは目を閉じ、なされるがままに身を委ゆだねた。

　だがその時。

「ん……？」

　富雄は妙みような感かん触しよくを覚えて顔をしかめた。

　それとほとんど同時。

　右手で摑つかんだパインの左乳ち房ぶさが、突とつ然ぜんにゅるりと抜け落ちた。

「なっ!?　何じゃこりゃ!?」

　思わず声を上げる富雄。

　右手に摑まれたままのおっぱいからは細長い触しよく手しゆが無数に伸び、ぬらぬらとした粘ねん液えきを滴したたらせながらうねうねと富雄の手首に絡みついた。丸いおっぱいから無数の触手が生はえた姿すがたは、まるで大おお昔むかしのタコ型火か星せい人じんの想そう像ぞう図ずのようだ。

「ぬおおおおおお……っ！」

　手に絡みついた触手を引っぺがそうとして、ぶんぶんと右腕うでを振り回す富雄。左手を使えばもっと簡単に取れるかもしれないが、気持ち悪くて素す手でで触りたくない。
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　その時、右手に摑つかんだおっぱいから声がした。

「ま、待ってください富とみ雄おさん……！」

「うお！　おっぱいが喋しやべった！」

　富雄は思わず動きを止める。

「おっぱいではありません。私はパイン・オーツの左本ほん体たいです」

「は……？」

　目をぱちくりさせる富雄。　意味が分からず聞き返す。

「左本体って……？」

「私達の本体は、あなた方がおっぱいと呼ぶのに似たこの体なのです。ですがこの体はほとんど脳だけで出来ていて、運うん動どう能力も消しよう化か器き官かんも貧ひん弱じやくなので、生活するための体を左右一いつ対ついとなって分ぶん泌ぴ生せい成せいし、普ふ段だんはその体を使って暮らしているんです。それが富雄さんも見み慣なれている、地球人じんに似たあの二に足そく直ちよく立りつの体なんです」

　左本体の説明に、富雄は真まっ青さおになって戦せん慄りつした。

「な、何てこった……！　これはおっぱいじゃなかったのか……！　俺おれは今までおっぱいじゃない物をおっぱいだと思ってこの店に通っていたってのか！　冗じよう談だんじゃねえ！　危うくこんな偽にせ乳ちち星せい人じんのために死ぬところだった……！」

　左パインが喘あえぐように言う。

「あの、すみません……。驚くのは分かりますが、元に戻して下さい……。普段は栄えい養よう摂せつ取しゆや呼吸も全てあの体に依い存ぞんしているため、本ほん体たいの内ない臓ぞうは貧ひん弱じやくで、単たん体たいでは精せい々ぜい丸一日程てい度どしか生きられないんです……」

「あ、ああ、そうなのか。分かった……」

　富とみ雄おは我に返ると、とりあえず元に戻してやろうと手を伸ばした。

　だがその時。

　人ひと型がたの体に残った右パインはさっと部屋を飛び出した。

　そのまま外からドアを閉める。

「なっ！　おっ、おい！　ちょっと待てよ！」

　富雄は慌あわててドアを開けようとしたが、それより早くがちゃりと音がした。外から鍵かぎをかけられてしまったらしい。

「何しやがる！　お前の相あい方かた抜け落ちたままでどうする気だよ！」

　富雄はドア越しに叫んだが、どんな轟ごう音おんも通さない分ぶ厚あついドアに遮さえぎられて富雄の声は届かない。

「何なに考えてんだアイツ……？　片かた割われ残して逃げちまったぞ……」

　右手に残った左パインを見ながら、わけが分からず首を傾かしげる富雄。

「一いつ体たい右パインは何を……」

　左パインも不安げに呟つぶやく。

　その時、突然足あし元もとがぐらりと揺れた。

「何だ？　地じ震しんか!?」

「違います！　この振動は……！」

　青ざめる左パイン。

「まさか……！　こんな明るい時間に離り陸りくするなんて……！」

「離陸だと？」

　富とみ雄おが思わず聞き返す。

「そうです！　この部屋はカラオケボックスの建物ではなく、ＵＦＯの一室。右パインはこのまま母ぼ星せいへ発はつ進しんするつもりです！」

「何だと？　何でまたいきなりそんな行動に……！」

「きっと、富雄さんが私達の正しよう体たいに気付いて心変わりをして逃げるかもしれないと思ったんです。空に上がってしまえば、ここから逃げ出す事は出来ませんから」

「なっ？　なんちゅう強ごう引いんな……！」

「右パインは主に機械的知ち性せいと行動力りよくを司つかさどっています。目的を遂すい行こうするために最も合理的な行動を取り、それに伴う犠ぎ牲せいには頓とん着ちやくしません。そして私達の目的は、神しん宝ぽうを故こ郷きようへもたらす事。それさえ果たせるなら、地球人じんの前にＵＦＯを晒さらす事も、富雄さん自身の意志を無む視しする事も、右パインにとっては平へい気きなのです。私はそれを抑よく制せいし、情じよう緒ちよと良りよう識しきと社会性を司つかさどるのが役割なのですが……」

「つまりブレーキが壊こわれた状態って事か！　ブレーキ付きでも地球破は壊かいビームとか撃うつような奴やつが、ブレーキ外れちまったらどうなっちまうんだ！」

　富雄は必ひつ死しの形ぎよう相そうでドアの取っ手を握った。

「くそっ！　冗じよう談だんじゃねえ！　偽にせおっぱいしかいねえ星なんかに連れ去られてたまるか！」

　富雄は全身の力を込めて、鍵かぎの掛かったドアにぶつかった。







[image: 第六章　アブダクション]







　その頃、益荒ますら市しでは人々が空を見上げながら大おお騒さわぎをしていた。

　皆が指さすその先には、突とつ如じよ姿すがたを現した巨きよ大だいな円えん盤ばん型宇う宙ちゆう船せんの姿。

　一体どういう原げん理りで空を飛んでいるのか、騒そう音おんなどは一いつ切さい無い。

　しばしの間、ＵＦＯは無音のままゆらゆらと空中を漂っていたが、突如上空に向けて急きゆう加か速そくしたかと思うとあっという間に見えなくなっていった。




「こんなに頭がすっきりしたのは何年ぶりかしら……」

　人ひと型がたボディに残った右パインはＵＦＯのコントロールルームに駆かけ込むと、どこか狂きよう気きじみた笑えみを浮かべた。

　右パインの性質は目的遂すい行こうのための徹てつ底ていした合理的思し考こうとその実行。

　自分で目的設せつ定ていをする能力には乏しいため、行動指し針しんを決める際には情じよう緒ちよや良りよう識しきを司つかさどる左パインの助けがいるが、一度目的が設定されてしまえば良識や社会性を重んじる左パインの存在は右パインにとって邪じや魔まになる事も多い。右パインにとっては目の前の目的の達たつ成せいだけが重要であり、合法か違法かといった問題や他人の迷めい惑わく、長い目で見た時のデメリットなどは完全に関心外がいなのである。

　通常は左右の本体が共同して一つの意識を作り上げているため、左右の本ほん体たいの意見対立は悩みや葛かつ藤とうとして自覚される。そして、行動の制約となっていた左パインが外れた今、右パインは一切の悩みから解放された清すが々すがしい気分なのだ。

　生き生きとした表情でモニターを見る右パイン。

　そこには、富とみ雄おが体当たりでドアを破ろうとしている様よう子すが映っている。

「早さつ速そく神の力を発はつ揮きってとこね」

　まだ猿さる神がみを倒した時に比べればヒョロヒョロといっていい状態だが、全力で体当たりを繰り返す毎ごとに少しずつ体が大きくなっていくようだ。あの部屋に仕掛けたままの検けん出しゆつ装置が表ひよう示じする富雄の筋きん量りようは、着ちやく々ちやくと増えていく。

「やっぱり最さい大だい限げん力を発揮した状態で死んだほうが、神しん宝ぽうとしての御ご利り益やくも大きくなるのかしら……」

　右パインは不ふ穏おんな笑えみを浮かべると、手て元もとのパネルに指を這はわせた。

　それと同時にゴオンと重い音がして、格かく納のう庫この扉とびらが開く。

　中から現れたのは、蜘蛛くものような形をした多た脚きやく型の巨大な機械。元々は猿神を捕ほ獲かくするために製作した戦せん闘とう用ようロボットだ。

「どのみち死んで貰もらうんだから、ここで殺して連れ帰った方が手っ取り早いしね」

　素早くパネルを操そう作さして、富雄の顔をターゲットとしてロボットにインプットする。

「それからこっちは……」

　右パインの視線が、モニター上の艶あで乃の姫ひめと左パインを捉とらえた。

　艶あで乃の姫ひめは、富とみ雄おが星へ行って死ぬ事に反対していた。

　左パインも、富雄が死ぬ事には抵てい抗こうしていた。

　どちらも目的遂すい行こうの邪じや魔まだ。

「念のため、消しておいた方が確実ね」

　右パインはそう言うと、艶乃姫と左パインをターゲットに追加した。

　パネルを操そう作さする手つきに、躊躇ためらいは微み塵じんもなかった。




　一方、部屋に閉じこめられた富雄達たちである。

「くっそー！　何て丈じよう夫ぶなドアなんだ……！」

　全力で体当たりを繰り返す事こと数十回。

　結けつ構こう息も上がってきたが、ドアはびくともしない。

　腹の中からまっする様さまの心配そうな声がした。

〔ちょっと富雄ちゃん、何ちんたらやってんの？　もっと真ま面じ目めにやってや。このままやとホンマに他所よその星に連れてかれてまうで〕

「やってるっつーに！　つーか、猿さる退たい治じの時に比べて筋きん肉にく付くの遅くねえか？　てめえこそサボってんじゃねーだろうなブタ」

　富雄は呼吸を乱して肩を上下させながら、自分の腕を見下ろしてまっする様に問いかけた。猿さる神がみを倒した時は膨ふくれあがった筋肉で服が破れてしまうほどだったのに、今回は全然だ。やっと肩かた口ぐちが少し窮きゆう屈くつになってきたかもしれない程てい度どでしかない。

　腹の中から心しん外がいそうなまっする様の返事。

〔いや、鍛きたえれば鍛えるほど筋肉が付く力はもう富雄ちゃんに与えてるんやから、おっちゃんがサボろうが何しようが関係あらへんで〕

「だったら何でまだこの程度の筋肉しか付いてねえんだよ？」

〔そら、猿神退治の時とは負ふ荷かの掛かり方が全然ちゃうもん。鍛え具合に応じて筋肉付くんやから、負荷が軽かったら筋肉の増え方も少なくて当然やん。サボってんのは富雄ちゃんのほうやで〕

「負荷が足りねえって、これでもさっきから全力でぶつかってんだぞ！」

〔自分では本ほん気きのつもりでも、無む意い識しきのうちに怪け我がせえへんようブレーキかけてまうもんやからね。大おお猿ざるに殺す気でぶん投げられるんと比べたら全然足たらへんよ〕

「マジかよ。どうすれば……」

〔まあ、体当たりで一気に全ぜん身しん鍛えよなんて横おう着ちやくな事せんと、地じ道みちにダンベルとか使つこて個別に筋肉鍛えてくほうが最終的には多分早いで。今時お相撲すもうさんでも四し股ことテッポウだけやのうてウェイトトレーニング採り入れてる人多いし〕

「んな事言いったってダンベルなんかねえよ！　真面目にやれとか言っといて、そっちこそ状況分かってんのか！」

〔それもそやね……。ほなしゃーないからドア相手にぶちかまし続けるしかなさそやね〕

「それじゃ間に合わねえから言ってんだろ！　このままじゃ奴やつの星に着いちまう！」

〔ほんなら無む意い識しきにブレーキかけんのやめたらええやん〕

「やめたらって、無意識の内にやっちまってんのにどうしようもねえだろ！　それとも何か意識的にやめる方法でもあんのか！」

〔んー、例えば崖がけから転がり落ちてみるとか？　直接的な命の危険に晒さらされたら結けつ構こうブレーキ外れるモンなんよ。火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからとかあるやん。ああいうの〕

「崖なんかねえよ！　つーかそもそも、今だってすでに命の危険にゃ晒されてんだよ！」

　富とみ雄おはそう喚わめいて、ぐるりと室内を見回した。

　猿さる神がみとやりあった時は目の前に死の恐きよう怖ふがあったから嫌いやでも無む我が夢む中ちゆうにならざるを得なかったが、閉じこめられて外の様よう子すも分からない状態で知らない星に連れて行かれている最さい中ちゆうだと言われてもイマイチ実感が足りない。

　無む重じゆう力りよく状態で体が浮いたり地球が遠ざかる景け色しきが見えれば話は違うのだろうが、何らかの技術で地上と同じ重力を作り出しているらしく無重力にもならないし、部屋には元から窓がない。

　星に着いたら殺されるのかもしれないが、生あい憎にくと今いま目の前に敵がいるってわけでもない。

　このままではどうしても猿神退たい治じの時ほどの必ひつ死しさは沸わいてこない。

　まっする様さまが思いついたように言った。

〔ほな、アレやね。富雄ちゃん素直で単純やから、何か興こう奮ふんして我を忘れるような特別な御ご褒ほう美びでも用意したら、案あん外がい簡単にタガが外れてくれる気ぃするけどどう？　何か欲しいもんとかない？〕

「んな事こと言って、テメエどうせまた……！」

　おっぱいの大きな巫女みこさんとデートのはずが艶あで乃の姫ひめの子こ守もりに変えられた事を思い出して、思わずこめかみにピクッと青あお筋すじが浮かんだ。

　その時、一いつ緒しよにまっする様の話を聞いていた艶乃姫が、まるでわざと富雄の神経を逆なでしているかのようなタイミングで口を挟んだ。

「よかろう！　ならば富雄！　ここは儂わしが一ひと肌はだ脱ぬごう！　見事扉とびらを開けて見せた暁あかつきには、儂が再び褒美にでえとをしてやろうではないか！　さあ、もう一ひと踏ふん張ばり気き合あいを入れるのじゃ！」

　小さな両手をグッと握って励はげます艶乃姫。

　そこへまっする様の吞のん気きな声。

〔あ、それええんちゃう？　富雄ちゃんも行く前はなんやかんやゴネてたけど、帰ってきたら随ずい分ぶんご機き嫌げんやったしね〕

　二人して富雄の反応を待つ。

　だが、富雄はうつむいて黙だまり込んだまま返事もしない。

「これ富とみ雄お……？　いかがした……？」

〔ちょっと富雄ちゃん……？〕

　二人が心配になって声を掛けたその時。

「……テメエらやっぱりまたそれかああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっ[image: !!!!]」

　富雄の怒ど声せいが室内に鳴り響ひびいた。

　そもそも、何度も言うが富雄が褒ほう美びとして望んだのはおっぱいの大きな神じん社じやの巫女みこさん達とのデートであって、艶あで乃の姫ひめのお守もりなどでは断じてない。

　艶乃姫と出かけた帰りにそれなりに機き嫌げんが良かったのは、ただ単に思ったより出しゆつ費ぴが抑えられた事と、思いがけない松まつ子ことの遭そう遇ぐうがあったためである。

　しかもその松子の正しよう体たいは実は偽にせ乳ちち星せい人じんで、おっぱいだと思っていたのは実は宇宙人じんの本ほん体たい。これではお近づきになれたところで何の意味もない。

　つまり現げん時点に於おいて富雄は、猿さる神がみ退たい治じという仕事をさせられただけで、何の得もしていないのだ。騙だまされて、命いのち懸がけのただ働きをさせられただけなのである。

　それでも、思ったほど損しないで済んだからという事で、富雄は改めて褒ほう美びを要求する事もせず、寛かん大だいなる慈じ悲ひの心で我が慢まんしてやっていたのだ。

　おっぱいのためなら即そく座ざに死を選べる程ほどにおっぱいを愛しているこの富雄にとって、おっぱいとのデートを無しにされた憤いきどおりはどれほどのものか。それを敢あえて寛かん恕じよするために、一体如何いかほどの精神力と忍にん耐たいが必要か。艶乃姫はともかく、富雄同どう様ようにおっぱいの好きなまっする様さまなら分からぬはずはない。

　それなのに。

　神ともあろう者が、人の善ぜん意いに付け込もうとは！

　これが神のやる事か！

　こんな事が許されていいのだろうか！

　一いつ体たい人間は、いつまで神の横おう暴ぼうに虐しいたげられ続けねばならないのか！

　人間など所しよ詮せんは神の暇ひまつぶしの道具に過ぎないというのか！

　富雄の髪かみが逆さか立だった。

　本当なら神社の巫女さんとデートのはずが、騙されてガキンチョのお守りになった事への悲しみ。

　それでもおっぱいの大きなカラオケ屋のバイトの大おお津つさんがちやほやしてくれたからいいかと思っていたら、おっぱいと思っていたものは実は宇宙人の気持ち悪い本体部分だった事への嘆なげき。

　一いつ生しよう懸けん命めい町のみんなのために命を懸けて戦ったのに、おっぱいは手に入らず、手て柄がらはＵＦＯの噂うわさに取られ、全く報むくわれる事のない理り不ふ尽じんなこの世界そのものへの憤いきどおり。こんな世界を作った神々に対する怒り。

　それらの感情が綯ない交まぜになって、富とみ雄おは怒りに我を忘れた。

　全身の筋きん肉にくが滅め茶ちや苦く茶ちやに力りきんだ。

「こンのクソブタ野や郎ろうがああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!!]」

　この場にいないまっする様さまの代わりに、目の前のドアに向かって八つ当たりのように激げき突とつする富雄。

　まっする様の身み代がわりとなって富雄の怒りを一いつ身しんに受けたドアは、その凄すさまじい勢いに負けて大きく軋きしみ、哀あわれな悲鳴を上げた。

　二発、三発と体当たりを繰り返す毎ごとに、さっきまでとは段だん違ちがいのスピードで富雄の全身の筋きん肉にくが成長していく。

　さっきまでと打って変わって激しい調子の富雄に、艶あで乃の姫ひめが思わず目を見張る。

「富雄の奴やつ、でえとと聞いた途と端たんにこの気き合あいの入りよう……。この儂わしと二人で出歩くのがそんなにも楽しかったか。愛うい奴めが……」

　みるみる大きくなっていく富雄の筋肉を見ながら、艶乃姫は思わず一人ほっこり頰ほおを上じよう気きさせるのだった。




　一方、本ほん体たいだけになった左パインは触しよく手しゆでドアの脇わきのキー入力パッドに取りついていた。

　すぐ脇では富雄が力任まかせにドアを破やぶろうとしているが、いくら神の力を得た鼠ねず人びとといえども、特とく殊しゆ合ごう金きん製せいの分ぶ厚あつく重いこのドアを力ちから尽ずくで破れるわけはない。自分が何とかしなければならないと、触手を使って必ひつ死しでロック解かい除じよキーを入力する。

「どうして開かないの？」

　だが、何度やっても返ってくるのはエラーを告げる警けい告こく音おん。ドアのロックが解除される気け配はいはない。

　やがて左パインはハッとした。

「ひょっとして、右パインがコントロールルームから操そう作さして番号を変へん更こうしたのかも……」

　そう気付いて青ざめる。

「マズいわ！　このままじゃ何も出来ずに閉じこめられたまま[image: ν]ニユー一〇〇〇に到着してしまう……！」

　その時、左パインは突とつ然ぜん背後に尋じん常じようじゃない熱気を感じた。

　思わず振り向くと、そこには筋肉の塊かたまりのような富雄の姿すがた。

　さっきまでとはまるでサイズが違う。

　猿さる神がみを倒した時の写真と比べればまだ半分以下の大きさ程てい度どのはずだが、それでも圧あつ倒とう的な筋きん肉にく量りよう。着ている服はぴちぴちになって、今にもはち切れそうだ。部屋の中が急に狭くなったような錯さつ覚かくさえ覚える。

　富とみ雄おがドアノブに手を掛けた。

「どいてろ。番号なら俺おれが知ってる。一、二の三だ」

「一、二の三……？　そんなはずないわ！　ロックキーは十二桁けたの……」

　戸と惑まどいながら止めようとする左パイン。

　だが富雄はニヤッと笑ってパインの言葉を遮さえぎった。

「いいから見てろ。一！　二の！　三！」

　掛け声もろとも富雄はドアノブを捻ひねりながら体当たりをぶちかます。

　バキンともの凄すごい音がした。

　そして、壁からゆらりと外れるドア。

　分ぶ厚あついドア自体は富雄の力でもさすがに破れはしなかったが、その代わりドアを留めていた蝶ちよう番つがいが耐えきれずに壊こわれたのだ。

「ほらな？」

　富雄は開いたドアの前で得とく意い気げに左パインを見ると、外れたドア板を放り捨てる。

「まさか……」

　余りに強ごう引いんな力ちから業わざに呆ぼう然ぜんとする左パイン。

「ぼけっとすんな！　右偽にせ乳ちちのところへ行くぞ！」

　富雄は艶あで乃の姫ひめを広い背中に背負うと、左パインも右肩に乗せて部屋を出た。

「操そう縦じゆう室しつはどっちだ？」

　左右を見回して左パインに尋たずねる。

「ま、まずは右へ行ってください」

「右だな！　よし！」

　富雄がうなずいて駆かけ出そうとした。

　だがその時。

　廊下の向こうから、ガシャンガシャンと大だい質しつ量りようの何かが近づいてくる音が聞こえてきた。

　左パインはハッとする。

「この足音はまさか……！」

「どうした左偽乳！」

「この足音は、猿神捕ほ獲かく用ように製作した戦せん闘とう用ロボットです！　結けつ局きよく猿神には通用しませんでしたが」

「戦闘用ロボット？　何でそんなもんを今……？」

「今すぐ富雄さんを殺すつもりなのでしょう！　どのみち、神しん宝ぽうとして使うには殺さねばならない。だったらさっさと殺してしまえば、逃げられる事もなく後あと々あと楽だという判はん断だんではないかと……」

「けっ！　猿さる神がみにも勝てなかったロボットを、その猿神を倒したこの俺おれ様さまに差し向けるってか！　舐なめやがって！　返り討うちにしてやるぜ！」

　艶あで乃の姫ひめを一いつ旦たん下ろし、左パインも艶乃姫に預けると、富とみ雄おは強気の笑えみを浮かべて左右の拳こぶしを打ち鳴らした。

　そこへ廊下の角かどからロボットが姿すがたを現す。

「あなや！　あれは何ぞ!?」

　艶乃姫がびっくりして声を上げた。

　巨きよ大だいな蜘蛛くものような多た脚きやくボディ。高さは三メートルくらいあるだろうか。横よこ幅はばは通路の幅ギリギリいっぱいに広がっている。たくさんの脚あしが結けつ節せつしている中央部には、カメラらしきものがついているのが見えた。

「富雄！　あれはどうやって動いておる？　あれも蒸じよう気き機き関かんとやらか？　それとも伴天連バテレンの妖よう術じゆつかの？」

　信じがたいという顔をして目を見張る艶乃姫。

「馬ば鹿か！　危ねえから下がってろ！」

　富雄が慌あわてて艶乃姫を引っ張る。

　ロボットのカメラが、富雄のほうを向く。

　こちらを見つけたようだ。

　富雄もロボットを睨にらみ付けると、艶乃姫を背後に庇かばうようにずいっと一歩前に出た。

「来やがれロボット野や郎ろう！　生なま身みの筋きん肉にくの力って奴やつを思い知らせてやるぜ！」

　恐れることなく、自信満まん々まんで向かっていく富雄。

　だが次の瞬しゆん間かん。

　ロボットの、カメラの隣となりの陰になっているところが突とつ然ぜん光った。

「うおっ!?」

　富雄は驚いて思わず姿勢を崩くずす。

　その顔のすぐ脇わきを、高エネルギーのビームが通過した。

　富雄の顔が、ジュっと音を立てる。

　よろけたお陰で狙ねらいは逸それたが、掠かすっただけで頰ほおが一ひと筋すじ焼け焦こげた。

「あっ、危ねえ……！　飛び道具かよ……！」

　体勢を崩して尻しり餅もちをついた富雄は、火傷やけどした頰を押さえながら慌てて立ち上がる。

　左パインが思い出したように声を上げた。

「そういえば、あのロボットには超ちよう高温のビーム砲ほうが備え付けてあるんでした！　生なま身みではまず防げません！」

「最初に言っとけよ！　死ぬとこだったぞ！」

　振り返って文もん句くを言う富とみ雄お。

　左パインは申もうし訳わけなさそうに小さくなる。

「すみません……。ロボットの設計や製作は主に右パインの担たん当とうだったので、ついうっかり……」

　その時、艶あで乃の姫ひめが富雄のズボンを引っ張った。

「富雄！　見よや！　壁が！」

　艶乃姫の指さすほうを見ると、狙ねらいの逸それたビームは壁に当たったらしく、金属製せいの壁が高熱で溶けて穴が開いているのが見えた。

　ゾッと青ざめる富雄。

「ふっ、ふざけんな！　何だこの威い力りよく！　勝てるわけねえ！」

　さっきの威い勢せいはどこへやら、キョロキョロと後ろを振り返って逃げ道を探す。

　ロボットのカメラが、艶乃姫と左パインを捉とらえた。

「危ねえ！」

　富雄が咄とつ嗟さに二人を摑つかみ上げると、肩に担かついで走り出す。

　間かん一いつ髪ぱつ。今度は二人が立っていた床にロボットの発はつ射しやしたビームが穴を開けた。

「このままじゃやられる！　どっか隠かくれる場所はねえのか！」

　富雄は肩に担いだ左パインに尋たずねた。

　左パインが目の前の角かどを触しよく手しゆで指し示す。

「そこの廊下の角かどを曲がってください！　左右に部屋がたくさん並んでますから、その中の一つに隠れましょう！」

「そこの角だな！　よし！」

　富雄は廊下の角を曲がると、手て近ぢかな部屋のドアノブに手を掛けた。

「ふんぬっ！」

　ここのドアも頑がん丈じような金属製だったが、さっきと同どう様よう力ずくで引っ張り、蝶ちよう番つがいごと外して中へ入る。そして外れたドアを形だけ元の位置に押し込んで戻した。

　左パインがホッとしたように呟つぶやいた。

「取りあえずこれであのロボットの視し界かいからは姿すがたを隠せたはずです。どこにいるのか分からないのにビームを無む駄だ撃うちする事はないはずですし、どの部屋にいるかバレるまでしばらくは時間を稼かせげるかと……」

　だがその言葉が終わらない内に、部屋の壁の一部が赤く輝いた。

　と思う間もなく壁を貫つらぬいてビームが中まで飛び込んでくる。そのままビームは分ぶ厚あついドアの周囲を切り取るように四角く動き、焼き切られた壁が倒れてロボットが充分通とおれる幅の穴が開いた。

「おい！　あっさりバレてんじゃねえか！」

　富とみ雄おは左パインに文もん句くを言いながら、反対側の壁にある別のドアに向かって咄とつ嗟さに走った。必ひつ死しでそれを引き千ち切ぎると、室外へ脱だつ出しゆつする。

　左パインは申もうし訳わけなさそうに謝しや罪ざいした。

「すみません……。船内はどこも全て監かん視しカメラが仕掛けてある上に、マイクも完備してあるんでした……」

「だからそういう事は先に言えよ！」

「ごめんなさい。私は長期的な視し点てんとか広い視し野やで物事の価か値ち判はん断だんをするのが主な仕事で、右パインがいないと、すぐ目の前の緊きん急きゆう事じ態たいへの判はん断だんはどうしても粗あらがあるというか脇わきが甘いというか……」

「つーか、どこにもカメラとマイクがあるんじゃあ、隠かくれてもすぐ見つかる上に、相談事ごとも全部あっちに筒つつ抜ぬけじゃねーか！　どうすんだよ一体！」

「どうしましょう……」

　情なさけない返事を返す左パイン。

「あーもう頼りにならねえ奴やつめ！」

　富雄は舌した打うちをすると、とにかくロボットから距離を取ろうと必死で廊下を駆かけ抜けた。




　コントロールルームの右パインは、船内各かく所しよに仕掛けてあるカメラの映えい像ぞうで富雄達の居い場所を確かく認にんしながら悠ゆう々ゆうと微笑ほほえんだ。

「まさかあのドアを壊こわすなんて、さすがはまっする様さまに選ばれた神の使いの鼠ねず人びと様。素晴らしい力だわ」

　余よ裕ゆうたっぷりに呟つぶやくと、ロボットを操そう作さして富雄達の後を追わせる。

「でも、いくら強くなっても所しよ詮せんはただの筋きん肉にくの塊かたまり。あの猿さる神がみと違って、武ぶ器きが効かないわけじゃないのよね」

　猿神が厄やつ介かいだったのは一切の武器が通用しない事。

　戦せん車しやの主しゆ砲ほうでさえ傷一つ付かなかったのを見て物理的な侵しん徹てつ力りよくに訴える事はやめ、ロボットには超ちよう高温のビームを搭とう載さいしてみたのだが、それでも毛の一本さえ焦こがす事は出来なかった。惑わく星せい破は壊かいビームさえ効かなかったのだから、あのロボットのビーム砲では通じなかったのも当然だ。

　しかし、富雄の場合は違う。富雄が神に授さずかった力は「鍛きたえれば鍛えるほど筋肉が付く」というだけのもの。筋力が凄すごいという以外はただの人間であるのなら、何も恐るるに足りない。筋肉を構成する蛋たん白ぱく質しつなどほんの摂せつ氏し四十数度を超えた程てい度どで熱ねつ変へん成せいを起こし始めるのだ。鉄をも溶かす超ちよう高熱ビームの前では筋肉など完全に無む力りよく。抗あらがう事すら許されず、一いつ瞬しゆんにして消し炭ずみである。

　右パインは、まるで映画でも鑑かん賞しようするかのように、楽しそうな様よう子すで船内カメラから送られてくる映えい像ぞうを眺ながめた。

　富とみ雄お達は手て近ぢかなドアを無む理り矢や理り引き千ち切ぎって室内へ隠かくれようとするが、しかしロボットはお構いなしに壁をビームで切り抜いて富雄達を追いかける。そこで再び富雄達は別の部屋へ飛び込み、またしてもロボットが壁ごと壊こわして追いかける。

　蝶ちよう番つがいを軽かる々がる壊し、大人おとな三人分ぶんの重さはあるあの分ぶ厚あついドアを平気で引き千切る富雄のパワーはさすがと言わざるを得ないが、しかし生なま身みの体ではロボットのビームから身を守る術すべなどなく、ただ逃げまどうしかない。しかも富雄達は壁を迂う回かいしながら廊下に沿って走るしかないが、ロボットのほうは壁を壊して直線で最さい短たん距離を追えるのだ。壁を壊し部屋を突っ切って進めば当然床ゆかに瓦が礫れきが散さん乱らんするが、障しよう害がい物ぶつをまたいで越えられる多た脚きやく型がたロボットにとっては何も問題ない。戦せん闘とうで足あし元もとが瓦礫だらけになる事を見越しての多脚型なのだ。

「それにしても素早いわね。船内重じゆう力りよく、もっと増やした方がいいかしら……」

　チラリとモニターの端はしを見る。

　重力制せい御ぎよ装そう置ちが船内に発生させている重力は母ぼ星せいや地ち球きゆう上と同じ１Ｇ。この装置は本来、無む重力の宇う宙ちゆう空間で地上と同じように生活するためや、離り着ちやく陸りく時じや急きゆう停止、急旋せん回かいをした時にも船内を静かな状態に保つためのものなので、基本的には目標値ちは１Ｇ固定で使うのだが、設定を変えれば二倍までは増やす事が出来る。

　重力を二倍に増やせばそれだけでも富雄の動きは相当鈍にぶるはず。一方、たかが地上の二倍程てい度どの重力では、ロボットのビームには何の影えい響きようもない。それなら増やして富雄の動きを遅くしたほうが有利だ。

「ま、増やして損はないわよね」

　重力制御の数値を弄いじると、視線を富雄達の映像に戻す右パイン。

　ちょうど富雄達が洗せん面めん所じよに逃げ込む様よう子すが見えた。

　そして、洗面所の奥にあるシャワールームに立て籠こもる。

「なるほど。左パインの癖くせに考えたわね」

　右パインはニヤリと笑った。

　あのシャワールームのすぐ隣となりには機き関かん室しつがある。

　洗面所の間ま口ぐちは狭く、ロボットには通れない。だが壁を壊そうと迂う闊かつにビームを発はつ射しやして、うっかり機関部を壊してしまえば、ＵＦＯは航こう行こう不能になって富雄を星へ連れ帰る事も出来なくなる。

　左パインは元もと々もと右パインと統一した人格を共きよう有ゆうしていた相手。船内の事もロボットの事も知り尽くしているだけあって、いい場所へ逃げ込んだ。

　だがしかし。

「ロボット製作は私の仕事だから、左パインは細かい仕し様ようは覚えてなかったようね」

　右パインは素早くパネルを操そう作さした。

　多た脚きやくの内の一本が持ち上がり、先せん端たんに電動カッターの円えん盤ばん状じようの刃はが現れた。

　これなら流れ弾だまが機き関かん部ぶを壊こわす心配はない。

　金属の切せつ断だんも可能な超ちよう硬こう質しつの刃やいばが、唸うなりを上げながら高速で回転した。

「抵てい抗こうしても無む駄だよ。どのみちあなた達はこのＵＦＯの外には出られない。大人おとなしく死んで私の物になりなさい」

　右パインは勝ち誇ったように微笑ほほえんだ。
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　シャワールームへ逃げ込んだ富とみ雄おは、艶あで乃の姫ひめと左パインを下ろすとホッと大きく一つ息をついた。

　ここへ入った途と端たんに、ロボットのビーム攻こう撃げきがピタリと止んだのである。

　もちろんその理由は隣となりの機き関かん室しつに損そん傷しようを与えるとマズいからであるが、そんな事は富雄も艶乃姫も知らないし、右パインと分かれて単たん体たいとなった左パインでは、そこまで計算して逃げられるほど頭は働かない。

　というわけで何故なぜビームが飛んでこないのか理解している者は一人もいないのだが、何故飛んでこないのかと不ふ審しんがる者も一人もおらず、三人揃そろって取りあえず一ひと休やすみというところである。

「アイツ、ガキや左偽にせ乳ちちまで狙ねらって来やがった！　何なに考えてんだ！」

　まだ呼吸は乱れたまま、腹立ち紛まぎれに床を蹴け飛とばす富雄。何故かさっきから妙みように体が重くて、息が上がってしまっている。

　左パインが言う。

「艶乃ちゃんはさっき富雄さんが死んでもいいと言った時に止めに入ったので、目的遂すい行こうのための障しよう害がいと見なしているのでしょう」

「だとしても、自分の半はん身しんであるお前まで殺そうとするか普通？」

「私はなるべく平和かつ隠おん密みつ裡りに事を運びたいと思っていたので、今回の作戦においてはずっと右パインのストッパー役ばかりをしてきましたから。目的遂行の為ために手段を選ばない右パインからすれば、私の存在も邪じや魔まなのかもしれません」

「そんなんでよく一いつ心しん同どう体たいで生活してられるな。喧けん嘩かとかしねえのか」

　思わず呆あきれる富雄。

　左パインは少し憂ゆう鬱うつそうな声で答える。

「一いつ緒しよにいる時は意識も共きよう有ゆうして統とう合ごうされた一つの人じん格かくを形成してますから、意見の対立は全て悩みや葛かつ藤とうという形になるため、喧嘩にはなりません。ですが、分ぶん離りしてしまうと別べつ個この意識を持った存在に分かれてしまうので……」

「何か知らんがややこしい生き物だな。さすが宇宙人じん。わけ分からん……」

「そうですか？　私から見れば地球人のほうがよっぽど変ですけど……」

「そうか？　どこが変だよ？」

「だって地球人って、直ちよく立りつ二に足そく歩行になって骨こつ盤ばんが変形し産さん道どうが狭くなったにもかかわらず、むやみに脳のうを発達させて頭部が肥ひ大だい化かした結果、狭い産道に胎たい児じの巨きよ大だいな頭がつっかえて出産のたびに母ぼ体たいは命いのち懸がけなんですよ？　こんな矛む盾じゆんした進しん化か、有り得ないじゃないですか。私、地球へ来る前に地球人をモデルにしたＳＦ小説を書いて投とう稿こうしたら、『我々に似た姿すがた形かたちの異い星せい人じんを出そうという試みは分かりますが、出産のたびに母体に命の危険があるような生物種しゆでは数すう世代で絶ぜつ滅めつしてしまうはずであり、それが文ぶん明めい社会を築く程ほど繁はん栄えいするというのは設定にリアリティが無さ過ぎます』って選せん考こう委員に酷こく評ひようされましたからね。脳のうの巨きよ大だい化かと直ちよく立りつ二に足そく歩行を両立させようと思ったら、普ふ通つうは私たちみたいにほとんど脳だけの本ほん体たいにして更さらに左右を別べつ個こ体たいに分ぶん割かつして小さく産むっていう方向に進化するものだと思いますけど」

「……まあ、誰だれだって自分のほうが普通だって思うもんだわな」

　富とみ雄おは異い星せい人じんとの相そう互ご理解の難しさを痛つう感かんしながら肩を竦すくめた。

「それはともかく、二人セットだった時はこんな無む茶ちやしなかったとこを見ると、お前を元に戻して一つの人じん格かくに戻せば右偽にせ乳ちちの暴ぼう走そうは止まるのか？」

「はい。一つの人格になれば意見対立は葛かつ藤とうになります。葛藤している間は誰だれだって行動には出られません。私が富雄さんを殺す事に反対である以上、必ず止まります」

「そうなりゃ俺おれたちは解放されるんだな？」

「右パインは反対するでしょうから多少の葛藤はあるでしょうけど……。でも、行動の指し針しんを決める優ゆう先せん権けんはこちらにあります。私が責任を持ってお二人を帰します……！」

「んじゃやっぱ、何とかあのロボットをかいくぐって右偽乳のとこまで行く方法を考えるしかねえな……」

　富雄はそう言って、壁に身を隠かくしながら洗せん面めん所じよの出口に立ちふさがる多た脚きやく型がたロボットに目をやった。

　その時。

　部屋の外で、何かが回転するようなウィーンという唸うなりが聞こえた。

　そしてすぐさま、ギャリギャリギャリと何かを削けずるような耳みみ障ざわりな金属音おんに変わる。

「何だ……？」

　富雄が目をぱちくりさせて見ていると、やがて壁の中から火ひ花ばなと共に高速で回転する巨きよ大だいな電動カッターの刃はが出てきた。

　カッターの刃はゆっくりと上から下に降りていき、少しずつ壁が切断されていく。

「おい、ちょっと……。あんなモンまで付いてんのかよ」

　富雄は思わず凍り付いた。

　実は、ビームさえ何とかかいくぐって懐ふところに潜もぐり込む事が出来れば、後は力任まかせに何とかなるんじゃないかと考えていた。だが、あんな切れ味の電動カッターまで備えているなんて話が違う。これじゃ組み付こうと近づいたところで、あの巨大な電動カッターに胴どう体たいを真まっ二ぷたつにされるだけだ。

　富雄の見つめる目の前で、電動カッターはゆっくりと動きながら分ぶ厚あつい壁を四角くくり抜いていく。

　このままじゃ、壁は取り払われて中に入られる。

　あんな切れ味の電動カッターで襲おそってこられたら防ぎようがない。

　どれだけ固く締まった肉体を誇ろうとも、筋きん肉にくは所しよ詮せん筋肉。猿さる神がみによって石いし灯どう籠ろうや土つち壁かべが砕くだけ散るほどの勢いで投げつけられても無ぶ事じだった鋼はがねの肉体も、金属の壁すら容よう易いに切断するあの電動カッターの前では豆とう腐ふに等しい。

「ヤベえな……」

　富とみ雄おは狭いシャワールームを見回してギリッと奥おく歯ばを嚙かんだ。

　このまま逃げ場のないこの場所でじっとしていれば殺される。

　しかし、ロボットをかいくぐって右パインの元まで行こうにも、飛び道具を持っているあのロボットに背中を向けるのは危険過すぎる。部屋という部屋の壁が壊こわされまくっている現状では、身を隠かくすための遮しや蔽へい物ぶつもほとんど無いのだ。死にに行くようなものである。

　富雄が考えている間にも、ロボットは着ちやく々ちやくと壁を切り開いていく。

　富雄は咄とつ嗟さに叫んだ。

「ちょっと待て右偽にせ乳ちち！　取引をしようじゃないか！」

「取引？」

　艦かん内ない放送で右パインの問い返す声が聞こえた。

　ロボットの電動カッターが動きを止める。

　富雄は冷や汗あせを浮かべつつも、相手が乗ってきた事に少しホッとする。

「ああそうだ。お前はブタ……まっする様さまの力が宿った神しん宝ぽうなら何だっていいんだろ？　それならいい物がある！」

「いい物？　何？」

「あの猿さる神がみを生み出した元げん凶きようの、神宝の鈴すずだ！　倒した時に猿神が吐き出したんで、俺おれがまっする様の元に返した！　大人おとなしく俺たちを解放すれば、そいつをくれてやる！」

　まっする様が驚いた声を出した。

〔えっ！　ちょっと待って富雄ちゃん！　せっかく戻ってきた神宝、そないあっさりくれてやるて！〕

〔しょうがねえだろ！　このままじゃ俺もガキも一いつ緒しよに殺されちまうじゃねえか！〕

〔そらそやけど、せめて一ひと言ことおっちゃんに相談してからにするのが筋すじとちゃうのん……〕

〔そんな事こと言ってる余よ裕ゆうねえんだよこっちは！　それに神宝取りに行くにはどうせ地球に戻らなきゃなんねえんだから、そこでＵＦＯから脱だつ出しゆつ出来れば約束なんか無む視ししちまっても平気だろ！〕

〔うわ、富雄ちゃんアンタ悪どい事考かんがえるなぁ。噓うそついて人騙だますとか、神の使いのやることちゃうで……〕

〔テメエが神宝渡わたしたくねえって言うから、それならそういう手もあるっつってるだけじゃねえか！〕

　富雄がまっする様と腹の中で言い争いをしている間、じっと黙だまり込む右パイン。

　しかし、やがて返ってきたのは冷たい声。

「却きやつ下かね………」

「何ぃ！　何でだ！」

「まず第一に、その神しん宝ぽうが本当に存在するって証しよう拠こがないわ。それに、もし仮に本当にあるとしても、私がまっする様さまの神宝を受け取るためには、一いつ旦たん地ち球きゆうに戻った上に富とみ雄おさん達をまっする様の元へ返さなきゃならない。けど、地球へ戻ってここから解放されれば、そちらの目的はすでに達成されたんだから、神宝を渡すという約束は反ほ故ごにしたって構わない。少なくとも私ならそうするわ。地球に戻れば仲間の地球人じんもいっぱいいるから、もし戦いになったとしてもそちらのほうが圧あつ倒とう的に有利だし」

　完全に腹の内を見み透すかされてドキッとする富雄。

「ちょ、ちょっと待て！　お、男たるもの、一度交かわした約束を破ったりしねえよ！」

「それに、こちらには何のメリットもない。今ここであなた達を殺すのは簡単な事だから、別の方法を採る必要性は皆かい無む。それに、猿さる神がみから取り返した神宝とやらを受け取りに再さい度ど地球へ戻るのは時間の無む駄だ。どう考えてもその提案に乗る理由がないわ」

　右パインは冷たく言い放つと、艦かん内ない放送をプツンと切る。

　ロボットの電動カッターが再び唸うなりを上げた。

　少しずつ確実に壁を切り取っていく。

　とうとう壁が切り取られた。

　ドスンと音を立てて、切せつ断だんされた壁かべ板いたが倒れた。

　全身を現したロボットが、脚あしを動かして入ってくる。

「富雄……。あやつめ、入ってきよったぞ……！」

　艶あで乃の姫ひめが不安げに富雄に縋すがり付いた。

　カメラが富雄を捉とらえ、電動カッターが不ぶ気き味みな唸うなりを上げた。

「く……っ！」

　富雄のこめかみを冷や汗あせが伝った。

　ロボットが富雄に向かって電動カッターの付いた脚を伸ばす。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっ[image: !!!!]」

　富雄は咄とつ嗟さにバスタブを持ち上げて盾たてにした。

　バリバリとものすごい音と火ひ花ばなを立てて切断されていくバスタブ。

　半分程ほど切られたところで、バスタブは富雄の手から離れて弾はじけ飛んだ。

　電動カッターが真まっ直すぐ富雄の立っている場所へ伸びる。

「富雄！」

「富雄さん！」

　艶乃姫と左パインの悲鳴が響ひびいた。

　だが、カッターが伸びた先に富雄の姿すがたはなかった。

　富とみ雄おはバスタブが切せつ断だんされる前に、素早く脚あしの付け根に潜もぐり込んだのだ。

　そのまま脚を抱えてがっちりと組み止める。

　ロボットは富雄のパワーに阻はばまれて、これ以上中なかに入ってこれない。

　富雄はロボットを組み止めたまま、後ろの左パインに声を掛けた。

「もう一度確かく認にんすっぞ！　お前が元の体に戻れば、責任持もって俺おれたちを地上に帰すんだな？」

「はい！　必ず！」

「よし！　じゃあ右偽にせ乳ちちのとこへ行く前に、まずはコイツをぶっ壊こわす！　一いつ瞬しゆんで片づけてくっから、お前らはここで待ってろ！」

　富雄は左パインと艶あで乃の姫ひめにそう言うと、ロボットを抱えた腕に全力を込めた。

　三さん角かく筋きん、僧そう帽ぼう筋、それに小しよう円えん筋や棘きよく下か筋といった肩回りの筋きん肉にくが、メリメリと音を立てそうな勢いで分ぶ厚あつく隆りゆう起きする。

　この体勢は富雄にとって千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　電動カッターの付いた脚を捉とらえてしまえば切られる恐れはないし、ちょうど下に潜り込んだ形になっていてビーム砲ほうにも狙ねらわれない。

　勝しよう機きがあるとしたら今だ。

　この脚を決して離さず、このまま一気に叩たたき潰つぶす。

　それ以外に勝ち目はない。

　今を逃のがしたら、こんなチャンスは二度と来ない。

　富雄は野や獣じゆうのように吼ほえた。

「どおおおおおおおおおおりゃあああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!!]」

　ロボットを持ち上げようと、全身全ぜん霊れいの力を込める。

　太い脊せき柱ちゆう起き立りつ筋が二本のタンクでも背負ったかのように背骨に沿って盛り上がった。

　軽めに見積もっても軽けい自動車くらいの重さはあるはずのロボット、それも二倍の重じゆう力りよく下かにもかかわらず、その機体がじわじわと床から浮き上がる。

　そこを狙って富雄は一気に押し出した。

　そのまま廊下に出ると、前進の勢いを利用して振り回す。

　そして、熱い汗あせを飛び散らせながら、富雄はロボットを壁に向かって全力で叩たたきつけた。

「でえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええいっっっ[image: !!!!]」

　重い機体が富雄の力で振り回されて、分ぶ厚あつい鉄製せいの壁がまるで段ボールのようにひしゃげた。

「おっしゃもう一いつ丁ちよう！」

　しかし。

　もう一発ぶん投げようとした瞬しゆん間かん、別の脚が折れ曲がって富雄の背中を打った。

「ぐあっ……！」

　不ふ意いを突かれて、思わず腕の力が緩む。

　それと同時に富とみ雄おが組み付いていた脚あしが急きゆう激げきに伸びた。

　力の緩んでいた富雄はそのまま放り投げられてゴロゴロと転がる。

「しまった……！」

　距離が離れてしまった。

　素早く体勢を立て直した富雄の目の前で、ロボットが立ち上がった。

　カメラが富雄を捉とらえた。

「……！」

　ゴクリと唾つばを飲む富雄。

　その背中を、冷たい汗あせが伝った。




　コントロールルーム。

「左パインを戻す？　無む駄だよ」

　シャワー室での会話を聞いていた右パインは不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

「あなた達の行動は全て筒つつ抜ぬけ。全て先回り可能なのよ」

　そう言いながら鍵かぎの掛かった引き出しを開け、銃じゆうを取り出す。

　護ご身しん用ように母ぼ星せいから持ってきた熱ねつ線せん銃じゆう。

　地球人じんくらいなら一いつ瞬しゆんで灰はいにしてしまう威い力りよくがある。

　慎しん重ちように銃のエネルギー残ざん量りようを確かく認にんすると、右パインはパネルを操そう作さしてＵＦＯを自動航こう行こうに切り替えた。

「これでよし、と」

　一人でうなずくと、銃を手に立ち上がる。

　行き先はシャワールーム。

　富雄がロボットと戦っている間に、さっさと左パインを殺してしまうのだ。

　どのみち一いつ緒しよに殺すつもりだったが、富雄が左パイン達と別れたのなら、さっさと先に始し末まつした方が話は早い。

　ＵＦＯの自動操そう縦じゆうを解かい除じよ出来るのは予あらかじめ登録された乗員だけ。つまりはパイン・オーツだけだ。左パインさえ死ねば、富雄が地球へ帰る手段はなくなる。帰る手段が無くなったと知れば、富雄も諦あきらめて戦せん意いを喪そう失しつするだろう。もしかしたら逆ぎやく上じようして余よ計けいに反はん抗こうするかも知れないが、それで万まんが一いちロボットが負け、右パインまで殺されるような事があったとしても、自じ動どう航こう行こうなら富雄は確実に母ぼ国こくへ送り届けられる。星に連れて行くことさえ出来れば、後は軍ぐん隊たいなりなんなりに出てきてもらえば済むことだ。

　今いま最も避けるべき事じ態たいは、左パインが生きている状態で富雄がロボットを倒す事。もちろんあのロボットが生なま身みの富とみ雄おに負ける可能性はゼロに等しいのだが、左パインを殺してしまえば、富雄を母ぼ国こくへ連れ帰るという任にん務むの達たつ成せいは一いつ層そう確実になる。

「……ついでに、万まんが一いちにも故こ郷きようへ帰りたいなんて考えないようにしておいた方がいいかしら」

　右パインはふと思いついて足を止めると、念のためもう一つ命令を入力した。

　画面に映し出されたのは惑わく星せい破は壊かいビームの発はつ射しやプログラム。

　右パインが設定した標ひよう的てきは地球。

　帰るべき故郷を破壊しておけば、地球へ戻ろうとする努力自じ体たいを放ほう棄きするはず。

　それに地球を破壊しておけば、他の国の人間がまっする様さまの別の神しん宝ぽうを手に入れようと地球へ行く事も不ふ可能になる。まっする様の力を独どく占せんしておく事は、母国の利益にとって最も重要な事だ。

　小しよう惑わく星せいと違って地球ほどのサイズとなると必要なエネルギーが充じゆう塡てんされるまで少々時間がかかるが、命令さえ手動で入力してしまえば後は自動的にやってくれる。セットしてから出れば、戻ってきた頃には地球の破壊も終わっているはずだ。

　三分少々でエネルギーの充じゆう塡てんが終わって発射されるとのメッセージが出たのを見て右パインは立ち上がった。

　そして、富雄とロボットの交こう戦せんがまだまだ続いているのを確かく認にんすると、機き嫌げん良さそうに微笑ほほえみながら右パインは部屋を出ていった。




「頑がん丈じような奴やつめ……！」

　富雄はロボットと真っ正面から睨にらみ合いながら、苦にが々にがしげに呟つぶやいた。

　かなりの勢いでぶつけたつもりだったが、全ぜん然ぜん問題なさそうだ。

　ロボットのカメラが富雄を捉とらえた。

「やべえっ！」

　ビームが来る。

　だが、身を隠かくす場所がない。廊下の曲がり角かどはすぐそこだが、このタイミングでは走っても間に合わない。

　富雄は咄とつ嗟さに、足あし元もとに転がっていたドア板に手を掛けた。シャワールームに逃げ込む前、どこかの部屋に隠れようとして引き千ち切ぎった内の一枚だ。

「うおっ？　なんだこの重さ？」

　手に取った瞬しゆん間かん予想外がいの重みを感じて富雄は思わず声を上げた。引き千切った時よりもずっと重い。右パインが艦かん内ないの重じゆう力りよくを二倍にしたためだ。ただでさえ大人おとな三人分ぶんの重量のドア。通常の重力下かでさえ持ち上げるのは大変だ。それが二倍となれば、さすがに今の富雄でも片手では扱えない。

　だが、さすがにそこは神の与えたもうた筋きん肉にくである。

「うおおおっ！」

　両手をかけて気き合あいと共に力を入れると、僧そう帽ぼう筋きんや大だい胸きよう筋がミシミシと盛り上がり、重く分ぶ厚あつい金属のドア板はグイッと持ち上がった。

　富とみ雄おがそのドア板の後ろに隠かくれるのと同時に、ロボットのビームが発はつ射しやされる。

　間かん一いつ髪ぱつ。

　ドア板がビームを遮さえぎった。

「よし……。さすがにこのドアの厚みならビームも何とか防げ……」

　十センチ以上の分ぶ厚あつい金属板ばんで出来たドアの後ろにしゃがんで富雄がそう言いかけた時、ドア板の一部が赤々と輝きだした。そして突とつ然ぜんどろりと溶よう岩がんのように溶けて穴が開く。

「マジか……」

　啞あ然ぜんとして見つめる富雄。

「この厚さでも貫かん通つうすんのかよ……！」

　冗じよう談だんではない。

　ただでさえあのロボットのパワーや重量は猿さる神がみ以上。

　その上、こんな強力な飛び道具まで持っているのだ。

　それに対して、富雄にあるのはただの筋きん肉にくだけ。相手のビームを防ぐ手段もなければ、離れた位置から攻こう撃げきする手段もない。これじゃあ敵かなうわけがない。

　富雄はドア板を抱えたまま逃げ出した。

　このままじゃドア板が穴だらけにされてしまう。廊下の角かどを曲がってロボットの視し界かいから身を隠さないとマズい。

　だが、ダッシュし始めた富雄は手ての平ひらに激しい熱さを感じた。

　金属製せいなので、すぐに熱が伝わってくるのだ。

　更さらに溶けた金属も輝きながらドロドロと富雄の手の方へ垂たれてきた。

「ぅあちちちちちっっ!!」

　とても素す手ででは持っていられなくなって、角を曲がると同時に慌あわてて手を離す富雄。

　ドア板を壁に立てかけると、真まっ赤かになった手の平にふーふーと息を吹きかける。

　そこへ、ロボットのビームが飛んできて壁の角を溶かした。

「うおおっ！」

　びくっと身を竦すくめると、富雄は慌ててさっき手を離したばかりのドア板を再び持ち上げようとする。

　しかし。

「ん……？」

　さっきは一応抱かかえて盾たて代わりに出来たはずのドア板が、何故なぜか持ち上がらない。まるで壁にへばりついているようだ。

「どうなってんだ!?」

　焦あせりながら覗のぞき込むと、溶けたドア板が奥のドアとくっついて二枚重ねて溶よう接せつされたようになっている。

「げっ！　なんだこりゃ！」

　慌あわてて引き剝はがそうとする富とみ雄おだが、簡単には剝がれない。溶かされたのはほんの一部だったため、熱はドア板全ぜん体たいに一気に分ぶん散さんして冷え、わずか数秒の間に溶接部分は完全に固まってしまっている。

「くそっ！　これじゃもう使えねえ！」

　ロボットの足音が近づいてくる。

「くそっ！　別のドア板……！」

　焦って通路を見回すが、どこにもドアが見当たらない。この通路にあるのは溶けたドア板とくっついたドアだけだ。

　角かどからロボットの脚あしが見えた。

　間に合わない。

　今から走って逃げても次の角を曲がる前に撃うたれる。

　やっぱりこの張り付いたドア板を何とか引っぺがすしかない。

「んぎぎぎぎぎ………！」

　取っ手を両手で摑つかみ、脚を壁に当てて、全力で踏ん張る富雄。

　両腕には太い血けつ管かんが浮き出し、背中と腰がミシミシと音を立てる。

　ロボットの姿すがたが現れた。

　カメラが回って富雄を捉とらえる。

「だああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!!]」

　富雄は大声で吼ほえながら全身の力を振り絞しぼった。

　メキッと音がした。

　そして二枚一いつ緒しよのまま蝶ちよう番つがいから外れるドア。

「ぐ……！　重……！」

　ただでさえ重じゆう力りよく二倍の船内で、一枚だけでも重いドア板が二枚も重なったのだ。さすがの富雄も予想外がいの重さに思わずよろめいた。

　そこへ、ロボットがビームを放った。

「うおっ！」

　富雄は間かん一いつ髪ぱつでドアの陰に隠かくれる。

　ビームは二枚重ねのドア板に止められた。

「よし、このままあの角まで逃げれば……」

　ドア板を背負ったまま走ろうとする富とみ雄お。

　しかし、二倍の重じゆう力りよく下かで二枚重ねになったドア板を背負っていては、重すぎて素早い動きが出来ない。力の入る体勢で押し込むのならまだまだ動かせない事はない重さだが、担かついで盾たてにしながら逃げるにはちょっと無む理りがある。

「くそ……。重すぎんだろこれ……！」

　まごまごしている所へロボットの脚あしが飛んできて、富雄をドア板ごと吹き飛ばした。

「ぐあ……っ！」

　数メートル吹っ飛ばされた上に、重い二枚重ねのドア板の下した敷じきになる富雄。

「いってぇ……！」

　富雄は苦く痛つうに顔をしかめた。

　吹っ飛ばされた衝しよう撃げきよりも、勢いの付いたドア板にぶつかられたダメージの方が大きい。

「くそっ。やっぱこれじゃ重すぎて使いモンに……」

　愚ぐ痴ちをこぼしながら、ドア板を押しのけて立ち上がる富雄。

　だが、溶よう接せつされて二枚重ねになったドア板を改めて見た時、不ふ意いにあるアイディアが閃ひらめいた。

「待てよ……」

　準備に時間は掛かりそうだが、上手うまく行けば一いち撃げきで倒せそうな気がする。

　富雄はすぐさま決断すると、腹の中でまっする様さまに呼びかけた。

〔ブタ！　おいブタ！　聞こえるか？　返事しろ！〕

　すぐさままっする様の声が返ってくる。

〔ちょっと富雄ちゃん、呼びかける時にブタ言うのやめて言うてるやん〕

〔緊きん急きゆう時じに細かい事こと言ってんじゃねえよ！　それよりガキに伝でん言ごんを頼む！〕

〔艶あで乃のちゃんに？〕

〔ああ！　頼む！〕

〔そらお安い御ご用ようやけど、何なに言うたらええの？〕

〔思ったより持じ久きゆう戦せんになりそうだから、シャワーでも浴びて待ってろ、ってな！〕

〔へ？　シャワー？〕

〔ああ！　頼んだぜ！〕

　富雄はそう伝えると、手て近ぢかな部屋のドアを一枚、新たに引き千ち切ぎった。

　ロボットの重い足音が近づいてくる。

「さあ、撃うってこいポンコツ野や郎ろう……！」

　ずっしり重い金属製せいドアを両腕で抱えると、富雄は汗あせだくの顔に不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。




「こっちから回った方がいいわね……」

　戦せん闘とうに巻き込まれないよう手て元もとのデバイスでロボットと富雄の位置を確かく認にんしながら、右パインは余よ裕ゆう綽しやく々しやくで歩いていた。

　瓦が礫れきの散さん乱らんした廊下を進み、大だい質しつ量りようの金属が激しくぶつかる音を遠くに聞きながら、ぐるりと迂う回かいして洗せん面めん所じよに辿たどり着く。

　ロボットの電動カッターでぽっかりと壁が切り取られ、奥のシャワールームまでが真まっ直すぐに見通せた。半分に切り刻まれた浴よく槽そうの残ざん骸がいが床に転がっている。

「さてと」

　右パインは手て元もとの銃じゆうを構え直した。

　安全装そう置ちを外し、引き金にそっと指を添えて構える。

　そして改めてシャワールームに顔を向けた。

　戸は閉まっており、近づくと水音が聞こえた。

　シャワーを使っている最さい中ちゆうのようだ。

「吞のん気きなものね」

　右パインは思わず呆あきれて苦く笑しようした。

　まだほんの子供、それもこんな平和な国で生きてきて、命の危険が迫っているという事に実感が持てないのかもしれない。一いつ緒しよにいるはずの左パインは何も言わないのだろうか。

　だが、何にせよこれは好こう都つ合ごう。

　シャワーの水音のせいで、艶あで乃の姫ひめが右パインの接近に気付く気け配はいは全くない。

　右パインはそっと忍しのび寄ると、いきなりシャワールームの戸を開けて踏み込んだ。

　シャワーを浴びていた艶乃姫がハッとしたように振り返る。

　その目が一いつ瞬しゆん光ったように見えた。

「……!?」

　異い変へんを感じつつも、右パインは躊ちゆう躇ちよ無なく銃じゆう口こうを向け引き金を引いた。目的遂すい行こうのために合理的に行動する右パインは、この程てい度どの異変にはいちいち頓とん着ちやくしない。気になる事があったとしても、殺してから調べればいい事だ。

　しかし。

「………？」

　右パインは再び異変を感じた。

　引き金を引こうとした指が、動かない。

　いや、違う。

　指だけではない。

　体からだ全体が動かない。

　動かないと言うよりも、力が抜けていく。

　銃を構えた腕が、銃の重みに負けてだらりと下がった。

　振り向いた艶乃姫は、シャワーに打たれながら右パインを見み据すえる。

「呼ばれもせずに無む断だんで神の湯ゆ殿どのに踏み込むとは、この痴しれ者めが……！」

　鈴すずを転がしたように軽く澄すみ切った、しかし同時に深く低く重い叱しつ責せきが、シャワールームに響ひびいた。

　次の瞬しゆん間かん。

　再び、艶あで乃の姫ひめの目が妖あやしく光った気がした。

　その右手が、さっと虚こ空くうを薙なぐように振られる。

　それと同時に、右パインは全身から完全に力が抜けてその場に倒れ込んだ。

　完全に力が抜けきって、声を発する事さえも出来ない。

　……一体何なにが？

　必ひつ死しで頭を巡らせる右パイン。

　床に横たわった右パインは、ふと頰ほおにざらざらした物が触れるのに気付いた。

　電動カッターで壁や浴よく槽そうを切った時に出た削けずりカスかと思ったが、口に入ったその味はやけに塩しお辛からい。

　いや、塩辛いと言うよりも、これは紛まぎれもなく塩そのものだ。

　何故なぜこんなところに塩が……？

　誰だれが塩なんかを……？

　そこで不ふ意いに右パインは、飲み物のリクエストを聞いた時に富とみ雄おが言っていた事を思い出す。
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　清きよめられた物でないと口にしてはいけないからと、何にでもすぐ塩をぶっかけてしまうから、缶かん入いりのもののほうがいいと言っていた。

　……つまりこの塩は艶あで乃のちゃんが自分で持ち歩いていた物？

　……じゃあこの室内を清めるために撒まいた？

　そこで不ふ意いに、益荒ますら神じん社じやについて調べていた時に見た名前を思い出す。

　千年の間岩いわ屋やに籠こもってまっする様さまを祀まつり続けているという伝でん説せつの生き神、艶乃神しん。

　そうだ。

　彼女は何度か富とみ雄おの事を「家け来らい」だと言っていた。

　まっする様に仕つかえる人間は全て艶乃姫ひめの家来であり、まっする様の使いとして神しん力りきを授さずかる鼠ねず人びととてもそれは例外ではない。

　この子が生き神・艶乃神その人だったのだ。

　今いま自分は、神の力によって動きを封じられたのだ。

　無む力りよくな子供だと思っていた相手が、富雄以上の力を持つ生き神だったとは。

　一生の不ふ覚かく。

　余りに普ふ通つうの子供と変わらないせいで気付かなかった。「艶乃」という名前も、艶乃神にちなんで付けられただけだろうと勝かつ手てに思い込んでいた。まさか、神社の人間でさえ許きよ可かを得た者以外には謁えつ見けんする事も奉ほう仕しする事も許されないという伝説の生き神、艶乃神が、堂どう々どうと本ほん名みようを名乗って町まち中なかに出てくるなんて、考えもしなかった。なまじ事じ前ぜんの調査で知識があったばっかりに、かえってこの子が艶乃神である可能性を端はなから見落としてしまっていた。

　部屋の隅すみに隠かくれていた左パインが、おっぱいに触しよく手しゆが生はえたタコかクラゲのような姿すがたを現した。ずりずりと床を張って、右パインの隣となりにやってくる。

「さあ、正しよう気きに戻るわよ」

　左パインがそう囁ささやき、左胸に収まって体内へと触手を潜くぐらせた。

　そして。

　一つの人じん格かくに戻ったパイン・オーツは静かに目を開けた。




「こんな時に禊みそぎをして身を清めろとは何の仰おおせかと思うたが、こういう事じゃったか。さすがはまっする様さまのお告つげ。何でもお見通しじゃの」

　艶乃姫は床に横たわったパイン・オーツを見下ろしながら、ふふんと得とく意い気げにぺたんこな胸を反そらした。

　これで、左パインを元の体に戻すという目的は達たつ成せいだ。詳しい事はよく分からないが、これで正気を取り戻すはず。これにて一いつ件けん落らく着ちやくだ。

　それも全てこの自分、艶乃姫のお陰。さすがはまっする様の力を預かる生き神だと、さぞや富雄も見直す事だろう。

「……して、富とみ雄おめはまだ戻ってこんかの」

　早く褒ほめて欲しくてそわそわと外を見る艶あで乃の姫ひめ。

　その時、一人に戻ったパイン・オーツがハッとしたように起きあがった。

「ああ！　私ったら何て事を……！」

　青ざめた顔で、手に持った板のような物を一いつ生しよう懸けん命めい指で叩たたく。

「駄だ目め！　外部デバイスからの操そう作さは完全にロックしちゃってた！　これじゃ止められない！」

　何だかよく分からないが慌あわてているようだ。

「松まつ子こ？　何を慌てておる？」

「艶乃ちゃん！　実は……！」

　そこへ、まるで計ったようなタイミングで、大きな音がした。

　びっくりして振り返る艶乃姫とパイン。

　見ると、富雄の体が転がってきた所だった。ここを出て行く前でもすでに相当筋きん肉にくもりもりになっていた富雄の体だが、二倍の重じゆう力りよく下かで重いドアを抱えて動き回った事で、更さらに一回り大きくなっている。着ている服もパンパンになって、今にもはち切れそうだ。

「富雄！　無ぶ事じか！」

　艶乃姫が声を掛けると、富雄はむくりと起きあがった。

「ようガキ。ちゃんとシャワーして体は清きよめてあるな」

　振り返って艶乃姫の濡ぬれた姿すがたを確かく認にんしてニヤリと笑う富雄。

　そして、パインのほうを見て意い外がいそうに目を見開く。

「おお。左偽にせ乳ちちも元に戻ってんじゃねーか」

　もちろん富雄が艶乃姫にシャワーを浴びるように伝えた理由の一つは、自分が側そばを離れている間に襲おそわれた場合に備えての用心だったが、こんなに手て際ぎわよくやれるとは思っていなかったので正直少し驚いた。

「うむ！　儂わしが彼奴きやつめの動きを封じて元に戻した！　これで松子めも正しよう気きを取り戻したし、後は松子めに任せれば一いつ件けん落らく着ちやく……」

　さあ存ぞん分ぶんに褒めるが良いとばかりに鼻を高くして胸を張る艶乃姫。

　しかし、その言葉に水を差すようにパインが叫んだ。

「富雄さん！　大変です！」

「どうした偽乳星せい人じん？」

「実は、地球に帰る希望を断てば富雄さんが大人おとなしくなるだろうと、地球に向けて惑わく星せい破は壊かいビームを発はつ射しやするようセットしてしまいました！」

「何ぃ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる富雄。

　パインは必ひつ死しに訴える。

「後あと三十秒でエネルギー充じゆう塡てんが完了してしまいます！　手て元もとのデバイスからは止められませんし、コントロールルームまで戻っている時間はありません！」

「どうすりゃいいんだ！」

「富とみ雄おさんの力で砲ほう軸じくをずらしてください！　今の距離なら一ミリもずらせば地球には絶対当たりません！」

「よし分かった！　どこにあるんだ、その惑わく星せい破は壊かいビーム砲は！」

「ここからちょうど真ま正面の突き当たりのドアの奥です！」

　パインが指を指す。

　ちょうど多た脚きやくロボットが部屋をぶち抜いてくれていたお陰で、この場所からは一いつ直線に見通せた。

「あのドアの向こうか。よし！」

　うなずく富雄。

　だがその時、富雄を追ってロボットが姿すがたを現した。

　ちょうど行く手を遮さえぎるように、惑星破壊ビーム砲のある部屋と富雄の間に立ちはだかる。

　艶あで乃の姫ひめが声を上げた。

「あなや！　まだ倒しておらなんだか！」

「ああ、悪わりぃ。ちょいと準備に手て間ま取どっちまってな」

　ロボットを睨にらみ付けながら小さく笑う富雄。

「よりによってあの位置に……！」

　パインが青ざめた。焦あせりながら手元のデバイスを操そう作さするが、外部からの操作は全てキャンセルされてロボットは止まらない。

　しかし、富雄は不ふ敵てきな顔でニヤリと笑った。

「問題ねえ。むしろまとめて潰つぶせて好こう都つ合ごうだ」

　そう言って、ずいっと何かを引き寄せた。

　思わずポカンとして目を見張る艶乃姫。

「何ぞ……？」

　ドア板を十数枚重かさねた巨きよ大だいな鉄てつ塊かい。ビームで溶かして互いに溶よう接せつし、一ひと塊かたまりの巨大なブロックに作り上げてある。

　富雄はブロックの側面に折り畳たたんだ厚あつ手での絨じゆう毯たんを当て、その上から両手で押す体勢を取った。

　そして背中を向けたまま艶乃姫に言う。

「クソ重いドアをこれだけ集めてたら、さすがに少々疲れちまった。例のアレ、頼むわ」

　艶乃姫は一いつ瞬しゆんキョトンとしてから、すぐ理解してうなずいた。

「うむ。任せよ！」

　その表情が凜りんと引き締まる。

　艶あで乃の姫ひめが生き神としてまっする様さまより授さずかった力は、筋きん肉にく内のＡＴＰアデノシン三リン酸の量を自じ在ざいに操あやつる事でエネルギーを与えたり奪うばったりする力。パインを動けなくしたのもこの力である。そして量を自在に操れるという事は、不足している所に与えるのも意のままという事。

　そしてこれこそが、富とみ雄おが艶乃姫に体を清きよめておくよう伝えたもう一つの、そして本当の理由。

　ただでさえクソ重いドア板を二倍の重じゆう力りよく下かで何枚も集め回っていれば、嫌いやでも体は鍛きたえられる。質しつ量りよう保ほ存ぞんの法則など無む視しして鍛えれば鍛えるほどに筋肉が付くこの体だが、増えた筋肉をフルパワーで駆く動どうさせるためには、それ相そう応おうのエネルギーが必要だ。元もと々もと富雄の貧ひん弱じやくな体に蓄たくわえられていた程てい度どのカロリーでは到とう底てい足たりないのである。

　艶乃姫がさっと手を振った。

　その途と端たん、富雄の体中の筋肉に力が充みち満ちてくる。

　力強く心しん臓ぞうが脈みやく打うち、太い血けつ管かんが大きなミミズか蛇へびのように浮き上がった。

　鍛え上げられた筋肉は熱さを増して、空気で膨ふくらませたタイヤのようにパンパンに張ってきた。

　漲みなぎってきた力を確かめるように富雄がグッと全身に力を込めると、着ていた服がバリバリと音を立てて弾はじけ飛んだ。
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　そしてその服の下から、神しん宝ぽうと一体化した富雄の体が真の姿すがたをさらけ出す。

　巨きよ大だいな筋きん肉にくの塊かたまりは、千年の間生きながら神に仕つかえてきた艶あで乃の姫ひめの力を受け、あたかも樹じゆ齢れい千年を超える巨きよ木ぼくのように太く、雄お々おしく、逞たくましくうねった。

「いざ富とみ雄お！　伴天連バテレンのカラクリ妖よう術じゆつなど、まっする様さまの力の前には児じ戯ぎに等しい事、とくと思い知らせて参まいれ！」

　艶乃姫が自信満まん々まんに命ずる声が、高らかに響ひびいた。




「噓うそ……」

　破れた服の下から現れた富雄の肉体に、パイン・オーツは思わず我が目を疑った。

　パインの腰回りよりも明らかに太い腕。

　パインの両手を広げても足りないんじゃないかと思える程ほど広く、そして分ぶ厚あつい広こう背はい筋きん。

　そしてＵＦＯから撮さつ影えいした写真では伝わらなかった、筋肉が発する凄すさまじい熱。

　これが益荒ますら国くに一いちの宮みやに坐ましますまっする様の鼠ねず人びととして選ばれた男の、本当の姿すがた。

　部屋から脱だつ出しゆつした時でさえとてつもなく大きく見えたが、今の富雄と比べればあれですら普ふ通つうの人に見えてしまう。

　その大きさはまるで動く山のよう。

　燃えさかるような灼しやく熱ねつの筋肉は、さながら人間溶よう鉱こう炉ろ。

　溶よう接せつされたドア板の塊も、富雄の発する熱で溶けたのではないかと錯さつ覚かくしそうな程ほどだ。

　これが、本当の富雄の姿。

　あの猿さる神がみをも倒した、神の力の顕けん現げん。

　その神こう々ごうしいまでの筋きん量りように、パインは思わず震えた。

「んじゃ、ちょっくらぶっ壊こわしてくるわ」

　富雄はドア板の固まった鉄てつ塊かいに絨じゆう毯たん越ごしに手を当てると、前ぜん傾けい姿勢になってグッと両腕に力を込めた。

　腕が、肩が、背中が、活発な造ぞう山ざん活動のようにもりもりと隆りゆう起きする。

「ちょっと、何やって……」

　思わずパインは呟つぶやいた。

　ロボットを壊して惑わく星せい破は壊かいビームを止めなきゃいけない一いつ刻こくを争う事じ態たいだというのに、そんな巨大な鉄塊を相手に独ひとり相撲ずもうなんかして、どうするつもり？

　まさか、更さらにこれ以上体を鍛きたえて筋肉を増やそうと？

　でもそんな暇ひまはもう……。

　その時とき重く巨大な鉄塊がじりっと動いた。

「え……？」

　パインは目を丸くした。

　一枚でも大人おとな数人分ぶんの重さの扉とびら。

　それが十数枚くっついているのだ。

　しかも今この艦かん内ないの重じゆう力りよくは地ち球きゆう上じようの二倍。

　いくら神の力を授さずかったとはいえ、富とみ雄おの力はあくまでただの筋きん肉にくだ。いくら体がデカくなろうと、あくまで生なま身みの人間なのである。それなのに、生身の人間の筋きん力りよくだけで、こんな重量物を動かす事が出来るものなのか。タイヤも何も付いていないというのに、こんな鉄てつ塊かいを押して動かせる人間がいるというのか……。いや、だがこの鉄塊を富雄が作ってここまで運んできたのなら、これを動かすくらい富雄にとっては朝あさ飯めし前まえという事……？

　信じられない思いで見つめるパインの目の前で、富雄が汗あせを滴したたらせながら大声で吼ほえた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっ[image: !!!!]」

　一センチずれた鉄塊は次には十センチ動き、更さらにその次は一歩分ぶん大きく動いた。

　富雄の足がズシンと一歩前に出る。

　一度動き出してしまえば、加か速そくするのは簡単だ。

　鉄塊は少しずつスピードを上げていき、二歩、三歩と進むうちに普通に歩く速さになる。そこから全力疾しつ走そうまでは、あっという間だ。

　富雄に押されて、巨きよ大だいな鉄塊が唸うなりを上げながら走り始めた。

　床に散らばった瓦が礫れきが、あたかも紙かみ細ざい工くか何かのように軽々と跳ね飛ばされた。

　鉄塊に床が削けずられてギャリギャリと火ひ花ばなを散らした。

　あのドア板は一枚でも大人三人分程ほどの重さがある。蝶ちよう番つがいで固定された状態で開かい閉へいするならともかく、床に置いて摩ま擦さつのある状態では、鍛きたえていない人間には一枚押すだけでも大変だ。なのに、それが十数枚も重なっているというのに、それを押して走る富雄のスピードは何も持たずに全力疾しつ走そうしているのとまるで変わらない。

　その時、ロボットのカメラが接近する富雄を捉とらえた。

　それと同時に、即そく座ざに超ちよう高熱のビームが放たれる。

　鉄塊の表面にビームが当たった。

　パインの携けい帯たいデバイスに送られる艦かん内ないカメラの映えい像ぞうで、鉄塊の表面がたちどころに赤くなって溶け始める様よう子すが映し出された。

　だが、富雄の体には届かない。

　それを見たパインはハッとしたように声を上げた。

「そういう事ね……！」

　厚さ十センチの金属のドア板にわずか一秒で穴を開ける高こう出力のビームでも、十数枚重かさなっていれば貫つらぬくのに十数秒は必要だ。

　それだけの時間があれば、貫かん通つうする前にロボットの所まで辿たどり着ける。

　確かに右パインの考えた通り、どれだけ筋きん肉にくがあろうとも、所しよ詮せんは蛋たん白ぱく質しつでしかない以上、ロボットのビームの前には炭すみとなるだけ。どれだけ固い筋肉だと言っても、生なま身みで電動カッターに触れれば即そく座ざに真まっ二ぷたつである。

　だがしかし。

　これ程ほどの筋肉があれば、どんな兵へい器きも通じない重く厚い盾たてを持ったまま全力疾しつ走そうする事だって出来るのだ。

「これが筋肉……！　これが神の力……！」

　パインは富とみ雄おの背中を見送りながら、半なかば呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　その時、手て元もとのデバイスがビーッと警けい告こく音おんを鳴らした。

　ハッとして見ると、惑わく星せい破は壊かいビーム発はつ射しやまで後あと五秒という表ひよう示じ。

「富雄さん！」

　パインは思わず叫んだ。

　その間にも、時間は無む慈じ悲ひに進んでいく。

　四秒。

　三秒。

　二秒。

　一秒。

　パインは思わず両手で携けい帯たいデバイスを握りしめながら、祈るようにギュッと両目を閉じた。




「ぅ熱っぢいいいいいぃぃぃぃぃぃぃ[image: !!!!]」

　巨きよ大だいな鉄てつ塊かいを押して走りながら、富雄は野や獣じゆうのように吼ほえた。

　重いドア板を十数枚重かさねた鉄塊は、床との摩ま擦さつで激しい火ひ花ばなを散らし、それ自体も摩擦熱ねつでどんどんと加熱されていく。

　更さらにそこへ、鉄をも溶かすロボットのビームの集中砲ほう火か。

　熱された鉄塊全ぜん体たいから発する熱は暖だん炉ろの前にいるかのようだ。

　激しい運動と熱とで、富雄の全身からは滝たきのような汗あせが迸ほとばしる。

　だが何故なぜか、その汗は一いつ滴てきも床に落ちてはいない。

　落ちる前に、鉄塊と富雄の肉体が発する熱で蒸じよう発はつしてしまうのだ。

　畳たたんだ絨じゆう毯たん越ごしに押しているから直接の火傷やけどはないとはいえ、その熱ねつ量りようは尋じん常じようではない。

　しかし富雄は足を止めない。

　もうもうと白い蒸じよう気きを立てながら、重く巨きよ大だいな鉄塊と共に一いつ直線に走っていく。

　その姿すがたはまるで蒸気機き関かん車しや。

　筋きん肉にくで出来た人間蒸じよう気き機き関かん車しやだ。

　中なか程ほどまで走ってきた富とみ雄おは不ふ意いに、鉄てつ塊かいを押す手て応ごたえに変化を感じた。

　突とつ然ぜん床の滑りが悪くなったように、抵てい抗こうが増した。

　足あし元もとを見ると、真まっ赤かに光る溶けた金属の雫しずくが両りよう脇わきに飛び散っているのが見えた。

「溶けて来やがったか……！」

　鉄塊を押す抵抗が増したのは、粘ねん液えきのように溶けた金属が流れ落ちて床と鉄塊の間に入ったせいだろう。

　だが、そんな事は関係ない。

　初めからこっちは床ごと削けずって押し込んでいるのだ。

　溶けた鉄塊が床に固まろうとも、こそぎ取って押し込めばいいだけの事。

　ビームが貫かん通つうしない限り、こちらには何の不ふ都つ合ごうもない。

「うおおおおおおおおりゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ[image: !!!]」

　富雄はもう一声吼ほえると、増えた抵抗にもお構いなしに、ますます加速しながら突っ走る。

　汗あせの滴しずくが鉄塊にかかってジュウジュウと音を立てて蒸じよう発はつしていく。

　直接鉄塊に触れて火傷やけどしないようにと掛けておいた絨じゆう毯たんが焦こげ出して、不快な臭においが鼻を突いた。

　ふと気が付くと、富雄が押している鉄塊の一部が赤く輝き始めていた。

　ドア板を集めて回っていた時に何度も見た現げん象しよう。

　ドアが溶けてビームが貫かん通つうする前ぜん兆ちよう。

　ロボットのビームが、とうとう最後の一枚まで届いたのだ。

　しかも輝いている場所は富雄の顔のすぐ目の前。

　ここを貫つらぬかれれば、その瞬しゆん間かんに富雄は頭部を焼き尽くされて死亡だ。

　しかし。

「ちょっと間に合わなかったようだな！」

　富雄は汗だくの顔にニヤリと笑えみを浮かべた。

　ここはもうすでに惑わく星せい破は壊かいビーム砲ほうの格かく納のう室しつのすぐ手て前まえ。

　ロボットとの距離はすでにゼロだ。

　ギュイーンと金属が高こう速そく回転する音がして、ロボットが鉄塊越ごしに電動カッターの付いたアームを伸ばしてくるのが見えた。

　だが富雄はお構いなしに真まっ直すぐ突っ込む。

　両腕の上じよう腕わん三さん頭とう筋きんが、大だい蛇じやのように浮き上がった。

　両肩の三さん角かく筋が、ボーリングのボールのように固く大きく膨ふくらんだ。

　僧そう帽ぼう筋が、肉のマフラーのように首回りに隆りゆう起きした。

　背中に埋め込まれた二本の丸まる太たのような脊せき柱ちゆう起き立りつ筋きんが上体に掛かる力を確実に受け止め、神しん殿でんを支える巨きよ大だいな柱のように太い太ふと腿ももが、富とみ雄おの全身を鉄てつ塊かいごと一気に前に押し込んだ。

「ぶっ壊こわれろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっっ[image: !!!!]」

　富雄の雄お叫たけびと共に、大だい質しつ量りようの金属同どう士しがぶつかる轟ごう音おんが艦かん内ないに響ひびき渡った。




　艦内から残ざん響きようが消え、静せい寂じやくが戻った。

　白い蒸じよう気きが晴れていく。

　艶あで乃の姫ひめとパインの視し界かいにまず現れたのは、仁に王おう立だちになった富雄の巨きよ大だいな背中。

　その目の前には、大質量の鉄塊に押し潰つぶされてひしゃげ、溶よう解かいした金属に固められて動けなくなったロボットの姿すがたと、折れて千ち切ぎれて廊下に散さん乱らんした何本もの脚あしが見えた。

　ハッと我に返ったパインが手て元もとのデバイスに目をやると、予期せぬエラーで惑わく星せい破は壊かいビームの発はつ射しやが実じつ行こう出来なかったとのメッセージが表ひよう示じされていた。

「富雄！　ようやった！」

　艶乃姫が声を上げて、富雄の背中に向かって走り出す。

「富雄さん！」

　パインも思わずその後を追った。

　富雄の押し込んだ鉄塊はロボットごとドアをぶち抜いて、惑星破壊ビーム砲ほうの本ほん体たいまで破壊していた。







[image: 第八章　宇宙からの帰還]







「ほほう、これが宇う宙ちゆうと申もうすか。随ずい分ぶんと暗いものじゃの。今は夜なのかの」

　艶あで乃の姫ひめは好こう奇き心しんいっぱいの目で窓から外を眺ながめながら興こう奮ふんした声を上げた。

「宇宙に夜も昼もねえよ」

　あちこちに出来た傷に消しよう毒どく薬やくを塗りながら答える富とみ雄お。

　現在、パイン・オーツがＵＦＯの自動航こう行こうを解かい除じよして地球へ戻っている最さい中ちゆう。

　富雄と艶乃姫は特に手伝える事もないため、窓まど際ぎわで吞のん気きに宇宙観光をしているところである。

「おお、見よや富雄！　あの星、輪に囲まれておるぞ！　おお、あれもまた面めん妖ようなる模も様ようをした星じゃの！　遠く地上から見れば真ま砂さごの如ごとき小さな粒つぶにしか見えぬものも、近づいてみればその様さま各自各かく様よう異なれるというのは面白きものじゃの」

　窓ガラスにべったりほっぺたをくっつけながら大はしゃぎの艶乃姫。

　富雄が釣つられて顔を上げると、図ず鑑かんなどで見た覚えのある木もく星せいの独特の縞しま模も様ようが見えた。

　しかしそれも束つかの間まで、みるみるうちに遠ざかってしまって木星はただの光る点になる。

「もう見えねえ。どんだけスピード出てんだ……」

　富雄が何となく呟つぶやくと、操そう縦じゆう席せきのパインが振り向いた。

「ＵＦＯ自体の速度は亜あ光こう速そくまでですけど、連続的な短たん距離ワープを併へい用ようしながら進んでいるので、実際には光よりも速いですよ。光だと木星から地球まで三十分くらいかかるはずですけど、このＵＦＯならほら、もう」

　パインがそう言うのと同時に、富雄の目の前に地球の姿すがたが現れた。

「おお！　地球だ！　ホントに青いな！　すげえ！」

　衛えい星せい写真などで見たのと同じ姿を自分の肉にく眼がんで見て、思わず興奮する富雄。

　その様よう子すに艶乃姫が振り向く。

「いかがした富雄？　知っておる星なのか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう。知ってるも何も、あそこが俺おれ達の普ふ段だん住んでる星じゃねえか」

「ほほう？　富雄はあの星に住んでおるか？」

　キョトンとして首を傾かしげる艶乃姫。

　自分達の住んでいるのも惑わく星せいの一つである事を理解していない艶乃姫は、イマイチ富雄の言う事が吞のみ込めない。

「……まあ、竹たけ取とり物語のように月に住まう天てん人にんもおるとの事じゃから、星に住む人がおってもおかしゅうないかの。では富雄はあの星から地上へ参まいったと申すか」

「いや、あの星の上が地上なんだっての。お前だってあそこで暮らしてんだよ」

「ぬう？　何をわけの分からん事を……。儂わしが普段おるところはもっとこう平らで……」

「何だお前、まさか地球は丸いって知らねーのか？　すでに戦せん国ごく時代には宣せん教きよう師し通じて日本でも知られてたらしいってのに、遅れてんなー」

　富雄が今日きようたまたま授じゆ業ぎようで聞きかじったばかりの先生の雑ざつ談だん話ばなしの受け売りをすると、艶乃姫は真まっ赤かになって手をバタバタと振り回した。

「なっ、何を申もうすか！　本当はそれくらい知っておるに決まっておろうが！　こう見えても千年生きておる生き神ぞ！　今のはちょっと富とみ雄おを試しただけじゃ！」

　パインがくすくすと笑いながら口を挟む。

「折せつ角かくだからよく見えるようにゆっくり少しずつ降こう下かしよっか。そうすれば艶あで乃のちゃんもよく分かるかも」

「だから知っておると言うておるに！」

　きぃ～っとじたばた騒さわぐ艶あで乃の姫ひめ。

　パインは衛えい星せい軌き道どうあたりでＵＦＯを一いつ旦たん停止させると、地ち球きゆうの自転速度に合わせて周しゆう回かいしながらゆっくりと地ち表ひようへ近づいていく。

　だがその時、突とつ然ぜん艦かん内ないに警けい報ほうが鳴り響ひびいた。

　パインがハッとしてモニターに目をやる。

　そして、大声で叫んだ。

「揺れます！　大だい至し急きゆう何かに摑つかまってください！」

　その直後、ズシンと重い音がして、艦内を大きな揺れが襲おそった。

　ころんと転ぶ艶乃姫。

　富雄もバランスを崩くずしてよろけた。

「どうした？　何だ今のは？」

「飛ひ来らいしてきた隕いん石せきに接せつ触しよくされました。惑わく星せい破は壊かいビームが使えないので破壊する事が出来ず、何とか回かい避ひしようとしたのですが間に合わなくて……」

「隕石と接触？　それで、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「分かりません。今、被ひ害がい状況を確かく認にんしていますが……」

　パインは視線をモニターに戻すと、矢や継つぎ早ばやに表ひよう示じされる文字列れつを猛もうスピードでチェックしていく。

「……メインエンジン停止。エネルギーパネル全ぜん損そん。ワープ制せい御ぎよ不能。大気圏けん突とつ入にゆう用ようシールド出力10パーセントまで低下。自動操そう縦じゆう装そう置ち停止……」

　みるみる顔面蒼そう白はくになるパイン。

　聞いていた富雄も、何だかヤバそうな雰ふん囲い気きに青ざめる。

　窓の外を眺ながめていた艶乃姫が声を上げた。

「おお！　何やら星が急に回り始めたぞ！」

　富雄が窓に目をやると、外の風景が猛スピードで回っているのが見えた。

　宇う宙ちゆう全体がいきなりぐるぐる回り出すわけはないから、これはさっきの衝しよう突とつでＵＦＯが錐きり揉もみ状態になっているという事。

「おい、何かヤバいんじゃ……」

　パインは平静を装って答えた。

「……大だい丈じよう夫ぶです。ここまで来れば、メインエンジンはなくても地球の重じゆう力りよくに引かれて落ちていけばいいだけ。軌き道どう修正や、突とつ入にゆう時じの減げん速そくブレーキなら補助エンジンだけでも何とかなります。それに例え墜つい落らくしたって、艦かん内ないの重力制せい御ぎよさえ生きてれば衝しよう突とつ時じに発生するＧは相当程てい度ど打ち消せますから、艦内では精せい々ぜいでコップの水が零こぼれるかもしれない程度の揺れしかありません。さっきも衝突の割りにこの中は大した衝しよう撃げきじゃなかったでしょう？」

　そう説明しながら同時にパネルを操そう作さして、隕いん石せきに弾はじかれたＵＦＯの姿し勢せいと軌道を必ひつ死しで修正しようとするパイン。

　しかしまた何かマズい事を見つけたようにハッと手を止める。

「エネルギー残ざん量りようが……？」

　パインは一いつ瞬しゆん動きを止めてから、大声で言った。

「富とみ雄おさん！　重力制御装そう置ちが止まります！　今の内に艶あで乃のちゃんを連れて脱だつ出しゆつ用ようポッドに移動してください！　無む重力になると、訓くん練れんしてない人にはまともに移動出来なくなります！」

「脱出用ポッド？」

「そっちの壁かべ際ぎわのドアの奥です！　急いで！」

「お前はどうすんだ！」

「私はもう少しここに残って操そう縦じゆうします！　さっきの隕石の衝突で跳ね飛ばされて、少し軌道修正しないと地球の重力圏けんから離れてしまいますから！　修正を終えたら私もすぐ脱出ポッドに移動しますから、早く！」

「分かった！　おいガキ！　移動すっぞ！」

　富雄はうなずくと、艶あで乃の姫ひめを抱えて走った。




　富雄と艶乃姫が移動したのを見届けると、パインはシートベルトとハーネスで座ざ席せきに体をロックした。

　さっき惑わく星せい破は壊かいビームを撃うとうとしたせいでエネルギーを浪ろう費ひしてしまい、残量はほとんどない。恒こう星せいの光からエネルギーを発生させるためのパネルがあれば通常航こう行こうのエネルギーは充分得えられるのだが、それも隕石の衝突で全ぜん損そん。残されたエネルギーでは、衝突で弾き飛ばされたＵＦＯの軌道を修正するだけでギリギリだ。とても重力制御装置に回す余よ裕ゆうはない。

　パインは一いつ旦たん艦内カメラを切り替えて、富雄と艶乃姫が脱出用ポッドに入ったのを確かく認にんした。

　そして、遠えん隔かく操作でポッドの入り口を閉じるとロックを掛ける。

　後から自分も行くというのは、富雄達にすぐ移動してもらうための噓うそだ。

　脱出用ポッドは本来一人乗のり。

　富雄と艶乃姫の二人が乗り込むだけでもギリギリだ。とてもパインまで一いつ緒しよに入れる余よ裕ゆうはない。

　今いま最も優先すべき事は二人の安全。

　そして地上の人達に被ひ害がいを出さない事。

　自分の命の優先順じゆん位いが一番最後であるのなら、最後の最後まで操そう縦じゆう席せきでコントロールすればいい。

　左パインの判はん断だんした優先順位に従って右パインが冷れい徹てつに思し考こうし、その判はん断だんに左パインは躊ちゆう躇ちよ無なくＧＯサインを出す。完全に一つの人じん格かくに戻った左右のパインには、対立も葛かつ藤とうも迷いもない。

　錐きり揉もみ状態だった姿し勢せいを安定させ、軌き道どうを何とか修正したところで緊きん急きゆうブザーが鳴った。

　エネルギー不足で重じゆう力りよく制せい御ぎよ装そう置ちが止まる事を知らせるサインだ。

「間に合った……！」

　思わずホッとするパイン。

　錐揉み状態のままだったら、艦かん内ないも遠えん心しん力りよくで振り回されてとても操縦どころではないところだった。

　もう一度警けい報ほうブザーが鳴り、重力制御が停止した。

　それと同時に突とつ然ぜん襲おそってくる、座ざ席せきごと急きゆう降こう下かするような目眩めまいを伴う浮ふ遊ゆう感かん。

　重力に引かれて足あし元もとに溜たまっていた血液が上がってきて、左右の胸の中の脳のうの血けつ管かんがパンパンに膨ぼう張ちようし、破は裂れつしそうな痛みが走る。

　重力発はつ生せい装置に馴なれきったパインには辛つらい、無む重力特とく有ゆうの現げん象しよう。

　少しでも痛みを緩かん和わしようと、手で左右の胸を押さえる。

　その間にＵＦＯは、地球へ吸い込まれるように大気圏けんに突とつ入にゆうした。

　大気との摩ま擦さつが起こす振しん動どうで、機き体たいが大きく揺れた。空気抵てい抗こうを最さい大だい限げん利用して減げん速そくするために、丸く広い底面から下か降こうしているせいで、揺れは一いつ層そう激しい。

　重力制御のない艦内に揺れはダイレクトに伝わり、コントロールルームに置いてあった家具類るいや箱の類たぐいが振動で飛び出して室内を大きく跳ね回った。

　机の上に置いてあった携けい帯たい用ようデバイスが飛んできて、ガツンと頭に当たる。

「くっ！」

　人ひと型がたボディのコントロールをしている神しん経けい節せつがぐらりと揺れて平へい衡こう感覚を失い、一いつ瞬しゆん目眩めまいがした。

　慌あわてて椅い子すに摑つかまると、頭を押さえるパイン。

　その額ひたいに、じっとりと汗あせが浮かんだ。

　大気との摩ま擦さつ熱ねつで、艦内の温度が上昇し始めたのだ。

　パインは痛みと熱さを必ひつ死しで堪こらえ、ガタガタと大きく揺れるモニターに目を凝こらした。

　外がい殻かくの数カ所に断だん裂れつが発生。

　更さらに外殻の一部が摩擦熱により発はつ火か。

　外部に取り付けたセンサーは次々とエラーを起こし、立て続けに警けい告こく音おんが鳴り響ひびく。

　空気抵てい抗こうでひしゃげた船体の歪ゆがみ率りつが、耐たい久きゆう限げん度どギリギリの数すう値ちに達した。

　いつバラバラに分ぶん解かいしてもおかしくない状態だ。

「地上との距離は……？」

　パインは揺れるモニターの片かた隅すみに目を走らせた。

　高度十一キロメートル。

　対たい流りゆう圏けんに入った。

　ＵＦＯに積んだ脱だつ出しゆつ用ようポッドの性能なら、安全に着ちやく陸りく出来る高度だ。

　パインは激しく揺れる座ざ席せきに必ひつ死しで摑つかまりながら、腕を伸ばして脱出用ポッドの非常用強きよう制せい射しや出しゆつスイッチに何とか触れた。

　グッと押し込む。

　だが故こ障しようでもあるのか、ポッドは射出されない。

「お願い！　動いて！」

　必死でカチカチと何度も押すパイン。

　そのうちようやくドンと大きな振しん動どうがあり、画面には射出成せい功こうのメッセージが出た。

「よし……！」

　思わずホッと安あん堵どが漏もれた。

　これであの二人は大だい丈じよう夫ぶ。

　後はこのＵＦＯをなるべく人のいないところへ落とすだけ。

　出来れば海の真まん中なかがいい。

　下の人には絶対被ひ害がいを出さないよう。

　可能ならば自分自身も生き残れるよう。

　気を引き締め直すと、キッとモニターを睨にらむパイン。

　だがその時、機き体たいが大きく揺れた。

「きゃあっ！」

　射出スイッチを押すために無む理りな姿し勢せいを取っていたパインの体が跳ね、すでに振動で緩んでいたハーネスが外れて吹っ飛んだ。

「あっ！」

　慌あわててシートの座ざ面めんを両手で摑むパイン。

　だが、ハーネスによる押さえを無くしたパインの体は大きく跳ね、とてもシートベルトと自分の腕だけでは押さえていられない。

　二つの胸の膨ふくらみが大きく弾はずんだ。

　くっついた本体が、余りの振動に人ひと型がたボディから離れそうになる。

　慌てて椅い子すから手を離すと、胸を押さえるパイン。

　だが手を離した事で体は一いつ層そう大きく跳ね、シートベルトが胴どう体たいを両りよう断だんしそうなほどに食い込む。

「くぅ……！」

　パインは苦く痛つうに顔を歪ゆがめた。人ひと型がたのボディは本体ではないとはいえ、一体化かしている時は神しん経けいも全て繫つながっているのだ。人型ボディの痛みは全て本体に伝わり、時には苦痛でショック死する事だってある。

　触しよく手しゆを引っ込めれば痛みは遮しや断だん出来るが、ただでさえ本体が抜け落ちそうなこの激しい揺れの中でそんなことをすれば、確実に本体は外に飛び出してしまう。

　だが、今ここで本体が抜け落ちてしまえば一いつ巻かんの終わりだ。

　左腕一いつ本ぽんで何とか両方の胸を押さえ、空あいた右手でパネルを操そう作さしようとするパイン。

　そこへ、振しん動どうで跳ねた本や筆ひつ記き用具、時計だのといった物が飛んできた。

「……っ！」

　空あいた右手で思わず頭部を守るパイン。

　このままじゃ駄だ目めだ。

　操そう縦じゆうどころじゃない。

　シートに体を固こ定てい出来なきゃどうしようもない。

　パインは一いつ瞬しゆん左右の意識の統とう合ごうを解き、左パインが全身の操縦を受け持つ間に右パインが必ひつ死しで打だ開かい策さくを探った。

　しかし。

　右パインの頭ず脳のうはどこまでも冷れい徹てつな結けつ論ろんを弾はじき出す。

　……打開策、なし。

　この激しい振動の中、墜つい落らくまでのわずかな時間に何とかする方法などあるわけがない。

　その当たり前の結論に、パインの両手からがっくりと力が抜けた。

「そうだよね……。この状況で打つ手なんてあるわけないよね……」

　二つの胸を押さえる事も放ほう棄きして、振動に抗あらがおうとすらしなくなる。

「別にもう、いいよね……。富とみ雄おさんと艶あで乃のちゃんは脱だつ出しゆつさせたんだし、後はもうどうなったって………」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやいて、抜け殻がらのように笑うパイン。

　大体、ここで生き延びたってその後どうするというのだ。

　富雄や艶乃姫ひめを殺そうとした自分にはもう二人に合わせる顔などないし、ここまでＵＦＯが壊こわれてしまっては、故こ郷きようへ帰る術すべもない。

　まっする様さまの神しん宝ぽうを持ち帰る事も、そもそも本ほん国ごくへ帰き還かんする事さえも出来ず、友もいない異い星せいの地で一人孤こ独どくに果てるのなら、いっそ今ここで空の塵ちりとなったほうがまだ幾いく分ぶんか救われる。

　むしろここで死ぬのが一番良い選択肢し。

　もういい。

　このままＵＦＯと一いつ緒しよに燃え尽きよう。

　両手に続いて左右の本体の触しよく手しゆも緩み、丸く大きな固まりが二つ、胸むな元もとからずるりと抜け落ちそうになった。

　だがその時。

　突とつ然ぜん背後から伸びてきた巨きよ大だいな腕によって、パインは背もたれごとシートに押さえつけられた。

　更さらにパインの胸の本体も、小さな二つの手によってしっかりと押さえつけられる。

　そして響ひびく、二つの声。

「良いわけがなかろうが！　このうつけめが！」

「責任持もって地上に送り返すっつった癖くせに諦あきらめてんじゃねえ！」

　その声に、思わずハッとするパイン。

「艶あで乃のちゃん!?　富とみ雄おさん!?」

　胸の本体を押さえていたのは艶乃姫ひめ。

　そして富雄の太い腕が、艶乃姫ごとパインの体をシートに固定していた。

　夢かと疑うパイン。

「どうして？　脱だつ出しゆつ用ようポッドは確かに射しや出しゆつしたはず……！」

　モニターを見たパインの目に、無む数すうのエラー警けい告こくに埋もれて見落としていた、脱出用ポッドの扉とびらが閉じていない事を告げるエラーメッセージと、このまま強きよう制せい射出しても構わないかと確かく認にんするメッセージがチラリと見えた。

　最初に射出ボタンを押した時、反応がなかった理由はこれか。

　富雄の力なら、脱出用ポッドの扉とびらを壊こわすくらいは朝あさ飯めし前まえだ。

　この二人は夢じゃない。

　幻げん覚かくでもない。

　そう気付いた瞬しゆん間かん、右パインが真まっ先さきに我を取り戻した。

　今の自分の目的は、この二人を安全に地上に帰す事。

　二人がまだ艦かん内ないにいるのなら、最後まで諦める事は許されない。

　それに、富雄の腕わん力りよくによってシートに固定されているこの状態なら。

　ハーネスで固定する以上に安定しているこの状態なら。

　たとえ振しん動どうでモニターやパネルが揺れたとしても、コントロールする事は不ふ可能じゃない。

　その右パインの判はん断だんに引っ張られるように左パインも我に返り、統一されたパインとして全力で操そう縦じゆうに専せん念ねんする。

　高度はすでに三千メートルを切っている。

　真ま下したには益荒ますら市し。

　今からでは海まで移動する事は不ふ可能。

　全力で減げん速そくしながら、広くて誰だれもいない場所へ落ちるしかない。

　狙ねらうは益荒ますら山さん。

　あの山中にはハイキング客も林りん業ぎよう関係者もいないし、猿さる神がみに荒らされて神じん社じやは現在閉へい鎖さ中ちゆうだから神社の人もいないはず。

　それに、木々がある程てい度どクッションになってくれる。

　パインは補助エンジンを全ぜん開かいにして急きゆう制せい動どうをかけながら、揺れる機き体たいを必ひつ死しでコントロールした。

　高度は千メートル以下に下がり、町の姿すがたがはっきり見える高さになった。

　地上からもＵＦＯの姿ははっきりと見え、町の人達も一体何なに事ごとかと空を見上げる。

　そして、町まち中じゆうの人々が見守る中、大きな音と土つち煙けむりを上げて、ＵＦＯは益荒山山さん頂ちように墜つい落らくした。




　衝しよう突とつ時じの衝しよう撃げきに思わず目を瞑つむっていたパインが恐る恐る瞼まぶたを開けると、真まっ赤かに焼けた夕焼け空が見えた。ＵＦＯは真まっ二ぷたつに大たい破はして、コントロールルームの内ない装そうの天てん井じようも割れて落ちている。

　そして、夕空をバックにパインの顔を覗のぞき込む富とみ雄おの顔。

　あちこち傷だらけなのは、船内を跳ね回る文ぶん具ぐや家具からパインを守る盾たてになってくれていたからだろう。その背中には、まだ壊こわれた天井の一部が寄りかかったままだ。

　富雄が声を掛ける。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「富雄さん……。どうして……」

　思わず呟つぶやくと、富雄は肩を竦すくめながら小さく息をついた。

「偽にせおっぱいは嫌きらいだが、ガキに泣かれるのはもっと嫌いだからな。鬱うつ陶とうしくて」

　そう言いながら、視線を逸そらすように背中に被かぶさった巨きよ大だいな瓦が礫れきの山を無む造ぞう作さに払い除のける富雄。

「艶あで乃のちゃんが……？」

　パインは一いつ瞬しゆん目めをぱちくりさせた。

　その時、胸むな元もとに埋まっていた艶乃姫ひめがもぞもぞと顔を上げた。

　そして、パインと目が合うや否いなや、厳きびしい口く調ちようで叱しかりつける。

「このうつけめが！　後から来ると申もうしておきながら、一人残のこって戸を閉めるとは何事か！　もし儂わしらがそちを呼びに戻らなんだら、あのままそち一人だけ身み罷まかっておるところぞ！」

　その目め元もとに、うっすらと涙が滲にじんだ。

「艶乃ちゃん……」

　自分はこの子を殺そうとしたというのに、それでもこの子はこの自分のために泣いてくれるというのか。

　思わずパインの目にも涙が浮かんだ。

　そっと艶あで乃の姫ひめの髪かみを撫なでると、うなだれるパイン。

「ゴメンね。あの時私、艶乃ちゃんと富とみ雄おさんさえ地球に帰せたら、もう死んじゃってもいいかなって……」

「………」

　艶乃姫は驚いたように無む言ごんでパインを見つめる。

　パインはその円つぶらな瞳ひとみから逃げるように、両りよう膝ひざに顔を埋めた。

「だって、もうＵＦＯは壊こわれて使い物にならなくなったの分かってたし、まっする様さまの神しん宝ぽうを国に持って帰る事だって出来なかったし、どっちみち星に帰る事が出来ないんなら、地球で独ひとりぼっちで生きてくよりもいっそあのまま死んじゃったほうが楽かなって……」

　声がうわずり、小さく肩が震えた。

　目め元もとから涙が溢あふれて頰ほおを伝う。

　熱い雫しずくが零こぼれて胸の谷間を濡ぬらした。

　その時、再び艶乃姫の叱しつ責せきが飛んだ。

「何を申もうすか！　この儂わしなど千年もの間そこの岩いわ屋やにたった一人で生きておったが、死にたいなどと申した事はなかったぞ！　人の命など、うんと永らえたとて精せい々ぜい百年かそこらであろう！　その程てい度どの年月も耐えられずして何とする！」

「艶乃ちゃん……」

　思わずパインは顔を上げた。

　顔を真まっ赤かにして更さらに声を張り上げる艶乃姫。

「そもそもそちは一人ではなかろうが！　この儂もいる！　富雄めもおる！　それを独りぼっちだから死にたいなど、まるで道どう理りに合わぬ！　とんだ僻ひが事ごとぞ！」

　その言葉にパインは驚いて艶乃姫を見つめた。

　その目元に、再び涙が込み上げてくる。

「だって……私は艶乃ちゃんと富雄さんを騙だまして近づいて……無む理り矢や理り連れ去ろうとしたり、命まで奪うばおうとしたのに……。そんな私が二人と仲良くなんて……」

　涙に暮れるパインの前で、艶乃姫は優しく微笑ほほえんだ。

「騙したと言うなら、儂も富雄の親しん戚せきじゃと名乗ってそちを騙した。それでおあいこじゃ。それに儂を殺そうとしたのは、そちが正しよう気きを失うしのうておった時に犯した事。いわば狐きつねにでも憑つかれたようなものじゃ。正気に戻った今のそちが気に病む事はない。そもそも、この地上へ連れ戻してくれたのも他ならぬそちであろうが。過去の事は水に流して、改めて我が友となるがよい。松まつ子こ。否いな、パイン・オーツよ」

「艶乃ちゃん……」

　パインは思わず言葉を無くした。

　艶あで乃の姫ひめの優しい言葉と微笑ほほえみに、全てが救われそうな気がした。

　しかし、パインは顔を伏せた。

「ありがとう……。でも、そんな私にばっかり都つ合ごうのいい話、駄だ目めだよ……。右も左もどっちも私なんだもん……。分かれてた時にやった事だって、全部私のした事なんだもん……。私が艶乃ちゃんや富とみ雄おさんを殺そうとしたっていう事実はどうやったって変えられないのに、どんな顔してお友達になれるっていうの……。出来ないよ……。そんなの無む理りだよ……」

　うなだれて再び膝ひざの間に顔を埋めるパイン。自分が救われる事を拒きよ絶ぜつするかのように、救われる事を恐れるかのように、ぎゅっと固く膝を抱く。

「ならば……」

　艶乃姫は尚なおも何か言おうとしたが、掛けるべき言葉が続かない。

「……ならば…………」

　もう一度力ちから無く繰り返しながらどうすればいいかと困こん惑わくした顔でパインを見つめ、やがてどんな言葉でも救えない事を悟さとったように、ぎゅっと唇くちびるを嚙かんでうつむく。その小さな肩が微かすかに震えた。

　その顔を見て、パインは胸が張り裂さけそうな思いに駆かられた。

　……そんな顔をしないで。

　思わず胸の内で懇こん願がんする。

　私のために泣かないで。

　私はあなたを殺そうとしたのに。

　自分勝かつ手てな理由で騙だまして近づいて連れ去ろうとして、命まで奪うばおうとした大だい悪人なのに。

　そんな私を慰なぐさめようと必ひつ死しになる事なんてないのに。

　慰なぐさめる言葉が見つからなくて悲しむ必要なんてないのに。

　どうしてそんなに優しいの？

　どうして私なんかのために泣いてくれるの？

　どうして私はこんな優しい子を殺そうとしたの？

　どうして私はこんな優しい子を泣かせてしまっているの？

「ごめんね艶乃ちゃん……。ごめんなさい……」

　パインは艶乃姫の肩を抱くと、震える声で謝った。

　艶乃姫は全て水に流して新たに友達になる事を望んでくれているのに、こちらの罪つみの意識を少しでも和やわらげ慰めようと一いつ生しよう懸けん命めいなのに、それが分かっていても、否いや、分かっているからこそ、そんな彼女を殺そうとした自分自身が許せない。艶乃姫の気持ちが伝われば伝わる程ほどに悔かい恨こんと罪ざい悪あく感かんも増していき、ますます自分自身が許せなくなる。とても水に流すなんて出来なくなる。自分を許せずにいる事こそが、この子を悲しませているのは分かっているのに。水に流せずにいる限り、この子を悲しませ続けるという事は分かっているのに。

　その時、不ふ意いに富とみ雄おが二人の頭をポンと叩たたいた。

「まあ、水に流すにしたって、俺おれたち二人の殺人未み遂すいと地球破は壊かい未遂をやったのは事実なんだから、その事についての罰ばつはちゃんと受けてもらわねーとな」

「富雄……」

「富雄さん……」

　富雄を見上げる二人。

　富雄は艶あで乃の姫ひめに向かって言い聞かせるように言う。

「地球破壊未遂なんて誰だれも知らねえとこで起きて終わってんだから知らんぷりしときゃいいけど、少なくとも俺たち二人は迷めい惑わく受けたんだ。それを何も無しに無む罪ざい放ほう免めんじゃ筋すじが通らなくて、偽にせ乳ちち星せい人じんも落ち着かねえだろ」

「はい。富雄さんの仰おつしやる通りです。どんな罰でも受ける覚かく悟ごです」

　神しん妙みように頭を下げるパイン。

　だが艶乃姫は不満げに口を尖とがらせた。

「じゃが、乗り物は壊こわれ、国くに許もとへ帰る事もままならず、充分に報むくいは受けておろうが。これ以上更さらに鞭むち打うつような真似まねは……」

「そりゃコイツの自じ業ごう自じ得とくだろ。俺の知ったこっちゃねえ」

　富雄は素そっ気けなく切り捨てると、パインの胸を指さした。

「ところで偽乳星人。罪ざい悪あく感かんで痛んでる胸は左右どっちだ？」

「え……？」

　パインは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、自分の胸むな元もとを見下ろした。

「両方です……。一いつ緒しよにいる時は基本的に思し考こうも情じよう動どうも全部共きよう有ゆうされますから……」

「なら連れん帯たい責任だ」

　富雄はうなずくと、艶乃姫の頭を摑つかんでパインの目の前に突き出した。

「コイツの言う通り、改めてダチになってやれ。それが俺からの罰だ」

「「え……？」」

　キョトンとして同時に声を出すパインと艶乃姫。

　富雄の言葉が続いた。

「そしたら俺が、殺そうとした相手とよくまあのうのうと友達ヅラ出来るもんだって、白い目で見続けてやる。その視線を感じて一生苦くるしめ」

「富雄さん……それって……。でも……」

　パインは思わず富雄を見上げた。

「どんな罰でも受けるって言ったよな？」

　パインの言葉を無む理り矢や理り遮さえぎる富雄。

　そういう事か。

　素そ知しらぬ顔で艶あで乃の姫ひめと再び友達になる事など、良りよう心しんが咎とがめてとても出来ない。けれど、それが罰ばつとして、富とみ雄おから強制的に命令されるという形になってしまえば、パインには逆らう権利なんてない。どんな罰でも受け入れると言った以上、それが自分の求めるよりずっと優しいものであっても受け入れるしかない。恵まれすぎた話であっても従うしかない。

「はい……」

　パインは静かにうなずいた。

　その途と端たん、艶乃姫の顔がぱあっと輝く。

「良し！　では改めて、ただ今よりそちは儂わしの友じゃ！　これからも折おり々おり訪ねて参まいれ！　よいな！　遠えん慮りよなど致すでないぞ！」

「うん……」

　有あり難がたいような、戸と惑まどったような、申もうし訳わけないような、でもやっぱり嬉うれしい気持ちで、パインは艶乃姫にそっと微笑ほほえみ返した。

　富雄はそれを見て一いつ瞬しゆん満足げに笑ってから、やれやれとしかめっ面つらを作った。

「ったく、最初っから素直にそう言やいいんだ。しょーもない事にこだわってガキ泣かせてんじゃねえよ」

　溜ため息いきをつくと、立ち上がって夕日を見上げる富雄。

　真まっ赤かな夕空を背景に、雄ゆう大だいな背中がそそり立つ。

　隆りゆう々りゆうと盛り上がるその背に刻まれた傷の大たい半はんは、ロボットと戦った時ではなく墜つい落らく時じにパイン達を庇かばってついたものだ。

「富雄さん……」

　パインはそっと呼びかけた。

　ごめんなさいと、そう一ひと言こと謝りたかった。

　ありがとうございますと、そう一言伝つたえたかった。

　でも、胸の内に抱えた気持ちの大きさに比べると、その言葉は余りにも短すぎて、パインは言うべき事を見失ったように思わず押し黙だまる。

　その時、富雄は背を向けたまま、独ひとり言ごとのように言った。

「……たわわに膨ふくらんだおっぱいだって、歳としを取ればいつかは萎しぼむ。でも、だからといってそのおっぱいが若い頃ころに大おお勢ぜいの人を幸せにしてきた事実は変わらない。それと同じさ。俺おれたちは今までずっとお前のその胸をおっぱいだと思って、それを見るたびに幸せな気持ちになってきた。たとえそれがおっぱいじゃなかったと分かったからって、俺たちが過ごした幸福な時間までが消えて無くなるわけじゃないんだ」

　パインは富雄の逞たくましい背中をじっと見つめたまま黙って耳を傾ける。

　夕日は山並みにすっぽりと隠かくれ、山やま際ぎわが眩まぶしい光の帯おびとなって輝いた。

　紫むらさき色いろに暮れた空に、宵よいの明みよう星じようが一ひと際きわ明るく光る。

「……確かにお前は俺おれたちを騙だましてたかも知れない。だけど、お前がいたお陰で幸せな時間を過ごせた奴やつがいた事だって、変えようのない事実なんだ。過去が変えられないなら、その事だって決して変わりゃしないんだ。罪つみの意識に苛さいなまれるのは当然だけど、それだけは肝きもに銘めいじとけ」

　夕ゆう闇やみに影になった富とみ雄おの表情は分からない。

　けれど、子供に言って聞かせるように静かに、厳きびしく、しかし力強く優しい富雄の言葉はパインの胸を大きく揺さぶった。

　生きよう。

　この人が見ていてくれるなら。

　故こ郷きようを遠く離れたこの星で、もう一度新たな人生をやりなおしてみよう。

　そう、思った。

　富雄の背中を見つめるパインの頰ほおはうっすらと色づき、かつて感じた事のないときめきに胸の鼓こ動どうが少しずつ速まっていく。

　そんな自分に戸と惑まどったように胸むな元もとに手を当てながら、熱い吐と息いきを押し隠かくして、パインはじっと若者の逞たくましい背中を見つめ続けた。
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　数日後ご。

「結局あのＵＦＯは、市の観光ＰＲだったって事で落ち着いたみたいだな」

　学校から帰った富とみ雄おは、部屋に戻るとまっする様さまに言った。短たん期間で無む理り矢や理り付つけた筋きん肉にくは短期間の内にあっさり落ちてしまい、その体はすっかり元の貧ひん弱じやくな富とみ雄おに戻っている。

　先日のパインによるＵＦＯ騒そう動どうの一部始し終じゆうは富雄から市長と神じん社じや関係者に説明して、適当に誤ご魔ま化かしといてくれと言って丸まる投なげしておいたのだが、何を思ったか市長は記者会かい見けんまでして「益荒ますら山さんにＵＦＯが墜おちた」と発表。更さらに先日の猿さる神がみとＵＦＯを関連づける胡う散さん臭くさい説まで紹しよう介かいして、益荒市を大だい々だい的にＵＦＯの町として売り込む観光パンフレットまで発行したのである。

　ところがその積極姿し勢せいがかえって世せ間けんをしらけさせ、ＵＦＯ墜つい落らくの話も「ああ、町おこしの話わ題だい作りのアレね」的な扱いとなってしまった。

　まっする様が鼻はな糞くそをほじくりながらどうでも良さそうな態度で応じる。

「まあそのほうが残ざん骸がいとか無む理りに隠かくさんでも平気やし、騒さわぎを鎮ちん静せい化かするために狙ねらってやったとしたらあの市長さんなかなかのやり手やね」

「いや、さっき偶ぐう然ぜん会ったら何か落らく胆たんしてたから、本ほん人にんは結けつ構こう本気で観光誘ゆう致ち出来るつもりだったんじゃねえのかな」

　呆あきれ顔で肩を竦すくめる富雄。

「それにしても、俺おれは今回この町どころか地球の危き機きを救った英えい雄ゆうにランクアップしたはずなのに、猿神の時と違って誰だれ一人それを知らねえってのが虚むなしいぜ……」

　富雄はそう言うとごろりと床に横になった。

「おっちゃんと艶あで乃のちゃんが知ってるんやからええやん」

「ブタや無む乳ちちのガキに知られてたところで一体何なんの得とくがあるんだよ」

　不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいて寝返りを打つ。

「ああ、偽にせ乳ちち星せい人じんのおっぱいが宇う宙ちゆう人じんの本体じゃなくて本ほん物もののおっぱいだったらなぁ……」

　残念そうな溜ため息いきが長々と漏もれた。

　そこへ、不ふ意いに部屋の戸が開いて艶乃姫ひめが飛び込んできた。

「富雄！　約束の褒ほう美びじゃ！　でえとに行くぞ！」

　ジャンプ一番、仰あお向むけになった富雄の腹の上に飛び乗る艶乃姫。

「げふぅ！」

　富雄は不意を突かれて思わず変な声を出す。

「デート？　んな約束いつしたんだよ！」

「部屋に閉じこめられた時、見事脱だつ出しゆつ出来たら褒美にでえとをしてやると言うたであろう。そちもそれを聞いて随ずい分ぶんの張り切り様ようじゃったろうが」

「だからテメエと出かけても御褒美どころかガキのお守もりでしかねえと何度言いったら……！」

「しかも今回は儂わしだけではないぞ！　特別にもう一人ついて来よる！」

　艶あで乃の姫ひめは富とみ雄おの言葉を遮さえぎって立ち上がると、得とく意い気げに胸を張った。

「ああ？　他に人がいたらデートじゃねえだろ。俺おれはその方がいいけど。誰だれが来んだよ？」

　怪け訝げんそうに富雄が尋たずねた時、スラリとした脚あしが室内へと入ってきた。

　大人おとなの女の脚だ。

　そこから少しずつ視線を上げていくと、ピンとつり上がったような引き締まったヒップにぎゅっとくびれたウエスト。

　そして、まん丸なバストが別の生き物のようにぽよんと跳ねた。

「おお……!?」

　思わず目を見開いて、ガバッと体を起こす富雄。

　だが、相手の顔を見てピタリと止まる。

「あの、富雄さん……」

　立っていたのはパイン・オーツ。

　ちょっとめかし込んだ服を着て、はにかむように頰ほおを赤らめながらもじもじとうつむき加か減げんに立っていた。

「偽にせ乳ちち星せい人じんじゃねえか！　ぬか喜びさせやがって！」

　思わずパインの本体をアイアンクローの要よう領りようでぎゅうと摑つかみながら艶乃姫に文もん句くを言う富雄。

「あっ！　そんなに強く握ったら……！」

　そう言う暇ひまもなく、緊きん張ちようしてカチコチになっていた左パインが人ひと型がたボディからぬるりと抜けて服の下から床に落ちる。

「げっ？　しまった！」

　富雄があっと思った瞬しゆん間かん。

　右パインだけになったパイン・オーツがすかさず富雄の手に手て錠じようをかけた。

「さあ、これでいつでもずっと一いつ緒しよにいられるわ」

「何すんだ！　ＵＦＯ壊こわれたのに今いま更さら俺を捕つかまえても意味ねえだろ!?」

　手錠の掛かった自分の手を見ながら慌あわてる富雄。

　床に転がった左パインが恥はずかしそうに触しよく手しゆをくねらせる。

「実は私達、あの日以い来らい富雄さんにすっかり惚ほれてしまって……」

　人型ボディに残った右パインがクールに言葉を引き継いだ。

「だからこうして絶対離はなれられないようにしようっていうわけなの。ダーリン」

「ふっざけんな！　誰がダーリンだ！」

「だって、私の事ずっと見ていてくれるって……」

　もじもじと触手をくねらせる左パイン。

「ああ、白い目でな！」

　そう言いながら富雄は手錠を千ち切ぎろうとする。

　しかし勝ち誇ったように笑う右パイン。

「無む駄だよ。特とく殊しゆな素材を使って、筋きん肉にくムキムキになった時の富とみ雄おさんでも簡単には千ち切ぎれない強度にしてあるわ。ましてや今の富雄さんの力じゃとても……」

「ふざけんな！　取りあえず正しよう気きに戻りやがれ！」

　素早くしゃがんで左パインを摑つかむと、服をまくり上げて元の左胸に押し込もうとする富雄。

　不ふ意いを突かれてパインは足を滑らせ、手て錠じようで繫つながれた富雄も一いつ緒しよになって重なるようにベッドに倒れ込む。

　そこへ、ドタドタと階段を上がってくる足音がして、富雄の母の怒ど声せいが飛んできた。

「ちょっとアンタたち！　下に響ひびくわよ！　静かにしなさい！」

　そう言いながら部屋へ踏み込む富雄の母。

「お袋ふくろ？」

　パインの上に重なっていた富雄はハッとして振り返る。

　富雄の下には、胸が完全に露ろ出しゆつするまで服をまくり上げられたパインの姿すがた。

　しかも富雄の右手には、たった今いま押し込んだばかりの左パイン本体が、どう見てもおっぱいにしか見えない姿すがたで握られている。

　一いつ瞬しゆんの気まずい沈ちん黙もく。

　そしておもむろに富雄母の怒声が室内にこだました。

「富雄！　こんな明るい内から何やってんの！　それも艶あで乃のちゃんみたいな子供の見てる目の前で！」

「いや待て、これは違うんだ！」

「アンタがスケベなのはもう諦あきらめてるけど、せめて時と場所くらいは弁わきまえなさいって母かあさんあれほど……！」

「誤ご解かいだあああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ！」

　富雄の心の底からの叫びが屋根を貫つらぬいて、天高く響き渡った。

　雲一つなくＵＦＯ一つ見えない澄すみきったその空の下、地球を救った英えい雄ゆうは神の御み前まえで延えん々えんと母親に説せつ教きようされ続け、危ういところで滅めつ亡ぼうを免まぬがれた事など露つゆ知しらぬ地球人達は、地球へ来ている宇宙人じんなどいるはずもないと思い込みながら、今日きようも吞のん気きに平和な日々を過ごすのだった。





終









あとがき







　こんにちは。佐さ藤とうケイです。

　筋きん肉にくの神マッスル二巻かん目め、手にとって下さった皆みな様さま、ありがとうございます。

　お陰かげ様さまで一巻目は結けつ構こう話題になったようなのですが、残念ながら売り上げにはあんまり繫つながらなかったようで、三巻目が出せるかどうかは、この二巻目の売れ行き次し第だいという事になりそうらしいです。も～、だから「このタイトルだとウケるだろうけどコケますよ」ってあれほど言ったのに！　いくらさめださんのイラスト付けても無む理りですよってあれほど止めたのに！　担たん当とうさんのバカっ！　ってまあ、このタイトル考えたのも私ですし、他にいいタイトル浮かばなかったのも私の責任なんですけどね。てへ。

　というわけで、このタイトルでもスルーせず、むしろ敢あえて特とつ攻こうしてくるような読者というのはある意味選えらばれしエリートですから、こちらも全力で迎え撃うつべく気き合あいを入れて二巻目書かせていただきました。楽しんで頂けたら幸いです。




　まだちょっとあとがきスペースが余っているので、作中に出てきた話題に関連したどうでもいい話を。

　蛋たん白ぱく質しつは四十数度どで熱ねつ変へん成せいを起こすという話ですが。実はこれは全ての動物にとって非常に問題となるポイントでして。虫とか両りよう生せい類るいとか爬は虫ちゆう類るい（最近この「爬虫類」という分ぶん類るいは余りに適当すぎた事が判はん明めいしつつあって、何年か後には消え去りそうな感じですが）とかのいわゆる変へん温おん動物は運動時じの体温上じよう昇しようを下げるシステムがないので、長時間運うん動どうし続ける事が出来ないんです。変温動物はかつては「冷血動物」と呼ばれたりしていて、それに対する哺ほ乳にゆう類るい等とうの恒こう温おん動物は「温おん血けつ動物」と呼ばれ「常に体温が高い」事が特とく徴ちようのように思われたりしましたが、本当は恒温動物の特徴は「体温が常に一定」という所にあるのであって、これは激しい運動を続けても体温を低いまま保てるという事でもあるんです。つまり、もしワニに遭そう遇ぐうしても全力で逃げ続ければ、恒温動物の我われ々われ人間より変温動物のワニのほうが先に動けなくなるはず！　皆さんもワニに襲おそわれたら最後の一いつ瞬しゆんまで諦あきらめずに逃げてくださいね。諦めないで走り続ける心こそが恒温動物の証あかしです。




　それでは、筋肉の神マッスル三巻が出せる事を祈りつつ、また次の本でお会いしましょう。





佐藤ケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれ。第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞。蠍座。血液型はＡ型。趣味は楽器演奏、絵を描くこと。自分の誕生日に自分でケーキを焼くのはもしかして寂しい事なんじゃないかと最近思い始めています……。
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イラスト／さめだ小こ判ばん

筋トレやった翌朝筋肉痛があるとニヤニヤしてしまう…そんな経験はみんなあるよな！な！　そんな肉体派イラストレーターです。
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